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第11図 調査区位置図 (S=1/5,000)
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第12図 調査区位置図 (S=1/5.000)
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第13図 調査区位置図 (S=1/5]000)

第14図 調査区位置図 (S=1/5,000)
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第15図 調査区位置図 (S=1/5,000)

第16図 調査区位置図 (S=1/5,000)
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第17図 調査区位置図 (S=1/5,000)

第18図 調査区位置図 (S=1/5,000)
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第19図 調査区位置図 (S=1/51000)

第20図 調査区位置図 (S=1/51000)
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第21図 調査区位置図 (S=1/5.000)

第22図 調査区位置図 (S=1/5,000)
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第23図  調査区位置図 (S=1/5,000)

第24図 調査区位置図 (S-1/5,000)
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Ⅲ 試 掘 調 査 総 括





板野郡板野町内の試掘調査

大坂西谷遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 2・ 7図 )

調査対象地は吉野川北岸、標高95m前後の阿讃山脈の南麓に拡がる扇状地の緩斜面に位置し、四方を

山に囲まれ盆地状になっている。調査対象面積は28,200ぜである。現況は畑地である。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査区は横断道の路線に沿い、扇状地上を南北方向に通るかたちで設定した。試掘に際しては、調査

対象面積の5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認

と柱状断面図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/Oを

上限とした。

基本層序 (第 2図 )

調査地点は耕作地開墾による削平あるいは客土等の改変が著しい。表土以下は扇状地性の礫層の堆積

が見られ、安定した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

出土遺物 (第 3図 )

遺物は1層 (耕作土・客土)か らの出土がほとんどであり、近世～近代頃の時期の遺物で占められて

いる。1は龍泉窯系青磁碗である。底部器壁は厚く、高台の削り出しは浅い。時期的には13世紀頃と考

えられる。 2は初期伊万里と思われる皿である。 3は肥前系の陶器大皿である。時期的には17世紀第 3

四半期から第4四半期頃と思われる。4は初期伊万里の染付草花文皿、 5は土師質土器の情鉢である。

6は須恵質土器の小片である。詳細な器種は不明であるが外面に格子状のタタキがみられ、甕の一部だ

と思われる。 7は須恵質土器の甕である。 8は砂岩製の石臼である。

まとめ

76基 (850♂)の試掘 トレンチを開口し、遺跡の有無の確認に努めた。しかし、表土 (耕作土)直下

は30cm前後の礫を多く含み、大谷川の堆積作用により形成された扇状地の礫層と考えられ、出土遺物

はほとんど客土層よりの出土であり、また遺構等も確認することはできなかった。調査区全域において

遺構は存在しないと考えられることから、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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16ト レンチ

40ト レンチ

N

L=9900m

L=9800m

L=9400m

L=9300m

L言9300m

L=9200m

8ト レンチ
N

L=9300m

L=9200m

19ト レンチ

L=9400m

65ト レンチ

L=9300m

51ト レンチ

L=9900m

9 褐色  10YR4/4 砂礫層
10 褐色  10YR4/6 砂質土 (5～ 109n礫 少五含む。)

11 黄掲色 25Y5/4 シル ト (粘牲強い。 3 cm以 下礫含む。)

(責掲色10YR 5/6混 入)

12 黄褐色 25Y5/4 シルト (礎強い。猫性有り。湧水多い。)
13 黄掲色 25Y5/4 砂礫層 (411em以下礫多く含む。)

第 2図 模式桂状土層図

W

6ト レンチ

39ト レンチ

L=9300m

L=9000m

W

L=8900m

45ト レンチ

sL=9700m

L=9600m

L=9500m

14 責褐色    2.5Y5/3 砂礫層
15 掲灰色    iOYR4/1 ンル ト (粘催強い。594大始 む。)
16 掲灰色    10YR5/1 粘土
17 青灰色    10BG5/1 シルト9雅強1、 4t4り 。湧氷多い。)
18 黄灰色    10Y4/1  砂礫層 (1 0cm以下の礫。)

19 暗灰黄色   25Y5/2 ンルト (10cm以下蝶含む。)

20 暗灰黄色   25Y5/2 ンルト
21 明黄褐色   10YR6/6 砂質土 (粘性なし。)

22 オリーブ掲色 25Y4/3  シルト (祐性有り。飾以下鯰 む。淋。)
23 オリーブ灰色 2 5GY5/1 砂礫層
24 黒掲色    10YR3/1 シルト⑦購,、 維有,.5aly下輸む。)
25 黒褐色    2 SV3/1  シルト (粘性強い。植物遺存鯨 出。)
26 黒褐色    25Y71  シルト (粘牲強い。)

27 皓褐色    iOYR3/4 砂質土 (25cm以下礫多く含む。)

8中

62ト レンチ

L=9500m

1.耕作土
la 耕作土 (2 cm以下礫少量含む。)

2 床土
3.にぶい責褐色 10YR5/4 砂質土 (10cm以下礫含む。客土。)

4.にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (地山層。)

5,にぶい黄掲色 iOYR5/4 砂賞上 (粘性なし。)

6.にぶい責褐色 10YR4/3 砂質土

(3 cm以下礫少量含む。客土。)

フ にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (し まり有り。)

8 褐色 10YR4/4 砂質土 (10em以下蝶含む。)

23 黒色

29    礫

10YR2/1 粘土 (炭化物・木片検出。)

2m8a 褐色    10YR4/4 砂質土 (10em以下礫多く含む。)

8b 掲色    10VR4/4 礫層 (水の影響有り。)

14ト レンチ

1
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30cm

第 3図 出土遺物
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大坂西谷遺跡 土器観察表

包含層

告
鑢

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
径

，側

口
ぐ

部
雉
ω

体
最
て

経
，鉤

底
く

瑯
雌
径
ｍ

高

，

絲
琳
伍

他

量

，

の
法

枷

そ

の
て

部 位 形  態 調  整
書有物
組 成

色 調 備 考

No32

トレンテ
5層 離

碗
齢
略

高

刊

台

１

高
底 部

体部外上方へ延びる。
削り出し高台で、断面
を方形状に収める。畳
付、高台内無釉。内面
見込みに印花文。

外面 :ロ クロケズリの
ち施釉。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

石英 黒
色砂絃
自色砂粒

釉 :グ レイ
みの黄緑
胎 :明青灰

龍泉窯系。
焼成良好。

llo32
排 土 朧

皿
回縁部
1/10

口縁～

体部

体部外上方に立ち上が
り、端部を外側に尖り
気味に収める。外面釉
だれが見られる。

外面 :ロ クロケズリの

ち施釉。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

緻密

灰釉
釉 :う すい

責緑
胎 :灰白

肥前系。
焼成良好。

3
No32

トレンテ
排 上 略

皿
邸
歿

高台萬
13 底部

体部外上方へ立ち上が
る。削り出し高台で直
立する。断面方形に収
め、にぶい面取りを行
う。長付高台内無釉。

外面 :ロ クロケズリの

ち施釉。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。
ハケ。

長石

外面 :く ら
いグレイ
内面 :ブラ
ツンみのグ
レイ

胎 :暗赤灰

肥前系唐津。
焼成長好。

lfo33

トレンテ
5層 上面 燃

皿
鉢
勇

高台高
035

口縁ヽ

底都

体部内をしながら立ち
上がり、端部を丸く収
める。削り出し高台で
「ハ」の字に開く。畳
付無鶏削り跡有り。高
台砂付着。染付(具須)

草花文。

外面 :ロ クロナデのち
施釉。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

緻密

透明釉
釉 :青みの

白
胎 :灰白

初期伊万里。
焼成良好。

Xo32

トレンテ
緋土 駆齢麟

破片 不 明

外面 :剥離のため調整
不明。
内面 :稽 り目。

石英 長
石 結晶
片岩

灰
橙
暗

画
面

外
内
黄

焼成不良。

6
NQ55

トレンチ
2層 上面 勲繋茎

破 片 不 明
面
面

外
内

格子ロタタキ。
ナデ。

石英
灰

灰

画

面

外

内 焼成良好。

No56

トレンチ
3属 棘端整

口縁部
1′ 3

41 日縁部
日縁部で若干外反し、
端部を丸く収め、上下
に拡張する。

畑
ノ、ヶ
肺

条

鉤
細
影
え

凹

５

ナ

雲

晶結

英

　

者

石

母

片

橙
橙

面
面

外
内 焼成不良。

大坂西谷遺跡 石器・石製品観察表

包含層

告
締

遺  構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長さ (ca) 幅 (ca) 厚 さ (cu) 重 量
その他の法量

(cal)
残存率 郎 位 備 考

8 砂岩 石 日 高さ122 149∞ 最大径291
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2 唱谷遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 2・ 8図 )

調査対象地は周囲を阿讃山脈から派生する支脈に囲まれた、標高約80mの北唱谷川に沿った傾斜地に

位置する。現況は石垣や擁壁で仕切られた段々畑となっている。1995年度に徳島県教育委員会文化財課

により実施された精密分布調査では遺跡確認調査の必要性が指摘されている。
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第 1図 地形平面 。遺構配置図
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オリーブ褐色 2.5Y4/3
明黄褐色   2.5Y6/6
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S 一Ｓ

S

L=80.40m
N

L_31.50m

N
S

一一一 X=129780

一
X=129760

一
X=129740

16ト レンチ L=80.60m

2ト レンチ

0         1m

ｍ

聞一　
Ｓ

砂質土 (や や粘性あり。)

砂質土 (し まりのない堆穫層。φ=2～ 30cln大 の礫が多く混じる。)

砂 (し まり弱い。水気多い。)

第 2図  トレンチ配置 。模式柱状土層図

1ト レンチ 22ト レンチ

10ト レンチ 6ト レンチ
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トレンチの設定 (第 2図 )

調査区は横断道の路線に沿い、傾斜地上を南北方向に通るかたちで設定した。試掘に際しては、調査

対象面積の5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認

と柱状断面図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を

上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土以下は耕作地開墾による削平あるいは客土等の改変が著しく、安定した遺物包含層・遺構面は確

認することができなかった。

出土遺物 (第 3～ 5図 )

1は瓦質土器の焙烙鍋である。 2は瀬戸美濃系と思われる内面に白泥刷毛目が施された陶器の皿であ

る。 3は鉄釘である。4は肥前系の青磁碗である。 5は肥前系磁器と思われる染付の皿である。 6は大

谷焼と思われる鉄牙由陶器甕、 7は瀬戸美濃系陶器瓶の底部である。 8は備前焼の橋鉢、 9。 10は 1と 同

様、瓦質土器の焙烙鍋である。

君 0

0                10cm

第 5図 出土遺物 3

0                5cm

第 3図 出土遺物 1

0                 10cm

― 一

第 4図 出土遺物 2
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まとめ (第 1図 )

22基の試掘 トレンチを開口した。上層の堆積状況から、調査区域は耕作地 (畑)を造成する過程でか

なりの削平・客土等、人為的な土地の改変が行われていることが確認された。また土地の改変を受けて

いない自然堆積層中においても近世以降の陶磁器類が出土したにとどまった。調査時において数基のSP

あるいはSXが検出されたが、後世の攪乱等によるものと判断され、遺構等は確認されなかった。試掘

結果を受け、本調査区全域において遺跡は存在しないと考えられるため、試掘調査のみで終了した。
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唱谷遺跡 土器観察表

SX

鶴船
遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率

径
ω

部
雉
�

体
最
て

径
，∞

底
ぐ

鮒
朧
径
鰤

高

＞

高

存

ｍ

器

残

く

他

畳

，

の
法

ｍ

そ

の
く

部位 形  態 調   整
物

成舗
組

色 調 備  考

第1遺構面
直上

質
烙

瓦
焙

潮
潔

口縁部
口縁部大きく外下方へ

外反し、端部を九く収
める。

デ

デ

画

面

外

内
英

石

石

長
灰
責

紫
灰

面
面

外
内

焼成良好。
外面に煤付
着。

SP

陣鶉
遺 構 出土地点 層  位 器 種 残存率

口 径
(cI )

部

径

，

大

ｍ

体

最

く

径

ケШ

底

て

瑯
朧
径
鰤

高

，

高

存

枷

器

残

で

他

量

，

の
法

Ш

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物
成

有含
組

色 Flg 備 考

SP1028
第ユ選構面

直上
鑑
皿

口縁部
1/12

27 2
口縁～
体部

体部外上方へ大きく開
き、日縁部で短く外反
し、端部を丸 く収め
る。 1回焼成した後、
日縁近くの内面に白色
の化粧上を塗った後
に、掻き取つて、波状
の文様にしている。

外面 :ロ クロナデのち
口縁下まで施瓶。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

石英

イ

一　
　
い

レ

リ

　

ぶ

グ

オ

　

に

維
わ
ブ
雁
縮

瀬戸美濃系。
焼成良好。
内面白泥刷
毛目。

包含層

鶴縛
選 構 出土地点 層  位 器 種 残存率

径

０

部

径

，

大

枷

体

最

で

径
ケ帥

底
て

瑯
朧
径
ω

高

ｊ

高

存

枷

器

残

で

他

量

チ

の
諄露

Щ

そ

の
で

部位 形  態 調  整
物
成

有含
組

色  嗣 備 考

包含層 齢
碗

口縁部
1/16

口縁部
体部外上方へ直線的に
立ち上がり、端部を尖
り気味に収める。

外面 :ロ クロケズリの

ち施釉。
内面 :ロ クロナアのち
施釉。

綴 密

釉 :グ レイ
みの黄緑
胎 :灰 白

肥前系磁器
(伊万里)。

青磁碗。
焼成長好。
内外面に赤
班有り。

選構面直上 朧
皿

邸
И

81
高台高
05 底部

体部外上方へ内彎しな
がら立ち上がる。削り
出し高台で、断面を逆
台形に収める。畳付内
側砂付着。染付 (呉須)。

外面 :ロ クロナアのち
施釉 鹿文。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

級 密

透明釉
釉 :黄みの

白
胎 :灰 自

肥前系。
焼成良好。
高台内変形
文字。

NQ13

トレンチ
包含層 瞬

甕 嘲酪
176 口縁部

体部内彎しながら立ち
上がり、日縁で若干外
反し、端部を丸く収め
る。

面

釉

面

釉

外

施

内

施

ロクロナデのち

ロクロナデのち
英
石

石
長

鉄釉
釉 :グ レイ
みのプラウ

胎 :に がい

赤褐

焼成長野。

包含層 際
瓶

劇
路

高台高
10 底部

体部外上方へ直線的に
立ち上がる。削り出し
高台で、断面を方形状
に収める。高台際まで
施釉。

面

釉

面

釉

部

外

施

内

施

底

ロクロナデのち

ロクロナデのち

ロクロケズリ。

級 密

く
　
グ
黄
白

の
灰

釉
面
黄
面
み

灰
外

い
内
イ
胎

瀬戸美濃系。
焼成長好。

8
第 1遺構面

直上

器

鉢

陶

穏 体部 体部 体部外上方へ廷びる。 痴
肺
難

ナデ。
信り日 (9条/ 石

粒
長
砂

ぶ
　
ぶ

面
橙
面
褐

外

い
内

い

焼成貞好。
断面に黒色
の溶けた粒
が多数見 ら
″しる。

9 包合層
質

熔

瓦

焙
口縁部
1/20

340 口縁部

日縁郡大きく外反し、
端部を上下に拡張し、
九く収める。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英

雲母 灰
黒
暗

面
面

外
内

焼成良好。
外面に炭化
物付着。
内外面共に

秒状雲母付
着。

10
N04

トレンチ
質

熔

瓦

焙
口縁部
1/16

口縁部
口縁部外方へ水平に廷
び、端部を九く収める。

デ

デ

ナ

ナ

面

面

外

内
石英
婁母

褐
褐

黒
黒

面
面

外
内

焼成良好。
外面に煤付
着。

唱谷遺跡 鉄製品観察表

SP
告
幡

選  構 出土地点 層  位 器 種 長 さ (ca) 幅 (m) 厚さ (cH) 重量
その他の法量

(cm)
残存率 部  位 備 考

Vi016 第 1遺構面 釘 頭部
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3 関柱遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ―第 1。 3・ 9図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓、調査地点の東側を北から南へ流れる大坂谷川によって形成された扇状地

の扇頂部、標高約32～ 44mの緩斜面上に位置する。調査対象面積は83,000ぜ と広範囲であるため、調査

同意の得られた地区から順次、試掘調査を実施した。現況は耕作地 (田 ・畑)であり、擁壁や石垣で区

切られた階段状の地形となっている。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査区は横断道の路線に沿い、扇状地上を南北方向に通るかたちで設定した。試掘に際しては、調査

対象面積の5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認

と柱状断面図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を

上限とした。

基本層序 (第 2図 )

調査地点は耕作地開墾による削平あるいは客土等の改変が著しい。表土以下は扇状地性の礫層の堆積

が見られ、安定した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

出土遺物 (第 3図 )

1は東播系の悟鉢の底部である。 2は備前系の陶器の徳利である。 3は陶器の鍋の口縁部である。 4

は瓦質土器の焙烙鍋である。 5は緑色岩製の敲石である。

まとめ

53基の試掘 トレンチを開口した。試掘 トレンチ規模は5m× lmを基本とし、必要に応じて拡張ある

いは深掘りを行い、遺跡の有無の確認に努めた。試掘の結果、表土 (耕作土)直下は、大坂谷川の堆積

作用による扇状地性の礫層が堆積しており、遺構の存在するような安定した層は確認できなかった。ま

た調査対象地は後世の開墾による削平・盛土等の土地改変が著しく、出土遺物も表土 (耕作土)か らで

あり、時期的にも近世以降のものである。また遺構も検出されなかった。試掘結果を受け、本調査区全

域において遺構は存在しないと考えられるため、試掘調査のみで終了した。
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39ト レンチ

L=3500m

4ヽト レンチ

L=3500m

2ト レンチ

L=3200m

10VR3/4 砂質土 (1～10mの砂礫を多く含む。)

21ト レンチ

52ト レンチ

No lト レンチ

L=3400m

N
L=4100m

L=3800m

L=3500m

7ト レンチ
W
L=4000m

2・ 14・ 17・ 21ト レンチ

1 にぶい黄掲色 10YR5れ 砂質土

(し まり弱い。 3～ 5 onの 砂礫多く含む。)

2 褐色     10YR4/4 砂質土

(2 cm大 の砂礫を夕く含む。草木根含む。)

3 明黄褐色   10YR6/6 砂質上 (4～ 6 cmの 砂礫を多く含む。)

4 明黄褐色   10YRυ G 砂質土 (やや粘性有り。)

5 明黄褐色   10YR6/6 砂質上 (4～ 6 cmの 砂礫 を少し含む。)

6 掲色     10YR4/6 砂質土

(し まり弱い。 1～ 10emの礫を多く含む。)

7 明黄褐色   10YR6/6 砂質土 (や や粘性有り。しまり有り。)

8 明黄掲色   iOYR6/6 砂質土 (3～ 4 cmの 砂礫を多く含む。)

9 明責掲色   10YR7/6 砂質土

(1～ 1 0cmの様々な大きさの礫を多く合む。)

10 明黄褐色   iOYR7/6 砂粒

(し まりなし。 5 mm～ 2 cmの 礫を無数に含む。)

11 明責褐色   10YR6/8 砂粒 (5～ 20cmの 礫を多く含む。)

,2 黄橙色    10YR8/6 結性砂質土 (し まり強い。3 cm大の砂礫♪

0         1m

99ト レンチ

1 暗褐色

7ト レンチ

1 黒掲色     25Y3/2 シル ト (植物片を多く含む腐植土。)

2 明費褐色    25Y6/6 砂質礫 (亜 角礫が主、こぷし頭大が多い。大礫
～巨礫。)

3 黄色      25Y3/8 砂賓礫

(亜角～角礫が主、下部にしまりのある粘土を含む。)

52ト レンテ
1 砂利・蝶層 (3 em大 前後の丸みを帯びた礫が中心。)

2 明責褐色    25Y6/6 砂質土 (部分的に 5 cm大 の砂礫を含む。)

No lト レンチ

1 暗オリーブ褐色 25Y3/3 シルト (粘牲有り。しまりやや弱い。耕作土。)

2 に本い黄色   25Y6声  砂質土
(粘性、しまりやや有り。 1～ 5 emの 礫を全面に含む。)

3 にぶい黄色   25Y6/4 礫層 (粘性、しまり有り。中礫、粗礫を含む。)

4 にぶい黄色   25Y6/4 礫層 (粘性、しまり有り。組礫、口礫を多く合む。)

5 オリーブ掲色  25Y4/4 礫層 (し まり弱い。中礫のみ。)

第 2図 模式桂状土層図

17ト レンチ
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第 3図 出土遺物
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関柱遺跡 土器観察表

包含層

鶴孵
遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存卒

径
ω

部
雉
ω

体
最
く

径
耐

底
ぐ

螂
雌
径
ｍ

高

＞

高

存

ｍ

器

残

く

他
量
ｊ

の
法

卿

そ

の
で

部位 形  態 調  整
物
成舘

組
色 調 備 考

“トレンチ
盛上

器
鉢

陶
搭

螂
第

底 部
底部僅かに上げ底。体
部外上方に延びる。

外面 :ナ デ。
内面 :糖 り目 (8条/
単位 )。

磨滅のため調整不明
瞭。

石英 長
石

嚇
　
橙

姉
褐
繭

東播系。
焼成長好。

2
ユ

トレンテ
盛土

器
利

胸
徳

榔
Й 冊齢

体部直立に立ち上が

り、底部外周面取りを

施す。

画
面
部

外
内
底

ロクロナデ。
ロクロケズリ。
ロクロケズリ。

緻 密
外面 :赤灰
内面 :赤褐

備前系。
焼成良好。

3
14

トレンチ
盛 土 畷

錨
部
０

縁
カ

口縁部
口縁部は直立して端部
は四角く収める。

外面 :ナ デ。
日縁端部ケズリ。
内面 :ナ デ。

石英 長

石

灰
灰

渡
端
附

面
面

‥

外
内
胎

焼成良好。

“トレンチ
盛土 取

鱗
鰯
解

40 0 口縁部

体都外上方へ開き、日

縁部で肥厚、外反し、
端部を丸く収める。

外面 :ヨ ヨナデ。
型跡。
内面 :ヨ コナデ。
ナデ傷有り。

石英 長
石 婁母

外面 :黄灰
暗灰黄
内面 :黄灰

焼成長好。

関柱遺跡 石器・石製品観察表

包含層

錯
牌

遺 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長 さ (cI) 幅 (cl) 厚さ (∝ ) 室長 (g)
その他の法置

(ll l)

残存率 部 位 備

5
14

トレンチ
包含層 緑色岩 続 158 5 ユ/1
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4 金泉寺谷西古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ 第 1・ 3・ 10図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓の標高約56～ 59mの高位段丘面上に位置する。調査地点の南には中央構造

線に派生する断層が通る。現況は山林であるが、以前には耕作地 (畑 )と して開墾されていた。調査地

点周辺には、中谷山古墳群 。愛宕山古墳・阿王塚古墳・吹田奥郷古墳など多くの古墳が存在している。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査区は段丘平坦面を中心に設定した。試掘に際しては、調査対象面積の5%を基準としてトレンチ

を設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面図、断面写真の作成を基本

方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

調査地点は耕作地開墾による削平等の改変が著しい。また表土 (腐植土)以下は岩盤の風化砂礫層と

なっており、遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

18基のトレンチを開口した。調査の結果、表土直下は風化砂礫層 (地山・無遺物層)である。部分的

に火山灰の堆積層も見られた。調査地点は後世の開墾による削平を受けており、遺構・遺物共に発見さ

れなかったため、調査区全域において遺構は存在しないと考えられる。よって本調査区域では試掘調査

のみで終了した。
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15ト レンチ 13ト レンチ

L=5600m

L=5650m

L=5820m

15ト レンチ
1.黒褐色

2.オ リーブ褐色
3.黄褐色

4.に ぶい黄掲色

9ト レンチ
1.黒掲色

2.オ リーブ褐色
3.明責褐色
4.黄掲色

17ト レンチ
1.黒掲色

2.暗灰黄色
3.黄褐色

2ト レンチ
1.黒褐色

2.に ぶい黄褐色
3.明黄褐色
4.に ぶい黄掲色
5.明黄掲色
6.にぶい黄橙色
7.明黄掲色
8.にぶい責褐色
9.黄掲色
10.明褐色

10Y2/3

有機質シルト (表土腐植土)

2.5Y4/6  砂質シルト
10YR5/8

礫 (小礫)混 じり粘質土
10YR5/4 粘質土

10YR2/3
有機質シルト (表土腐植土)

2.5Y4/6  シ)レ ト
10YR6/6  砂質シルト
10YR5/6 礫混じり粘質土

10YR2/3
有機質シルト (表土腐植土)

2.5Y4/2  砂質シリレト
10YR5/8  粘質土

10YR2/3
有機質シルト (表土腐植土)

10YR5/4 礫混じり粘質土
10YR6/6  砂質シルト
10YR5/4  砂礫混じり粘質土
10YR6/6  砂質シルト
10YR6/4  砂
10YR6/6  砂質シ)レ ト
10YR5/4 礫混じり粘質土
10Y5/6  礫混じり粘質土
7.5YR5/8 粘土

13ト レンチ
1.黒掲色

2.オ リーブ褐色
3.黄掲色

4.に ぶい黄褐色
5.浅黄色

7ト レンチ
1.黒褐色

2.責掲色
3.にぶい黄掲色
4.にぶい黄褐色
5.灰 白色
6.黄掲色
7.にぶい黄橙色
8.灰 白色

18ト レンテ
1.黒掲色

2.オ リーブ褐色
3.黄掲色

L=58.00m

L=5730m

10YR2/3
有機質シルト (表土腐植土)

2.5Y4/4 シルト
10YR5/6

礫混じり砂質シルト
10YR5/4 粘質土
2.5Y7/3 礫混じり粘土

10YR2/3
有機質シルト (表土腐植土)

10YR4/3 シルト
10YR5/4 礫混じり粘質土
10YR5/3 礫混じり粘質土
7.5Y7/1  粘土
10YR5/6 粘質土
10YR6/4 礫混じり粘質土
7.5Y7/1  対壁上

10YR2/3
有機質シルト (表土腐植土)

2.5Y4/3 砂質シルト
10YR5/6 粘質土

L=5850m

S

L=5730m

7ト レンチ

3

2ト レンチ

第 2図 模式柱状土層図

13ト レンチ

W

2

3

8

9
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5 金泉寺谷東古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I一 第 1図およびⅡ―第 1・ 3・ 11図 )

阿讃山脈南麓、標高52～ 62mの北から南に傾斜する尾根上に位置する。調査地点周辺には、中谷山古

墳群・愛宕山古墳・阿王塚古墳・吹田奥郷古墳など多くの古墳が存在している。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

50/0を 基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化上、あるいは和泉層群起因の泥岩 。砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層 。遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し、平板地形測量を実施した。地形測量から墳丘の可能性が考えられる部分を中心に試掘 ト

レンチを設定し、19基のトレンチを開口した。各 トレンチとも基本的な層序は、表土直下は和泉層群の

岩盤層である。墳丘状の高まりは自然地形の風化によるものと確認され、また調査区2カ 所でみられた

段状の部分は、後世の開墾時の改変によるものであった。試掘の結果、遺構・遺物共に発見されなかっ

たため、調査区全域において遺跡は存在しないと考えられる。よって本調査区域では試掘調査のみで終

了した。
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4ト レンチ 3ト レンチ

L=75.90m

19ト レンチ

L=6690m

3

10YR3/2 腐葉土
10YR7/4 砂質土 (し まり無し。粘性無し。)

10YR5/6 砂質土 (自 然層)

10YR6/8 砂質土 (し まり有り。粘性弱い。)

10YR5/6 砂質土 (粘性弱い。)

第 2図 模式桂状土層図

1ト レンチ

_    里 ■OmE L=7420m

L=7150m

黒褐色
にぶい黄橙色
費掲色
明黄掲色
黄褐色

17ト レンチ

w睡 67.50m

0         1m
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6 中谷山古墳群 (Ⅱ )

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ 第 1・ 3・ 11図 )

阿讃山脈南麓、標高52～61mの南北に延びる尾根上に位置する。現況は山林である。周辺には愛宕山

古墳・谷口山古墳など多くの古墳が存在する。

トレンチの設定 (第 1・ 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行つた。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し、平板地形沢j量 を実施した。その結果を基に試掘 トレンチを設定し、23基のトレンチを開

口した。試掘の結果、表土直下は和泉層群の岩盤の風化層及び岩盤であり、遺構・遺物共に発見されな

かった。よつて、調査区全域において遺構は存在しないと考えられるため、本調査区域では試掘調査の

みで終了した。
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1ト レンチ

13ト レンチ

1.腐葉土
2.に ぶい黄掲色 10YR4/3
3.明黄褐色   10YR6/6
4.明黄褐色   10YR〃6

5.褐色     10YR74
6.に ぶい黄橙色 10YR6/4
7.に ぶい黄橙色 10YR6/4

第 3図

5ト レンチ

L=60.00m

18ト レンチ

Lま54.00m

砂質土 (し まり無し。)

砂質土 (し まり有り。粘性やや有り。)

自然の岩盤
砂質土 (し まり無し。)

シル ト (粘性やや有り。)

砂質土 (し まり有り。粘性弱い。)

模式柱状土層図

0         1m

6ト レンチ

11ト レンチ

wL=5900m

L=5900mL=5850m
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ア 中谷山古墳群 (Ⅲ )

調査成果

遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ―第 1。 3・ 11図 )

阿讃山bFR南麓、標高約45m前後の南北に延びる尾根上に位置する。現況は山林となっている。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し、平板地形測量を実施した。その結果に基づき尾根筋に沿ってメイントレンチを、それに

直交するようにサブトレンチを設定し、 6基のトレンチを開口した。表土直下は和泉層群の岩盤層であ

り、試掘の結果、遺構・遺物共に確認することはできなかった。よって、調査区全域において遺構は存

在しないと考えられるため、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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4ト レンチ

2ト レンチ

L=47.00m L=47.00m

5ト レンチ

L=46.00m L=44.70m

1.暗掲色    10YR3/3 腐植土
2.にぶい責橙色 10YR6/4 砂質土
3.にぶい黄橙色 10YR7/4 シル ト (粘性やや有り。しまり有り。)

4.明黄掲色   10YR6/6 砂質土 (覆土)

5.明黄掲色   10YR6/6 3層 の風化土
6.褐色     10YR4/4 砂質土
7.浅黄色    2.5YR〃3 岩盤 (砂岩)

第 2図 模式柱状土眉図

3ト レンチ

NWい 4700m

6ト レンチ

L=4450m

0         1m
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鳴門市大麻町内の試掘調査

8 桧西谷遺跡

調査成果

遺跡の位置 (i―第■図およびⅡ―第1.4,13図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓、標高25～324の低位段丘上に位置するc現況は畑地―となつている。

査地に隣接して東側の尾根上には、弥生時代の集落が営まれた桧はちまき山1遺跡が所在する。
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第 1図  トレンチ配置図
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トレンチの設定 (第 1図 )

斜面に直交するかたちでトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の5%を基準としてト

レンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面図、断面写真の作成

を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

調査地点は尾根裾部の谷状地形あるいは山裾を巡る流路状の地形であったと思われ、粘質土および砂

礫あるいは砂が互層に堆積している状況が確認された。これらは尾根からの土砂の流入と考えられ、現

在の地形は谷状地形が埋没して形成された傾斜地であると思われる。また耕作地開墾による削平あるい

は客土等の改変も著しく、安定した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

出上遺物 (第 3図 )

1～ 13は弥生土器で、 1～ 7は壺、 8～ 12は甕である。13は鉢の口縁部と思われる。時期的には弥生

時代中期後半～末頃と考えられる。14は土師質土器椀の底部である。

く 発

Fl~平 3

霜//喜it該
4/ ＼ 5

I

恥く1
0                 10Cm

廃

‐３

‐
［
〕
Ｗ
〉
‐

第 3図 出土遺物
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まとめ

22基の試掘トレンチを開口したが、遺構を確認するには至らなかった。いくつか弥生土器片等の出土

がみられたが、これらは東に隣接する絵はちまき山遺跡からの流入と考えられる。試掘の結果、調査区

全域において遺構は存在しないと考えられ、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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桧西谷遺跡 土器観察表

包含層

告
縮

遺  構 出土地点 層 位 器 種 舞存革
径

，亜

口
て

部
径
ｊ

体
歓
航

径
ω

底
て

螂
朧
径
ｍ

高

ナ

縞
跡
価

魏
議
ω

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物

成舗
組

色  調 備 考

弥生土器
壷 醐勇

口縁部

回縁部で大 きく外反
し、端部は断面三角形
の垂下口縁を呈する。

画
面

外
内

チデ。
調整不明。

石英 赤
色斑粒

灰
灰

面
面

外
内

焼成非常に

良好。

2
hfa 7 弥生土器 螂硝

日縁部

口縁部外反し、端部は

下方に拡張し方形状に

収める。

外面 :ナ デ。
内面 :調整不明。

長
島結

英
　
岩

石
石
片

黄
橙
明

画
面

外
内
褐

焼成長好。

3
NQ 7

拡張部 谷 の堆積土
弥■土器

直口重 醐酪
口縁部

顕部直立し、日縁端部
で僅かに内側 に拡張
し、やや尖り気味に収
める。端面はやや凹む。

外面 :調 整不明。
内面 :ナ デ。

石 英

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :橙

焼成良好。

石英粒を多
く含む。

No 6

トレンチ
弥生土器

壺
不 明 93 雛榔

瑛部直立し、体部外下
方に延びる。

外面 :瑛部櫛描直線文。

体部波状文。
櫛描直線文。
内面 :ユ ピオサエ。
磨滅により調整不明。

石英 長

石

チャート

灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

5
トレンテ 拡張部 谷の雄積土

弥生土器
壷

不明 不 明
外面 :櫛描格子文。

内面 :調整不明。
石英 結
晶片岩

ぶ

蛇

一
橙

画
面
黄

外
内

い

焼成良好。
中期中～後
3様式～4

様式。

NQ 6

トレンチ
弥生土器

壺
邸
歿

底 部 体部外上方に延びる。
画
面

外
内

調整不明。
調整不明。

石英 長
石 赤色
斑粒 結
晶片岩

灰

ぶ

褐

に

面

面

橙

外

内

い

焼成並。

hlo 7

トレンチ
拡張部 谷の堆積土

弥生土器 醐
歿

底部 体部外上方に延びる。
面
面

外
内

ナデ。
調整不明。

石英 長
石 赤色
斑粒 結
品片岩

外面 :黒褐
内面 :に ぶ
い黄橙

焼成並。

8 南壁
弥生土器

養 醐胸
日縁部

体部内彎気味に立ち上
がる。口縁部で若干外
反し端部を方形状に収
める。

外面 :口縁部機ナデ。

体都縦ハケ(9条/cm)。

内面 :藤減のため調整
不明。

長

　

晶

雲

結

英

　

　

岩

石

石

母

片

灰
橙
褐

面
面

外
内

焼成良好。
外表面に橙
色の化粧土
をほどこす。

9 チ

Ｗ

ン

ｈ

レ
下層

弥生土器
発

口縁部
1/20

37 日縁部

体部内彎気味に立ち上
がる。日縁部で若干外
反し端部を方形状に収
める。

外面 :縦ハケ (6条/
ct)。

内面 :横ハケ (13粂/
m)。

石英 長

石

灰
灰

画
面

外
内

焼成良好。

10
No 6

トレンチ
弥主主器

甕
口縁、螂
聰

262 口縁、螂

体部内彎気味に立ち上
がる。口縁部で若干外
反し端部を方形状に収
める。

外面 :鷹減のため調整

不明。
内面 :摩減のため調整
不明。

長

晶結

英

　

岩

石

石

片
灰

橙
黄

画
面

外
内 焼成長好。

NQ 6

トレンチ
弥生土器

整
破片

網 5

撫 3

厚さ05
不 明

外面 :調整不明。
内面 :調整不明。

長
品結

英
　
岩

石
石
片

赤
　
赤

明
　
明

面
　
面

外
褐
内
褐

焼成並。

NQ 7

トレンテ
拡張部 谷の堆積土

弥生土器

発
螂
珀

底部 体部外上方に延びる。
ω貶

不明
。

ケ
整

ハ
調

面
面

外
内

石英 長
石

面
　
面

外
褐
内

明 黄

橙

焼成良好。
石英の細地
(01)以

下を多く含
む。

NQ 6

トレンチ
下層

弥生土器
鉢

部

４

縁

Ａ
口縁部

口縁部で若干外反し、
端部は上下に拡張し方
形状に収める。

画
面

外
内

ナデ。
ナデ。

石英 赤
色斑粒

獅
蛇
繭
端

に ぶ

に ぶ
焼成良好。

NQ 6

トレンチ
土師質
椀

齢
Й

10
高台高

05 底 部

貼り付け高台でハの字
に開き、断面を逆三角
形状に収める。

デ。
ぇ

ナ

ナ

画

面

外

内
石英

外面 :に ぶ
い黄橙
内面 :浅黄
橙

焼成良好。
石英粒多く
含む。
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9 板東塚鼻遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 15図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓、板東谷川によって形成された標高約23～ 28mの扇状地上に位置し、西を

板東谷川、東を樋殿谷川に挟まれている。現況は田・畑となっている。調査対象面積は約33,500だ と広

範囲であるため、調査同意の得られた地区から順次、試掘調査を実施した。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査区は横断道の路線に沿って、扇状地上を東西に横断するかたちでトレンチを設定した。試掘に際

しては、調査対象面積の5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層まで

の層厚の確認と柱状断面図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象

面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

調査地点は耕作地開墾による削平あるいは客土等の改変が著しい。表土以下は客土と思われるシルト

質の粘質土あるいは扇状地性の砂礫層の堆積となっており、安定した遺物包含層・遺構面は確認するこ

とができなかった。

出土遺物 (第 3図 )

1～ 3は弥生土器で、 1は長頸董、 2は奏、 3は壷の底部と思われる。時期的には弥生時代後期頃と

思われる。4は古墳時代後期頃と思われる須恵器の杯身である。

まとめ

約70基のトレンチを開口した。試掘 トレンチ規模は5m× lmを基本とし、必要に応じて拡張あるい

は深掘りを行い、遺跡の有無の確認に努めた。各 トレンチにおいて基本的な土層堆積は、耕作土直下が

板東谷川の氾濫による円礫または砂質土の扇状地性の堆積である。出土した弥生土器等の遺物も流れ込

みによるものと考えられ、原位置は遊離しているものと思われる。調査区周辺に弥生時代の遺跡が存在

したことが推測されるが、試掘では遺構は検出できなかったため、調査区全域において遺構は存在しな

いと考えられる。よって本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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1ト レンチ
L=2500m

W

1 黒褐色    iOYR3/2 シル ト質土 (耕作土)

2 黄褐色    10YR5/6 砂質土 (鉄分含む。)

3 オリーブ掲色 2.5VV3(φ -1～ 1 0cmの円礫層。)

4 暗灰黄色   25Y4/2(φ -1～ 3 emの 円礫層。)

5 オリーブ褐色 25Y4/3(φ ‐ 3～10cmの 円礫層。)

6.暗灰黄色   25Y4/2(φ 車 l cmの 円礫を含む砂層。)

フ オリーブ掲色 25Y4/4(φ =3～ 1 0cmの円蝶層。)

8 暗灰黄色   25Y72(φ ― i cmの 円礫を含む砂層。)

一-    41ト レンチ    L=2300m

1 褐灰色    10YR71 ンル ト質土 (耕作土)

2 褐灰色    10YR5/1 砂賞土 (耕作土)

3 黄褐色    iOYR5/6 砂質土 (鉄分含む。)

4.褐灰色    10YR4/1 砂質土

5 黄掲色    25Y5/4 砂質土

6 黄褐色    25Y5/3 砂賞土

7,にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土

8 暗灰黄色   25Y4/2(φ ‐ 1～ 10emの 円礫層。)

__ビ   54ト
レンチ

  wL=2290m

1 黒掲色    10YR3/2 シル ト質上 (耕作土)

2 褐色     10YR4/4 砂質土

a 明責褐色

(耕作土。

"‐

1～ a Cnの 円礫含む。)

25Y6/6 砂質土

(φ -5～30cmの 車円礫含む。)

4 オリーブ褐色 25Y73 (φ -5～ 20cmの 亜円蝶層。)

13ト レンチ
w L=2400m

1 黒褐色    10YR3/2 砂寅土 (耕作土)

2 黄掲色    iOYR5/6 砂質土 (鉄分含む。)

3 にぷい黄褐色 10YR4/3(φ =5～20emの 円礫唐。客土。)

4 黄褐色    2.5YR5/4
(φ

‐ 1～ a cmの 円礫を含む。砂礫層。)

5.黄褐色    2 5YR5/4 砂質土

(φ
‐ 1～ 3 emの 円礫を含む。)

37ト レンチ
E               W

1

4

5

―

6

ト
8

9

1 掲灰色  10YR4/1 シル ト質上 (耕作土)

2 掲灰色  10YR5/1 砂質土 (耕作土)

3 黄褐色  10YR5/6 砂賓土 (鉄分含む。)

4 黒褐色  10YR3/2 砂質土

5.黒褐色  10YR3/1 秒質土

6 黄褐色  25Y5/4 砂質土

7 責褐色  25Y5/3 砂質土 (土器片含む。)

8 黄褐色  25Y5/4 砂質土

9 暗灰黄色 25Y4/2 (φ‐ 1～ 10cmの 円礫層。)

56ト レンチ

L=27.00m

1 黒褐色    10YR3/2 砂質土 (巨蝶合む。客土。)

2 にぶい黄褐色 10YR5/4(φ =5～40cmの 円礫層。)

3 灰黄褐色   10YR4/2 砂質土

4 褐灰色    10YR4/1 砂質土 (φ
‐ 1～ 3 cmの 円礫層。)

第 2図 模式柱状土層図

18ト レンチ

L=23.00m

1 暗灰黄色   25Y4/2 シル ト質土 (耕作土)

2.黄褐色    2.5Y5/6 砂質土 (鉄分含む。)

3 黄灰色    2.5Y5/1 砂質土 (上器片含む。)

4 黄褐色    25Y5/6 砂質土 (鉄分含む。)

5 オリーブ掲色 25Y4/3 砂質土

6.黄褐色    2.5Y5/4 砂質土

7 オリーブ褐色 25Y4/4(φ -5～ 10cmの 円蝶層。)

50ト レンチ
E                W

L=3000m

1 暗褐色 10YR3/4 シル ト質土 (耕作土)

2 黄褐色 10YR5/6 砂質土 (φ
‐3～ 10cmの 亜円礫含む。)

3 黄掲色 10YR5/6 砂質土 (φ “10～ 30emの 亜円礫含む。)

45ト レンチ
N               S

L=2200m

2

3

L=2200m

1.褐灰色  10VR4/1 シル ト質土 (耕作土)

2 褐灰色  10YR5/1 砂質上 (耕作土)

3 黄褐色  10YR5/6 砂質土 (鉄分含む。)

4 褐灰色  iOYR4/1 砂質土

5.黄掲色  25Y5/4 砂質土

6 黄褐色  25Y5/3 砂賀土

フ 黄褐色  25Y5/4 砂質土 (,-1～ 3 cmの 円礫合む。)

8 灰黄褐色 iOYR4/2(φ ‐1～ 3mの円礫層。)

9,贈灰黄色 25V4/2(φ -1～ iOmの円礫層。)

1

4

5

７

　

／
　

８

　

一
９
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第 3図 ―出土遺物

-71-



板東塚鼻遺跡 土器観察表

包含層

告
鸞

遺 褥 出土地点 層 位 器 種 残存率
回 径

(cld)

部
径

，

体
歎
価

径
ω

底
く

期
朧
径
価

高
ｊ

高
存

ω

器
残
で

弛
滋
耐

そ

の
で

部位 形  態 調  整
物

成銘
組

色 調 備 考

No37

トレンチ
7層 下層部

弥生土器
壷 醸螂砕

138 口縁．瑯

頻部直立し、日縁部で

者千外反し、端部を方
形状に収める。

外面 :日 縁部 ヨコナ
デと頭部ミガキ。
内面 :口 縁部康滅によ

り調整不明。頸部ミガ
キ。ユビナデ。

石英 雲
母 赤色

刺 笠 結
晶片岩

ぶ
橙
に加

繭
嘘

焼成良好。
接合痕 5ケ

所。

No37

トレンチ
7層 下層部

弥生土器

整 脚
癖

ロ

ュ
力 2 口縁部

体部内彎しながら立ち
上がり、日縁部で外反
し端部を方形状に収め
る。

外面 :タ タキ。
内画 :板ナデ。
ユビオサエ。

雲母 赤
色斑粒
結晶片岩

橙
橙

面
面

外
内 焼成良好。

3
No38

6層
弥生土器

藍
螂
ψ

底 部
平底。体部外上方に延
びる。

舶
頚
繭
″

板ナデ。
嘉
ユピオサエ。
り 。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面
い褐
内面

に ぶ

灰褐

焼成良好。

チ

・６

ン

聴

レ

4層 客土
下層 鶴繕

部
０

縁
ハ

15 1 口縁部
かえしは短く内額し、
端部を丸く収める。

蜘
繭

ロクロナデ。
ロクロナメ。

石英
灰
灰

画
面

外
内 焼成良好。
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10 西山田古墳群 (Ⅱ )

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5・ 16図 )

調査対象地は、阿讃山LFR南麓の標高約64～ 73mの尾根上に位置する。現況は山林である。周辺には天

河別神社古墳群・萩原墳墓群・愛宕山古墳などが所在する。

トレンチの設定 (第 1・ 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を 上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化上、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層 。遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し、地形測量を実施した。地形測量の結果をふまえ、試掘 トレンチを設定した。調査区北お

よび南側に地形変換点がみられ、何らかの埋葬施設の存在が予想された。しかし、試掘の結果、各 トレ

ンチとも表土 (腐葉土)直下は岩盤若しくは岩盤の風化土が僅かに堆積するのみであり、15基のトレン

チを開口したが、各 トレンチとも遺構・遺物はまったく検出されなかった。よって、調査区全域におい

て遺構は存在しないと考えられ、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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1ト レンチ

7ト レンチ

12ト レンテ

NL=69,60m

3ト レンチ

1 NL=80.20m

9ト レンチ

15ト レンチ

第 3図 模式柱状土層図

5ト レンチ

10ト レンチ

L=70.30m
E―

EL=69.20m
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11 カネガ谷西古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ 第 1・ 5。 16図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の標高約68～ 80mの細長い尾根上に位置し、周辺の尾根上には多くの古

墳が所在する。また調査地点の東側の尾根上には弥生時代後期の高地性集落のカネガ谷遺跡が所在して

いる。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1。 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

50/0を 基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し、地形測量を実施した。地形測量の結果をふまえ、試掘 トレンチを設定した。試掘の結果、

21基のトレンチを開口したが、いずれも表土 (腐葉土)の直下は岩盤若しくは岩盤の風化上であり、堆

積も10数 cmと 非常に浅く、遺構 。遺物ともに全く検出できなかった。試掘の結果、調査区全域において

遺構は存在しないと考えられる。よって本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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2ト レンチ 6ト レンチ

L=74.50m
N~

1.腐葉土
2.オ リーブ掲色 2.5Y4/3 風化土

~~   9ト
レンテ

6             N

L=78.20m

s             N

L=77.50m~   4ト
レンチ   ~~

とす圭=≡
≡
====≡===コ

N

3.黄掲色
4.費掲色

2.5Y5/4 風化土
2.5Y5/3  月碓化」ヒ

5.に ぶい黄褐色 10YR4/3 風化土
6.にぶい黄色  2.5Y6/4 風化土

第 3図 模式柱状土層図
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12 王子八幡神社古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 17図 )

調査対象地は、讃岐山脈南麓の標高約57～ 72mの尾根上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1。 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行つた。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化上、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し、地形測量を実施した。地形測量の結果をふまえ、19基の試掘 トレンチを設定した。試掘

の結果、いずれのトレンチも表土 (腐植土)の直下は岩盤もしくは岩盤の風化上の上層堆積であり、遺

構・遺物ともに検出できなかった。調査区全域において遺構は存在しないと考えられるため、本調査区

域では試掘調査のみで終了した。

-81-



潤2a640+

�2a620+

X42a600+

潤2&580+
<

+潤 2a640

+X封 2aψ 0

+X封 2a600

+X-428680
<

?            1            9m

第 1図 地形平面図
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19ト レンチ 2ト レンチ7ト レンチ    L67.00m

3                N

黒褐色  7.5YR3/2 腐植土
(し まりなし。粘性なし。)

黄褐色  loYR5/6 シル ト
(し まりあり。粘性なし。φ=1～ 5 cmの 角
礫を集中的に含む。)

黒掲色    7.5YR3/2
(し まりなし。粘性なし。)

黄褐色    loYR5/6
(し まりあり。粘性なし。
礫を2%合む。)

L=70.00m

黒掲色    7.5YR3/2 腐植土
(し まりなし。粘性なし。)

にぶい黄掲色 10YR4/3 シル ト
(し まりあり。粘性なし。φ=5 mm～ 2 cm

の角礫 を10%含 む。集中的にφ=5 cmの
角礫を含む。)

1.

2.

1.

2.

3.

L=60.00m

腐植土

シル ト

φ=l cm程 の角

シル ト

φ=5 cmの 角礫

1.

2.

3.明黄掲色 10YR6/6 シル ト      3.に ぶい黄橙色 loYR6/4

紹 も堵ぎ8性
な眺φ=1～ 豹mの 線 線皆ぎ3性

あ鳴

9ト レンチ 15ト レンチ  N

4 L=6700m

一
瑚1.黒褐色    7.5YR3/2

(し まりなし。粘性なし。)

2.褐色     10YR4/4
(し まりあり。粘性なし。
を3%含む。)

3.にぶい黄掲色 10YR5/4
(し まりあり。粘性なし。
角礫を1%含 む。)

腐植土

シル ト

φ=l cmの 角礫

シル ト

φ=3～ 5 cmの

黒褐色    7.5YR3/2 腐植土
(し まりなし。粘性なし。)

にぶい黄橙色 10YR6/4 シル ト
(し まりあり。粘性なし。φ=2～ 3 cmの

角礫を10%合む。)

黄褐色    loYR5/6 シル ト
(し まりあり。粘性なし。φ=2 cmの 角礫
を3%含む。)

第 3図 模式桂状土層図

1.黒掲色    7.5YR3/2 腐植土
(し まりなし。粘性なし。)

2.黄褐色    10YR5/6 シル ト
(し まりあり。粘性なし。)

3.にぶい黄褐色 10YR5/3 シル ト
(し まりあり。粘性あり。)

4.責掲色    10YR5/6 シル ト
(し まりあり。粘性あり。)

5.に ぶい黄掲色 10YR5/4 シル ト
(し まりあり。粘性あり。¢=5 cmの 角礫
を少量含む岩盤。)

0         1m

18ト レンチ
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13 長谷古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 17図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓、標高約62～ 77mの尾根上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地′点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

地形測量の結果を基に、尾根筋に沿ってメイントレンチを設定し、それに直交するようにサブトレン

チを設定した。 8基のトレンチを開日したが、いずれも表土 (腐植土)直下は、岩盤の風化土および岩

盤 (地山)であり、遺構・遺物共にまったく検出されなかった。よって、調査区全域において遺構は存

在しないと考えられるため、本調査区域では試掘調査のみで終了した。

|
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第 1図 地形平面 。トレンチ配置図

X=128640

X=128620
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7ト レンチ

3ト レンチ

8ト レンチ

L=66,00m

L=7550m

2ト レンチ

6ト レンチ

1ト レンチ

L=6650m
E

E
L=76.50m

5ト レンテ

4ト レンチ

sLヱ■50m

1.腐植土
2.に ぶい黄色  2.5Y6/3 砂質土

(し まりなし。粘性なし。5 mm～ 2 cm大の礫を少 含々むc)

3.浅黄色    2,5Y7/4 砂質土
(し まりなし。粘性なし。1～ 3 cm大の礫を多量に合む。)

4.明黄掲色   2,5Y6/6 砂質土
(し まりなし。粘性なし。5 mm～ 5 em大の礫を少 含々む。)

5.に パい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (し まりあり。粘性
少しあり。炭化物を多く含む。摩減した土器片を含む。)

6,地山

0         1m

第 2図 模式柱状土層図
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14 滝ヶ谷古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 5・ 17図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の標高約56～ 78mの尾根上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化上、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

地形測量の結果をもとに、墳丘の可能性があると思われる地点を中心に34基のトレンチを開口した。

いずれも表土 (腐葉土)直下は、岩盤風化土層あるいは岩盤 (地山)と なっており、遺構・遺物共にまっ

たく検出されなかったため、調査区全域において遺構は存在しないと考えられる。よって本調査区域で

は試掘調査のみで終了した。
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第 1図 地形平面・ トレンチ配置図
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2ト レンチ

8ト レンチ

L=60.50m

L=7200m

L=7700m

La76 00m

1.黒褐色
2.に ぶい黄掲色
3.掲色
4.黄掲色
5.明責掲色
6.黄掲色

_S   払莉m
S    

堅 60m

4ト レンチ

12ト レンチ

5ト レンチ

11ト レンチ
L=65.50m

26ト レンチ   L=77.00m
S

_S匪雰雰葬
里 6。m 一      S L=6800m

13ト レンチ N

28ト レンチ

21ト レンチ
―― W

22ト レンチ

24ト レンチ

7.5YR2/2 腐葉土
10YR4/3 砂質ンルト (し まりややあり。粘性弱い。岩盤風化土。)

10YR4/4 砂質シルト (し まりややあり。粘性弱い。岩盤風化土。)

10YR5/6 砂質シルト (や やもろい。和泉層群の砂質泥岩。礫層。岩盤。)

10YR6/6 砂質シルト (和泉層群の砂質泥岩。礫層。岩盤風化土。)

10YR5/6 砂質シルト (し まりややあり。粘性弱い。岩盤風化と。)

第 2図 模式桂状土層図
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15 中内遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5。 17図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓、中内谷川によって形成された扇状地の扇央部に位置する。標高は17～

24mで、北から南へ緩やかに傾斜する。現況は畑地となっている。

>
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第 1図 地形平面・
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トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施し、掘削作業を行った。トレンチの設定については扇状地の傾斜

に直交するかたちで南北方向にトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の5%を基準とし

てトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面図、断面写真の

作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/Oを上限とした。

T-1ト レンチ T-2ト レンチ T-3ト レンチ

L=2400m L=2250m

L=2300m

23ト レンチ 12ト レンチ

L=2200m L=1900m

T-4ト レンチ

W

L=2400m

L=2000m

L=1900m

, 黒褐色 ,OYR3/2 砂質土

(φ ― ,cm程度の礫 をわずかに含 む。)

2 黄褐色 25Y6れ 砂質上

(″ -5 mm～ a cmの 礫 をわずかに含む。)

a 黄帽色 25Y5/3 砂層
(φ -5 mm程度の礫 をわずかに合 む。)

4_黄褐色 25Y5/4 砂質土
(φ -5冊m～ 5 cm程 度の礫 を多二に合む。)

5 黄褐色 25Y5/4 砂質上

(φ =5 mm～ ,cm程 度の礫 を含む。砂質土と砂層が交互に堆積。)

6 黄褐色 2 5YS/4 砂質土

(φ -5 mm～ S cmの 礫 をわずかに合 む。)

L=2100m

L=1700m

2ト レンチ 11ト レンチ

1

2

3

4

9
」/

に本い黄褐色 10YR4/3 粘性砂質土 (耕作土 )

褐色     10YR4/4 粘性砂質土 (床■・ 害■ )

オリーブ禍色 2.5Y4海  砂礫層
(φ -2 mm～ 1 5cm大 の礫層。害土。擬乱。)

褐色     iOYR4/4 砂蝶肩
(φ =2 mm～ 5 cm大 の礫 を多 く合 む。扇状地の押 し出 し。)

褐色     iOYR4/4 砂礫層
("=2 mm～ 5 cm大の礫 を多 く合 む。,一 i cm程 度の円礫層が
互層にlt積 。扇状地の撫 し出 し。)

黄褐色    25Y5/4 砂質土

(φ -2 mm～ 3 em大 の礫 を含 む。楢性 しまり若千あり。)

オ リーブ褐色 25Y4/4 砂質土
(φ -2 mm～ 5 cm程度の礫 を多 く合 む。扇状地の押 し出 し。)

に本い黄褐色 10YR5/4 粘性砂質上
(φ -3 mm～ 4 em大の礫 七若干合 む。)

掲色     10YR4/4 砂礫層 (扇状地の押 し出 し。)

掲色     10YR4/4 粘性砂質土

(φ -2～ 3 em弱 の礫を含む。粕性者干あり。しまりややあり。)

第 2図 模式柱状土層図

L=1600m

L=1500m

1 にぶい黄褐色 10YR4/3 粘性砂質■ (耕作■ )

2 暗褐色    10YR3/3 粘性砂質土
(φ -3 mm～ 2 cm大の礫 を少Д合 む。粘性 しまり若千 あ り。
耕作主。)

3 絹色     illYR4/4 粘性砂質土
(φ -2 mm～ 3 em大の礫 を者干含 む。猫性 しまり若干 あり。

床上。客土。)

4 褐色     10YR4/4 砂質上
(φ =2 mm～ 5 cm大の礫 を若干含 む。粘桂 しまり若干 あ り。
床土。害上。)

5 褐色     loYR4/4 粘性砂質土

(φ -2 mm～ 5 cm大の礫 を少量台 む。盛土。擬乱。)

6 オリーブ褐色 25Y4/4 砂礫層 (,-2 mm～ 1 5cm大 の礫。)

7 褐色     iOYR4/4 砂質土

(φ -5 mm～ 5 cm大の礫 を合む。粘性 しまり若干あり。)

8.褐色     10YR4/4 砂礫層 (扇状地の押 し出 し。)

0         1m

17ト レンチ

１

一
　

２

一　

５

一
４

7
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基本層序 (第 2図 )

調査地点は耕作地開墾による削平あるいは客土等の改変が著しい。表土以下は客土と思われるシルト

質の粘質土あるいは扇状地性の砂礫層の堆積となっており、安定した遺物包含層・遺構面は確認するこ

とができなかった。

出土遺物 (第 3図 )

1は須恵器の椀である。2は土師質土器の姿口縁

である。小片であるため詳細な時期決定は困難であ

るが、いずれも10世紀頃のものと思われる。
1

<―引

第 3図 出土遺物

まとめ

23基のトレンチを開口した。基本的な土層堆積は、表土 (耕作土・客土)直下は、扇状地性の礫混じ

りの堆積であり、遺構の存在は確認できなかった。また遺物はすべて表土 (耕作土・客土)か らの出土

であった。試掘の結果、調査区全域において遺構は存在しないと考えられ、よって本調査区域では試掘

調査のみで終了した。
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写要 r~~~~~~~ ~

中内遺跡 土器観察表

包含層

帖
辮

遺 構 出土地点 層 位 器 種 完存率
径

ω 榊韓ω
径
ｊ∞

底
で

鰯
蹴
径
鰤

高
＞

綿
第
価

他
量

，

の
法

帥

そ

の
く

郎位 形  態 調  整
物
成舗

組
色 調 備 考

チ

１０

ン

ｈ

レ
2居床土層 須憲器椀 螂

胸
高台高

06 底 部

体郡外上方に延びる。
削,出 し高台でハの字
に開き、断面を逆台形
状に収める。

画
面

外
内

ロクロナアよ
ロクロナ/。

石英 長
石

灰
灰

面
面

外
内 焼成長好。

lfQ 5

トレンチ
3層容上層 報器範

部

５

縁

れ
ロ

ー
跡 4 口縁部

口縁部外反し、端部を
上方につまみ上げ、丸
く収める。

不明。 長石

外面 :に ぶ
い褐
内画 :橙

焼成長好。
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16 袖もぎ古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 5・ 18図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓、標高60～ 80mの尾根上に位置する。現況は山林である。周辺には東林

院古墳群・宝憧寺古墳群 。天河別神社古墳群など多くの古墳群が所在する。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/Oを上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化上、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に先立ち、平板地形測量を実施した。その結果を基に19基のトレンチを設定した。各 トレンチい

ずれも表土 (腐植土)直下は、岩盤もしくは岩盤風化上であり、遺構は検出できなかった。遺物も表土

から出土した土師器小片のみであり、時代の特定可能なものはなかった。調査区全域において遺構は存

在しないと考えられる。よって本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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1ト レンチ

4ト レンチ

17ト レンチ L=66.50m

6YR2/2  腐植土
2.5YR4/4 砂質土 (粘性しまり弱い。φ=1～ 3 clnの 礫含むよ)
2.5YR5/4 砂質土 (2層 より粘性しまりあり。礫は少ない。)

2.5YR6/4砂質上 (3層 よりしまりあり。ψ=1～ 3 cmの礫含む。)

NL=6200m

黒褐色
オリーブ褐色
黄褐色
にぶい黄色

第 2図 模式柱状土層図

7ト レンチ
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17 宇志比古神社古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 5・ 19図 )

調査対象地は、讃岐山脈南麓、標高約63～ 68mの北から南へ緩やかに傾斜する尾根上に位置する。現

況は山林となっている。周辺には東林院古墳群・西山谷古墳群など多くの古墳が所在する。

トレンチの設定 (第 1。 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

50/0を 基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に先立ち、地形測量を実施した。その結果を基に40基のトレンチを設定し掘削を行った。試掘の

結果、各 トレンチとも表土 (腐植土)の直下は岩盤あるいは岩盤の風化土であり、遺構・遺物は検出で

きなかった。調査区全域において遺構は存在しないと考えられるため、本調査区域では試掘調査のみで

終了した。
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39ト レンチ

34ト レンチ
L=69.00m

L=6600m2ト レンチ

S              N

3

4ト レンチ   些王Ⅲ50m

S               N

3

L=6900m

22ト レンチ L=66.00m

第 3図 模式桂状土層図

7ト レンチ

〔ミミき≡き重三ミ、皇ミミ

E

3

29ト レンチ

L=7150m L=71.50m

L=66.00m

W

1.黒褐色
2.褐色
3.責褐色
4.晴掲色

7.5YR2/2 腐植土
10YR4/4 砂質上 (風化上)

10YR5/4 砂岩の岩盤・礫 (地山)

10YR3/4 砂質土 (風化土)

lm
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18 東山谷遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ 第 1・ 5,20図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓、大谷川左岸の標高17～28mの斜面上に位置する。現況は山林となってい

る。大谷川の両岸には近世に創業した大谷焼の窯元が現在も多く存在する。

トレンチの設定 (第 1・ 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。マウンド状の高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定し、

掘削作業を行った。 トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイントレ

ンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の5%

を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面図、

断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐業上)以下は扇状地性の礫層の堆積層となっており、安定した遺物包含層 。遺構面は確認す

ることができなかった。

出土遺物 (第 4図 )

1～ 5(3は除く。)は大谷焼である。 3は須恵器の壺と思われる底部である。 3以外は近世以降の

遺物である。4の底部内面には焼成時に重ねた窯道具の痕跡が残つている。 6～ 10は窯道具である。 7

には底部に直径約 7 cmの孔があいている。これらの出土遺物や周辺の環境などから、近隣に大谷焼の窯

が存在していたと思われる。11は寛永通賓である。

まとめ

地形測量を基にマウンド状の地形の高まりを中心に16基のトレンチを開口した。当初、近世窯跡の存

在が予想されたが、試掘の結果、マウンド状の高まりは斜面からの崩落した礫の堆積したものであった。

各 トレンチとも表土直下は斜面押し出しの和泉層群起源の礫の堆積となっており、遺構は確認できな

かった。また遺物はほとんどが表土上面からの出上であった。調査区全域において遺構の存在が確認で

きなかったため、調査区域では試掘調査のみで終了した。
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6ト レンチ (東壁)

L=2350m

5ト レンチ (北壁)

L=2300m

1 褐色     iOYR4/4 粘土質砂 (腐植土。甕片、蝶を合

む。時代を示す遺物含ます。)

2.にぶい黄橙色 10YR6/4 粘土混じり砂 (腐植物含む。礫な

どからなる撹拌層。時代を示す遺物含まず。)

3 灰オリーブ色 5Y5/2  粘土混じり砂 (風化礫や、暗灰色

の粘上を所により含む。I14代 を示す遺物含まず。)

4 灰オリーブ色 5Y5/2  砂混じり粘土 (所 により,-10～
20emの 砂質角礫を含む。時代を示す遺物含まず。風化礫を含

む。)

9ト レンチ (南壁)

wL=2040m
2

3

9ト レンチ
1 褐色  10YR4/4 粘性砂質土 (腐 植土。φ-10Cm程 度の

砂岩角礫を多く含む。)

2 黄掲色 25Y5/4 礫混じり粘性砂質土 (所 により腐植土や
5 cm程 度の砂岩角礫を含む。)

3 黄掲色 25Y5/4 蝶混じりの粘性砂質土 (風化土。20～ 30

emの砂岩角礫を含む。)

1ト レンチ (南壁 )

L=2360m

2ト レンチ (東壁)

L=2320m

1・ 2ト レンテ

i 褐色    10YR4/4 お土質砂 (腐植土。φ―直径iO～

20emの 砂岩、結晶片岩礫を含む。大谷焼片、窯壁レンガ片、

須恵器片を含むが時代は不詳。)

2 にがい黄橙色 iOYR6/4 粘土混じり砂 (φ =0～ 4 emの砂
岩角礫を部分的に多く合む。須恵器片、窯壁片を含むが時代
は不詳。)

3 にぶい赤褐色～暗掲色 5YR5/4～ 10YR4/3 粘土混 じり砂

(φ
‐ 3～ 4 emの 角蝶、土器片含む。燐乱されている。暗灰

色の粘上が所により混じる。時代を示す遺物含まず。)

4 灰オリーブ色 5Y5/2  砂混じり粕土 (所 によりφ-10～

20cmの 砂質角礫を含む。時代を示す追物含まず。)

7ト レンチ (東壁) L=2400m

第 3図 模式桂状土層図

8ト レンチ (西壁 )

L=2100m

8ト レンチ (西壁)

L=22.00m

8ト レンチ
1.掲色     10YR4/4 礫混じり粘性砂質上 (腐植土。こ

ぶし大の砂岩角礫からφ-30emの 砂岩円礫までを不規則に積

んでいる。時代を示す遺物なし。)

2 にぶい黄褐色 10YR5/6 粘性砂質土 (所 により礫を含む。

風化礫を含む。時代を示す遺物なし。)

3 黄橙色    10YR〃 8 粘性砂質上 (φ =20～ 30cmの 亜角

礫を不規則に積んでいる所あり。時代を示す遺物なし。)

フトレンチ

1.灰褐色 7 5YR4/2 砂混じり粘上 (腐植土。φ‐フ～ 8 cmの

砂岩角礫が混じる。箋片などざ況 じるが時代は不詳。)

2 灰褐色～黄褐色 7 5YR4/2～ 10YR5/6 枯上混じりの砂

(φ
‐フ～ 8 omの 砂岩角礫を多く含む。風化蝶混入。時代を

示す遺物含まない。)

3 黄掲色 10YR5/6 粘土混 じり砂 (風 イヒ土。φ=3 cmの 亜

円礫や直径10～20cmの 砂岩の角礫を含む。風イヒ礫含む。時代

を示す遺物は含まない。)

0         1m
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第 4図 出土遺物
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東山谷遺跡 土器観察表

包含層

結
翻

遺 構 出土地点 層  位 器 種 残存率
径

，

部
径

，
大

枷

体
最
く

径

，ｍ

底

く

郵
朧
径
ω

高

，

高

存

ｍ

器

残

く

他

量

，

の
法

帥

そ

の
く

部位 形   態 調   整
物

成

有含

組 色 調 備 考

トレンチ
1層表土 鵬

菱 蹴
Й

630 15 0 日縁者F
口縁外反し、端部は上

下に拡張する。

面

ｏ
面

ｏ

外
釉
内
釉

ロクロナデ。施

ロクロナデ。施
石英

釉 :鉄釉
くらいグレ

イみのブラ
ウン

胎 :に ぶい

赤褐

焼成良好。

トレンチ
1層 表土 瞬

甕 醐】
2116 回縁部

体部直立し、日縁端部
で上下に拡張し、方形
状に収める。端部面は

平坦。直径 7 cm位 の穴
が開いている。

面

ｏ
面

ｏ

外
釉
内
釉

ロクロナデ。施

ロクロナデ。施
石英

釉 :錫魏
くらいグレ

イみのプラ
ウン

胎 :に ぶい

赤褐

焼成良好。

3
No 3

トレンチ
1層 表土

須恵器 螂
略

底 部 体部外上方に延びる。

面

釉

面

釉

外

然

内

然

ロクロナデ。自

ロクロナデ。自
長石

外面 :灰白

内面 :オ リ
ーブ黒

焼成良好。

内面にグレ

イ み の オ

リー ブ グ
リーンの自
然IH。

トレンテ
2層 際

墓
劇
酪

底 部
平底。体部外上方に廷
びる。

外面 :ロ クロナデ。

内面 :ロ クロナデ。

施釉。

石英 長
石

釉 :鉄和
くらいグレ

イみのブラ

胎 :に ぶい

赤褐

焼成良好。
焼成時底部
に他遺物と
重なってい

た跡有り。
砂日痕。

NQ 2

トレンチ
1層 鰐

整
邸
愧

底部
体部外上方に延びる。
底部内面に砂目跡。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロ,デ。

石英 長
石

釉 :鉄釉
くらいグレ

イみのブラ
ウン

胎 :に ぶい

赤褐

焼成良好。
鉢 ?

llo 2

トレンテ
1層

陶器
窯道具 破片

鮨 1

検33
厚さ21

不 明 外面 :ナ デ。板ナデ。
石英 長

石

外面 1にぶ
い赤褐

トレンテ
1層 窯道具 邸

い
底 部 体部外上方に廷びる。

外面 :横ナデ。
底部空気孔らしき跡。
内面 :横 ナデ。
底部砂粒がついている。

石英 外面 :灰赤 焼成良好。

トレンチ
1層

陶器
窯道具 鉢

略
220 全 体 体部下方に延びる。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英
面
面

外
内

赤褐
赤褐

9
トレンテ

1層

陶器
窯道具 郵

跡
上部 体部下方に廷びる。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

石 英
褐

褐

赤

赤

面

面

外

内

トレンテ
1層

陶器
窯道具 郵

第
98 上部 体都外下方に延びる。

画

面

外

内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

石英 長

石 赤色

斑粒

‥
掲

面

赤

面

外

い
内

褐
明赤

東山谷遺跡 銅銭観察表

包含層

報告書

掲載番号
遺 構 出土地点 層 位 器 種 長さ (cn) 幅 (ca) 厚さ (cm) 重量

その他の法長

(cm)
残存奉 部 位 備  考

Iユ
NQ13

トレンチ
3層 銭 青銅
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19 姫田宮尾神社古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ 第 1・ 6・ 21図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓、標高58～88mの尾根上に位置する。現況は山林である。周辺には多くの

古墳群が存在する。

トレンチの設定 (第 1。 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層 。遺構面は確認することができなかった。

まとめ

試掘 トレンテ掘削に先立ち、現況地形を実施し、その結果を基に10基のトレンチを設定・掘削した。

地形測量により墳丘と思われたマウンド状の高まりは、露呈していた岩脈に岩盤風化上が堆積した自然

地形であった。また当初、古墳に関わる構築物と考えられていた石列状のものも和泉層群の岩脈の風化

したものであった。試掘の結果、各 トレンチとも遺構 。遺物の出土は皆無であり、調査区全域において

遺構は存在しないと考えられるため、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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第 2図  トレンチ配置図
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第 3図 模式桂状土層図
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20 タキケ谷古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I第 1図およびⅡ―第 1・ 6。 21図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の隆起扇状地が中小河川の削刻により形成された、標高62～ 99mの尾根

上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1・ 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

試掘に際し、平板地形測量を実施した。その結果を基にして、墳丘と思われる高まりを中心に尾根筋

にメイントレンチを、それに直交するようにサブトレンチを設定し掘削を行った。地形測量から墳丘の

存在が想定された高まりは、露頭していた岩脈に岩盤風化上が堆積しマウンド状の高まりを形成したも

のであつた。ほとんどのトレンチにおいて、表土 (腐葉土)の下は岩盤風化土及び和泉層群の砂質泥岩

礫層の上層堆積状況はあり、遺構 。遺物の出土はみられなかった。試掘結果から、調査区全域において

遺構は存在しないと考えられ、本調査区域では試掘調査のみで終了した。しかし調査区外、南方の標高

55m前後の地点に径10m程度の円墳と見られる高まりが存在している。
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2.明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (岩盤風化上。やや粘性あり。¢=3～ 5 cm程

度の砂質泥岩の角礫を含む。地山・無還物層。)

3.明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (岩盤・和泉層群の砂質泥岩礫層。φ=10～30

cm程度の砂質泥岩の角礫を含む。地山・無遺物層。)

13ト レンチ
1.黒掲色 10YR2/3 砂質土 (表土・腐葉土。)

2.に ぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (岩盤風化土。やや粘性あり。φ=2～ 5

cm程度の砂質泥岩の角礫を合む。地山。無遺物層。 1ト レンチ2層対応。)

3.にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土(岩盤・和泉層群の砂質泥岩礫層。φ=10～
30cm程 度の砂質泥岩の角礫を含む。地山・無選物層。1ト レンチ3層対応。)

第 3図 模式桂状土層図
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小森宮尾神社古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 6。 22図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の尾根上、標高約70～ 91mの斜面上に位置する。斜面の南端は中央構造

線による断層崖となっている。現況は山林である。
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トレンチの設定 (第 1・ 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を 上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩 。砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層 。遺構面は確認することができなかった。

まとめ

試掘に際し地形測量を実施し、その結果を基に37基のトレンチを設定し掘削を行った。いずれのトレ

ンチも表土 (腐植土)直下は岩盤もしくは岩盤風化上であり、堆積も10～30数cmと 非常に浅く、遺構・

遺物共に全く検出できなかった。調査区中央部の窪地には砂層・粘土層があるが、級化が見られ水中で

堆積したと考えられ、池状になっていたと思われる。この窪地からも遺構 。遺物共に検出されなかった。

試掘の結果、調査区全域において遺構は存在しないと考えられ、本調査区域では試掘調査のみで終了し

た。
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22 宮ヶ谷古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 6・ 22図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓、標高約55～ 75mの尾根上の斜面に位置する。斜面の南端は中央構造線

による断層崖となっている。現況は山林である。
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トレンチの設定 (第 1。 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を 上限とした。
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(腐植土。遺物含まない。)

にぶい責褐色 10YR5/4 砂質シル ト

(し まり粘性なし。岩盤の風化土。遺物含まない。)

第 3図 模式柱状土層図

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

試掘に際し地形測量を実施し、その結果を基に28基のトレンチを設定し掘削を行った。いずれのトレ

ンチも表土 (腐植土)直下は岩盤もしくは岩盤風化土であり、遺構・遺物共に全く検出できなかった。

19ト レンチには焼上がみられたが、明確な遺構・遺物は検出されなかった。試掘の結果、調査区全域に

おいて遺構は存在しないと考えられ、本調査区域では試掘調査のみで終了した。

W

ｍ
‐
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鳴門市大津町内の試掘調査

23 大代谷遺跡

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 6・ 23図 )

調査対象地は、大代谷川左岸の標高 9m前後の低位河岸段丘上に位置する。現況は果樹園 (梨畑)で

ある。

トレンチの設定 (第 1図 )

斜面に直交するかたちでトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の 50/Oを 基準としてト

レンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面図、断面写真の作成

を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 1図 )

調査地点は尾根裾部の谷状地形にあたり、大代谷川によって形成された自然堤防上の微高地にあた

る。表土以下は粘質土および砂礫あるいは砂が厚く堆積している状況が確認された。現在の地形は谷状

地形が埋没して形成されたものと思われる。また耕作地開墾による削平あるいは客土等の改変も著し

く、安定した遺物包含層 。遺構面は確認することができなかった。

出土遺物 (第 2図 )

とは土師質土器皿、2は鍋である。 3は平瓦である。 4は大谷焼の徳利で外面に文字が線刻されてい

る。小片のため詳細な時期決定は困難であるが、これらの出土遺物や周辺の環境などから、中世以降の

ものと考えられる。

まとめ

18基のトレンチを開口した。 7ト レンチより明治期のものと思われる暗渠が検出されたが、それ以外

の遺構は確認できなかった。出土遺物もすべて小片で流れ込みによるものと考えられ、原位置を遊離し

ているものと思われる。当初は戦国期に所在したとされる大代谷城関連の遺構・遺物の出上が想定され

たが、試掘の結果、調査区全域において遺構は存在しないと考えられる。よって本調査区域では試掘調

査のみで終了した。
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大代谷遺跡 土器観察表

包含層

報告書
撤 鶴

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
口 径

(cl) 鱒鞭働
底 径

(ca)

螂
雌
径
ｍ

高

ケ

縮
難
儘

如
雄
ω

そ

の
て

部位 形  態 調  整
物

成舗
組

色 調 備 考

】
NQ 6

トレンテ 駆端皿
醐勇

120 醸榔
体部外上方へ内彎しな
がら短く立ち上がり、
端部を丸く収める。

外面 :ナデ。
内面 :ナデ。

石英 雲
母

黄
　
黄

浅
　
浅

輛
橙
繭
橙

焼成長好。

2
NQ 6

トレンチ Ｍ齢鏑
瑯
閉

2518 頸部

体部外上方へ直線的に
立ち上がり、口縁部で
外反する。

外面 :口 縁部ナデ。体
部ハケ (5条 /∞ )。

内面 :ナデ。

雲
色赤

英
　
粒

石
母
斑

巌
　
厳

画
　
面

外
橙
内
橙

焼成やや不
良。

9
NQ 6

トレンチ
平瓦 破 片

絡 9

横51
厚さユ3

不 明
外面 :縄席文。
内面 :布 目痕。

石英

外面 :に ぶ
い橙
内面 :灰白

焼成やや不
良。

聴 4

トレンチ 翻翻
螂
略

体 部

体部内をしながら立ち
上がり、肩部で内側に
屈曲し、日鎮部に延び
る。

画
面

外
内

ロクロナデむ
ロクロナデと

緻 密

釉 :グ レイ
みのプラウ

胎 :赤褐

焼炭良好。
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24 東口古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 6。 23図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の標高約48～ 50mの尾根上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

50/0を 基準としてトレンチを設定し、遺物包合層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の20%を上限とした。

基本層序 (第 1図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し平板地形測量を行い、その結果を基に■基のトレンチを設定して試掘を実施した。いずれ

のトレンチも表土 (腐葉土)の直下は岩盤もしくは岩盤風化上であり、遺構・遺物共に全く検出できな

かった。墳丘状の高まりの部分も岩盤風化上の堆積による自然地形であることが確認された。試掘の結

果、調査区全域において遺構は存在しないと考えられるため、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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にぶい責色 2.5Y6/3
にぶい黄色 2.5Y6/4

黄掲色   2.5Y5/4

灰色    5Y6/1

8ト レンチ    L=50.60m
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4.
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11ト レンチ

=5000mL翌

 餅
＼
3

砂質土 (粘性弱。しまり弱。砂岩礫 5 mm～ l cm大多く含む。)

砂質土 (粘性ややあり。しまり強。砂岩礫 1～ 5 cm大 多く含
む。礫間にシル ト質の土を含む。鉄分 (5 mm～ l cm大 )ブロッ

ク状にやや多く含む。)

砂質土 (粘性弱。しまり弱。砂岩礫 5 mm～ 2 cm大 多 く合む。

鉄分者干含む。)

砂質土 (粘性ややあり。しまり強。砂岩礫 2～ 5 cm大 多く含

む。礫間にシル ト質の上を含む。鉄分 (5 mm～ 16m大)上層
に多く、全体的にまばらにやや多く含む。岩盤層。)

トレンチ配置・模式柱状土層図第 1図 地形平面・
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25 日開谷東古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 6・ 24図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の標高25～40mの尾根上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1・ 2図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を上限とした。

基本層序 (第 3図 )

表土 (腐植土)直下は岩盤風化土、あるいは和泉層群起因の泥岩 。砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

調査に際し平板地形測量を行い、その結果を基に17基のトレンチを開口した。いずれのトレンチも表

土 (腐植土)の直下は岩盤もしくは岩盤風化上であり、遺構・遺物共に全く検出できなかった。試掘の

結果、調査区全域において遺構は存在しないと考えられる。よって本調査区域では試掘調査のみで終了

した。
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1ト レンチ
L=4050m

W

1.黒褐色    10YR3/2 腐植土
2.にぶい責掲色 10YR5/4 砂質土 (し ま
3.にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (し ま
4.にぶい責橙色 10YR6/4 砂質土 (し ま

3ト レンチ

~~~~SE三
≡Ξ三≡三三ヨと三≡三E=三三

=]NLH3800m

4ト レンチ

L=39,00m

L=37.50m

SW

11ト レンチ

6ト レンチ9ト レンチ

―    メ
劇m

8ト レンチ

2
L=3250m

0         1m

りやや有り。 1～ 3 cmの 炭化移を少量合む。)

りやや有り。 5 mm程 の炭化物・赤色炭化物を少量合む。)

り有り。 l cm程 の炭化物を少量含む。)

第 3図 模式桂状土層図

16ト レンチ

2ノ/

14ト レンチ
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26 原山古墳群

調査成果

遺跡の位置 (I―第 1図およびⅡ―第 1・ 6・ 24図 )

調査対象地は、阿讃山脈南麓の標高約44～ 60mの尾根上に位置する。現況は山林である。

トレンチの設定 (第 1図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施した。墳丘と思われる高まりを確認した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定し、それに直交するようにサブトレンチを設定した。試掘に際しては、調査対象面積の

5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積層までの層厚の確認と柱状断面

図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調査対象面積の200/0を上限とした。

基本層序 (第 2図 )

表土 (腐葉土)直下は岩盤風化上、あるいは和泉層群起因の泥岩・砂岩の岩盤層となっており、安定

した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

まとめ

27基のトレンチを開口した。地形測量の結果、調査地の北部には前方後円墳状の地形が確認されたが、

試掘 トレンチの結果、いずれも表土 (腐葉土)下は岩盤もしくは岩盤風化上であり、遺構・遺物共に全

く検出できず、尾根の浸食による自然地形であることが確認された。調査区全域において遺構は存在し

ないと考えられるため、本調査区域では試掘調査のみで終了した。
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1ト レンテ

S             N

6ト レンチ

23ト レンチ

L=60.00m

NL三娑・00m

L=47.00m

5ト レンチ

L=60,00m

w           E

NL=4900m

L=4700m

E

l.晴灰黄色
2.に ぶい黄色
3,黄褐色
4.浅資色
5,灰 オリーブ色

4ト レンチ

――W L=5900m

NL=47.00m

0        1m

2.5Y72 砂質土 (し まりやや弱い。表上。)

2.5Y6/3 砂質土 (し まりやや弱い。)

2.5Y5/3 砂質土 (し まりやや弱い。)

2.5Y7/4 砂質土 (し まり弱い。)

5Y5/3  砂質土 (し まりやや弱い。)

21ト レンチ

第 2図 模式柱状土層図
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Ⅳ 中 谷 山 古 墳 群 (I)





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う中谷山古墳群 (I)の発掘調査報告書である。

2 所在地 板野郡板野町川端字中谷山20-1他

調査対象面積  10,000♂

試掘面積     168♂
本調査面積    225r

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成10年 1月 5日 ～平成10年 3月 31日 (試掘)

平成10年 4月 1日 ～平成10年 5月 31日 (本掘)

報告書作成期間 平成14年 4月 1日 ～平成15年 3月 31日

4 遺物番号 。挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的 。歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。

―- 137-―



調査の経過

(1)調査の経過

中谷山古墳群 (I)は阿讃山脈南麓の板野郡の東部に位置する板野町川端に所在し、以前から古墳群

が密集する地域として周知されていた。事前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の

存在する可能性が指摘されていた。したがって分布調査で推定された遺跡の範囲の内1,765rを 調査対

象面積として平成 9年度に試掘調査を実施した。当該地域では無墳丘の箱式石棺が点在しており、その

分布状況の把握や調査に要する期間の算定は困難であるため、調査対象地全域の立木伐採を前提にした

試掘調査や全面調査が必要と考えられた。中谷山古墳は横断自動車道建設に伴う最初の古墳調査であ

り、JHの要請もふまえて、効率的かつ効果的な調査手法を検討するため、地下レーダー探査の有効性

と試掘調査結果との整合性を試行した。地下レーダー探査の有効性は、かつて徳島市矢野遺跡の銅鐸埋

納坑周辺で実施し、竪穴住居跡の分布について実証済みであった。今回は電磁波が斜角に入つた頁岩層

に反応することが多く、地質条件等から効果的でないと判断した。したがって、当該事業では調査対象

地を全面伐採し、試掘調査を実施することを決定した。

地形測量時において、直径 8m、 高さ50cm程度の古墳状隆起が北西地点で確認された。地下レーダー

探査では微弱な反射像がみられた地点である。試掘の結果をふまえ、この地点を対象に225ぜの範囲を

対象に本調査へ移行した。本調査は平成10年 5月 31日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北

にA・ BoC… 、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をぶり、その組み合わせで各グリッド名を表すこ

ととした。遺構記号 。番号は検出時に順次決定した。
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(3)調 査 日誌 抄

中谷山古墳群 (I)調査日誌抄

1998年

4月 1日  調査準備。

4月 7日  図面作成。遺構検出。遺構精査。

4月 17日  遺構掘削。図面作成。

5月 1日  遺構掘削。石列除去。完掘写真。

5月 8日  図面整理。

5月 12日  埋め戻し。等高線測量。

2 調査成果

(1)遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 3・ 11図 )

調査対象地点は、阿讃山脈南麓の隆起扇状地が中小河川の浸食により形成された標高59～ 62mの尾根

上に位置する。現況は山林となっている。

(2)基 本層序 (第 2・ 3・ 4図 )

トレンチ配置状況と土層堆積状況

調査に際し、現況の地形測量および地下レーダー探査を実施 した。墳丘と思われる高まりを確認 した

後、地下レーダー探査の成果もふまえて試掘 トレンチを設定し、掘削作業を行った。 トレンチの設定に

ついては墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイントレンチを設定し、それに直交するように

サブトレンチを設定 した。試掘の結果、横穴式石室を 1基確認 したため、225ドの範囲を対象に本調査

へ移行 した。

土層堆積状況は各 トレンチとも類似 しており、基本層序は以下の通 りほぼ対応する。

1.…黒褐色 10YR2/3砂質土 (表上、腐植土。)

2.…にぶい黄褐色 10YR6れ 砂質土 (やや砂性強い。しまり弱い。)

3.…明黄褐色 10YR6/6砂質土 (し まり弱い。)

4.… にぶい責褐色 10YR5/4砂質土 (やや粘性強い。ややしまり強い。)

5。 …明黄褐色 10YR5/6砂質土 (ややしまり強い。古墳盛上の可能性あり。)

6.…明黄褐色 10YR6/8粘性砂質土 (岩盤風化土、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分的に灰責褐色

10YR6/3粘土が混 じる。)
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17ト レンチ

L=6100m一
N  L=61.00m

L=6000m一――
―

L=6000m
腐葉土
にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (3層 よりやや砂性強。しまり弱い。
有機物 (葉 。根など)含む。)

明黄褐色   10YR6/6 砂質土 (し まり弱い。 (客上))

にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性ややあり。ややしまり良い。)

明黄掲色   10YR7/6 砂質上 (φ =1 0cmま での礫含む。 4層 と比
べしまりあり。古墳の盛上の可能性あり。)

第 4図  トレンチ土層断面図

(3)遺構 と遺物

出土遺構 (第 5図 )

表土直下に横穴式石室を主体部とする古墳を1基確認した。地形測量時において径 8m、 高さ50cm程

度の古墳状隆起が北西地点で確認され、地下レーダー探査では微弱な反射像がみられた地点である。

SM1001(1号墳)(第 6・ 7・ 8図 )

横穴式石室を主体部とする。砂岩を用いた横穴式石室の基底部一段が検出され、主軸方向はN-18° 一

Eで南に開口する。玄室部は床面まで攪乱が及んでおり、西側壁の遺存状況は悪いが、両袖式で羨道部

が「ハ」字形に開く。石室は全長5。 6mで、玄室長3.6m、 幅1.2mである。玄門部は幅0.8m、 開口部幅1.8

mで右袖石は立石状に据えられていた。羨道部には敷石をとどめ、玄室奥壁はわずかに隅九を呈してい

る。墳丘は削平されて残存していないが、東西6m、 南北 5mに外護列石の1な いし2段の基底が遺存

しており、北および西側の2辺は不明であるが、一辺 6mの方墳であったと考えられる。南辺は羨道の

端部から左右に延びた外護列石を形成しており、斜面に沿って貼石状に構築する。羨道端部は列石によ

り閉塞しており、垂直に積み上げている。さらに南辺では外方に4個の砂岩の角礫を、階段状に積み上

げた列石が残っており、 2段の外護列石が形成されていたことが確認される。

出土遺物 (第 9図 )

平成 9年度の試掘調査において須恵器の小片が僅かに出土しているが、本掘では遺物の出土は皆無で

ある。 1は杯蓋、 2・ 3は奏の一部と思われるが、詳細な形状・時期の決定は困難である。
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明黄福色  10YR6/6 砂質土
明黄褐色  10YR6/6 砂質土
にぶい黄色 2.5Y6/4 砂質土

1.にぶい黄色 2.5Y6/4 砂質土

(粘性なし。しまりあり。炭化物を多く含む。)

第 8図  1号墳主体部上層断面図
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第9図 包含層出土遺物

(4)ま とめ

詳細な時期決定のできうる出土遺物はないが、主体部の構築・形態などから、本遺跡の築造年代は7

世紀前半と考えられる。

(粘性ややあり。しまりなし。φ=5 cmま での礫を含む。)

(粘性なし。しまりややあり。※自然層)

(粘性なし。しまりあり。炭化物を多く含む。)

L=6230m

NVV

C

2m0
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中谷山古墳群 (I)
第 1表 出土遺構一覧表

SM
通樽名 アリッド 墳丘形態 墳丘規模

墓嫉平面
形態

墓疾断面
形態

墓躾長軸

(m)
墓羨短鞘

(m)
墓壌深度

(m)
石室長軸

(m)
石室短軸

(m)
石室深度

(m)
玄室長

(m)
羨道長軸

(m)
羨道短軸

(m)
主軸方向 備 考

SMI∞ I A■ 2 方墳
一辺 6m
程度。

長方形

D字状

(浅 い台
形状)

玄門部の巾
08

南端の市
18

N■ず―E
石室の外側に長斡6m、 短軸 5

mの 列石力く直交。
横穴式石室。

第 2表 出土遣物観察表

包含層 (土器 )

報告書
傷載番号

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
口 径

(c・ )

部
径
ナ

体
嶽
価

径
，卿

底
で

瑯
鵬
径
鰤

高

，

高

存

ｍ

器

残

ぐ

他

量

ケ

の
法

∞

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物

成

有合

組 色  調 備 考

北側斜面
2層

(腐葉と含む)

須恵器
藍

口縁部
1/16

13 口縁部
扁平な器形で、日縁端
部を尖り気味に収める。

デ

デ

面

面

外

内
石英 長
石

灰

灰

面

面

外

内 焼成良好。

南斜面
案石西横

腐植土下
20ct

須恵器

壺

部
Ю

顕
ツ

11 7 47 顕部 外面突起購 り付け。
デ
デ

面
面

外
内 石英

灰
灰

画
面

外
内

焼成良好。
断面に自然
/1H有 り。

3 北側斜面 2層
須恵器

箋
破片 伽翻嚇

日縁部 え
え

ナ

ナ

画

面

外

内 石英
外面 :灰

内面 :灰
焼成長好。

- 152 -



V川 端 奥 郷 遺 跡





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う川端奥郷遺跡の発掘調査報告書である。

2 所在地 板野郡板野町川端字馬越38-1他

調査対象面積  21,850♂

試掘面積    1,455♂

本調査面積    400ぜ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成11年 1月 1日 ～平成■年3月 31日 (試掘)

平成■年 5月 1日 ～平成二年 6月 80日 (本掘)

報告書作成期間 平成14年 4月 1日 ～平成15年 3月 31日

4 遺構呑号、挿図番号、図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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調査の経過

(1)調査の経過

川端奥郷遺跡は阿讃山脈南麓裾の三方を尾根に囲まれた平野部 (谷)の板野郡板野町川端地区に位置

する。調査地点周辺は、谷口山古墳や阿王塚古墳等の古墳群が密集する地域として周知されていた。事

前の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が指摘されていた。した

がつて分布調査で推定された遺跡の範囲の内21,850rを 調査対象面積として試掘調査を実施した。試掘

調査は平成10年度および平成二年度にかけて試掘の承諾可能な地区より順次、重機および人力掘削によ

るトレンチ調査を計1,455♂実施した。試掘の結果、調査対象地東端の尾根裾部において須恵器片や土

師器片などを集中的に含む層が確認されたため、遺物包含の分布状況の把握も含め、400だの範囲を対

象に本調査へ移行した。本調査は平成11年 6月 30日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ BoC… 、東に 1・ 2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号・番号は検出時に順次決定することとした。

E

X=128270-――

D

C

X=128260-―――

―
―
―
１

０
側
』

〇
〇
＝
＞

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｏ

，
卜

〇
〇
Ⅱ
＞

第 1図 グリッド配置図
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(3)調 査 日誌 抄

1999年

5月 6日 調査準備。

5月 7日 機械掘削開始。表土除去。

5月 12日  試掘 トレンチ配置図作成。

5月 26日 機械埋め戻 し完了。作業終了。

6月 1日  調査準備。

6月 2日  グリッド設定。尾根部地形測量。

6月 8日  表土除去。

6月 16日  トレンチ掘削。土層断面図作成。

6月 21日 現場埋め戻 し。物品運搬。現場撤収。
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Hト レンチFト レンチ

1

４

　

　

一
５

7

8

―
L=3500m

Dト レンチ

W

1

7

一
 L=3500m

――――L=3400m

1 灰オリーブ色  5Y4/2  砂質土 (粘性弱い。)

2 明褐色 ア=5YR5/8 砂質土 (礫混じる。粘性弱い。)

3.賠オリープ灰色 5GY4/1  格質土 (し まりあり。)

4 オリーブ掲色  25Y4/6 砂質粘土 (角礫多い。)

5 黒掲色     2.5Y3/2 粘質土
6 暗オリーブ灰色 10GY4/1 粘土質砂
ア.緑灰色     フ.5GY5/1 粘上質砂
8 暗オリーブ灰色 10GY4/1 猫土質砂 (有機物多い。)

9 皓緑灰色    7.5GY4/1 砂

――――L=3830m

第 3図 模式柱状土層図

1.灰オリーブ0 5Y4/2  砂質土 (描性弱い。)

2 明掲色    7.5YR5/8 砂質土 (礫混じる。粘性弱い。)

3 暗オリーブ色 5GY4/1  砂質粘土

(巨礫の重円礫を含む。)

4.暗オリーブ色 75Y4/3 砂質粘土

5 灰オリーブ色 5Y4/2  砂質粕土

(大礫の亜円礫を含む。)

6 オリーブ黄色 5Y6/4  粘質上
7 オリーブ責色 5Y6/3  粘土質砂
8 オリーブ黒色 10Y3/1  砂質粘土 (tlal物 多い。)

9 灰色     10Y4/1  粘土質砂
10 緑灰色    10GY5/1 砂礫

1 灰オリーブ色  5Y4/2  砂質土 (粘性弱い。)

2 明褐色 7 5YR5/8 砂質土 (礫混じるむ粘性弱い。)

3 皓オリープ灰色 5GY4/1  砂質粘土

(巨礫の重円礫を含む。しまりあり。)

4 オリーブ褐色  2.5Y4/6 砂質粘土 (角礫多い。)

5.明褐色
6.緑灰色

7 5YR5/8 粘質土 (ρOcmの 角撰掘じる。)

7 5GY5/1 砂質粘土

6ト レンデ

ーーーーL=3850m
W          E

7 皓青灰色    10BG4/1 砂質猫土

8 贈青灰色    10BG3/1 粘土質砂 (有機物多い。)

1・ 4・ 6ト レンテ
1.にぶい黄福色 10YR5/4 シル ト

(腐植土)

2.浅黄色    25V7/4 ンル ト

(φ =2～ 3 cmの 角礫を含む風化土

(須憲器、土師器を含む。))
3 岩盤

i~~え

v[:::三

:::|:::::::::]E    L=3750m

4ト レンチ
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第 4図  1区 トレンチ配置図

2 調査成果

(1)基本層序

トレンチ配置状況と土層堆積状況 (第 2～ 4・ 6・ 7図 )

試掘 トレンチは横断道の路線に沿って、扇状地上を東西に横断するかたちでトレンチを設定した。試

掘に際しては、調査対象面積の5%を基準としてトレンチを設定し、遺物包含層および無遺物自然堆積

層までの層厚の確認と柱状断面図、断面写真の作成を基本方針とした。遺跡の有無の判定については調

査対象面積の200/0を上限とした。

試掘の結果、調査対象地東端の尾根裾部において須恵器片や土師器片などを集中的に含む層が確認さ

れたため、遺物包合の分布状況の把握も含め、400♂の範囲を対象に本調査へ移行した。また調査区東

端の調査に際し、現況の地形測量を実施した。

土層堆積状況は各 トレンチにより若干の差異はあるものの、調査地点は耕作地開墾による削平あるい

は客土等の改変が者しい。表土以下は客土と思われるシルト質の粘質土あるいは扇状地性の砂礫層の堆

積となっており、安定した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。
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第 5図  2区地形平面図
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2区 トレンチ配置図
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74ト レンチ

1

3

4

5

56ト レンチ 63ト レンチ

s― L=1900m

―
L=22.50m

E___L=21.50m

―
L=2800m

一―――L=3250m

一
L=3500m

74ト レンチ
1 暗灰黄色   2.5V4/2 砂質土 (粘性やや有り。耕作土。)

::窪懸言嚢橙色絶訟♀猛緩圭iしまサ導珊 ゴ客土♪
4 黄掲色    10YR5/6 砂質土

(粘性やや有り。しまり有り。)

5,礫層

フトレンテ
1 黒褐色    25Y3/2 シル ト (表■)

2 オリーブ褐色 2.5Y4/6 シル ト
3 オリーブ褐色 2.5Y4/4 砂質礫

4紫πttξ犠協
よ

1警詠 |しまり弱。亜角礫多い♪
5 オリーブ褐色 25Y4/4 砂質礫 (し まり弱。)

56ト レンチ
1.暗オリーブ褐色 25Y3/3 砂質土
2 オリーブ褐色  25Y4/4 砂質土

(し まり弱。 l cm大 の礫少量含む。)

3 オリーブ掲色  25Y4/6 シル ト

生 学ザ暫移慾
り
毛モ品′ダ 砂質土 鮪 牲弱。しまり弱い♪

5 オリーブ褐色  25Y4/3 砂質土

(粘性弱。しまり弱。 5～ 10cm蝶含む。)

28ト レンチ
1 暗灰黄色    25Y4/2 シル ト
2 黄灰色     25Y4/1 シル ト
3 責褐色     iOVR5/6 砂質土
4 灰黄褐色    10YR5/2 砂質土
5 にぶい黄色   2.5Y6/4 砂質土
6.黄褐色     10YR5/6 砂質上

11ト レンチ
1 暗灰黄色    25Y5/2 砂質土 (耕作土)

2 明黄掲色    10YR7/6 砂質土
(粘性やや有り。しまり弱。 3～ 5 em礫含む。客土。)

3 贈灰黄色    25Y5/2 砂質土

(粘性弱。しまりやや有り。)

4.黄掲色     iOYR5/6 砂質土

(粘性弱。しまりやや有り。)

5 浅黄色     25Y7/3 砂質土

(粘牲弱。しまり有り。 1～ 5 cmの 礫含む。地山層。)

2ト レンチ

1

2

9

63ト レンチ
1 暗オリーブ褐色 25Y3/3 砂質土 (耕作上)

2 黄掲色 25Y5/4 シルト
(し まり弱。土器片。ガラス片含む。)

25Y5/4 砂質土 (し まりやや有り。)3 黄褐色
4 砂礫層

2ト レンチ
1 灰オリーブ色  ,r72  砂質土 (粘性弱。耕作土。)

2 灰色      10Y5/1 シル ト (粕性弱。しまり弱い。)

3 明褐色     75Y5/8 砂質土

(粘性弱。礫多量含む。埋立土。)

4 オリーブ灰色  10Y5/2 粘質土

(猫性やや有り。しまりやや有 |,。 )

5.灰オリーブ色  75Y5/3 粕質土

(粘性有り。しまり有り。鉄分含む。)

6 5 と同じ (鉄分多く含む。)

7 黄灰色     25Y5/1 粘質土

(粘性有り。しまりやや有り。)

8 5 と同じ (粘性有り。しまり少し有り。)

9 灰色      N6/0  ンル ト

Ю離♂
り。しま!絨。5亀

型q縄鋼しまり弱♪

1・ 2区模式柱状土層図

28ト レンチ

7ト レンチ

11ト レンチ

第 7図
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(2)遺構 と遺物

遺跡の位置 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 3・ 12図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓の低位段丘面の北端から尾根の最下部にかけての標高35～38mの地点に位

置する。

出土遺構

遺物の出土はみられたが、安定した遺物包含層・遺構面は確認することができなかった。

出土遺物 (第 8。 9図 )

出土遺物は時期的に古墳時代後期から近世のものが出土 してお

り、詳細な所属時期の決定は困難である。出土遺物の大半は 7～ 9

世紀頃と思われる須恵器がほとんどである。その中に融着 したも

の、あるいは使用痕のまった く見 られないものが含まれることか

ら、付近に焼成窯が存在 した可能性がある。

該 4髭
~0                5cm

第 9図 出土遺物 2

(3)ま とめ

遺物包含層と見られた地層は植物片など有機物に富むピート層 (粘質土層)であることから、遺物は

周辺の遺跡から、池などの湿地あるいは流路に流れ込み堆積したものと考えられる。遺構面の特定はで

きず、調査区全域において遺構は存在しないと考えられる。
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川端奥郷遺跡

第 1表 出土遺物観察表

包含層 (土器)

告
播

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
口 径

(m)
部
雉
ω

体
最
ぐ

径

，側

底

ぐ

瑯
雌
径
ω

高

，

絲
第
価

卿
濃
�

そ

の
く

部位 形  態 調  整
物
成舗

組
色 調 備  考

NQ l

トレンチ
9層

須恵器
杯

鉢
歿

回縁、酬

体部外上方へ直線的に
立ち上がり、日縁端部
を尖り気味に収める。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ。 長 石

灰
灰

青
青

面
画

外
内 焼成長好。

C-7
須恵器
杯

鉢
Й 帷鰤

2個が融着して体部外
上方に立ち上がり、端
部を丸く収める。断面
にφ-01～ 1 5aE程 度
の空洞が多 く見 られ
る。

外面 :ロ クロナデ。
自然釉 (薄 い)。

ロクロケズリ跡有り
内面 :ロ クロナデ。

石英 結

晶片岩

灰
灰

面
面

外
内

焼茂良好。
外面口縁部
から底部ま
で薄く自然
釉がかかっ
ていること
から、焼成
時、伏せて

置かれてい

たと思われ
る。

須恵器
杯

鉢
勤

口縁ヽ

底部

体部外上方に直線的に
立ち上がり、日縁端部
を尖り気味に収める。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

長石

灰
青

青
明

画
面

外
内
灰

焼成良好。

P5よ り
東6m

オリープ

褐色層下
須恵器
杯

鉢
勇

日縁～

底部

体部外上方へ直線的に

開く。日縁部で僅かに

外反し、端部を丸く収
める。

外面 :ロ クロナデ。

内面 :ロ クロナデ。

自然釉。

百色斑粒
灰
灰

画
面

外
内

焼成長好。
内面に自然
釉がかかつ
ている。
上を向けて

焼かれたと

思われる。

脚 吾
須恵器
杯

鉢
Й

回縁～

底部

体部外上方へ直線的に
立ち上がり、日縁端部
を丸く収める。

画

面

外

内

ロクロナテ。
ロクロナデ。

長石 黒
色斑粒

灰
灰

面
面

外
内

焼成長好。

外面上半に

自″輔M↓音。

P5よ り
東6m

オリーフ
褐色層下

須恵器
杯

鉢
Й

35
回縁～

底部

体部外上方に直線的に
立ち上がり、日縁端部
を丸く収める。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ。
底都 1回転ヘラ切りの

ちナデ。

長石
灰
灰

画
面

外
内 焼成長好。

鵜訪醐
鉢
確

口縁～

底部

体部外上方へ直線的に
立ち上がり、日縁端部
を九く収める。

外面 :ロ クロナデ。体
下部回転ヘラケズリ。
内面 :ロ クロナデ。

長石 白
色斑粒

青
　
青

暗
　
暗

面
　
面

外
灰
内
灰

焼成長好。

8
P5よ り
東6m

オリーブ
褐色層下

須恵器
杯

鉢
脇

口縁～

底部

体部外上方へ聞き、ロ
縁端部を丸く収める。

画
面
部

外
内
底

ロクロナデ。
ロクロナデ。
ナデ。

長石
灰
灰

面
面

外
内

焼成良好。
底部に輪嶺
み痕と思わ
れる同心円
状の窪み有
り。

5層
須恵器

蓋
鉢
加

257 260 27 鞠
・酷

扁平な器形で、天丼部
は平坦。緩やかなカー

プで口縁に至り、日縁
端部を丸く収める。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ 内
面に線刻 4条。

長
色

英
　
粒

石
石
斑

灰

灰

画

面

外

内 焼成長好。

須恵器

皿

部

Ю

底

Ｖ
252 高台高

05 底 部

扁平な盤形。体部緩や
かに内をしながら短く
立ち上がり、日縁部で

外反する。貼り付け高
台はハの字に開き、断
面逆台形に収める。

え
デ
。

画
面

外
内

長石 雲
母

ぶに
　
橙

‥
橙

‥

面
黄
面

外

い
内

焼成長好。
断面の色よ

り陶器また
は土師器の

可能性有り。

須恵器
器台

口縁部
V12

日縁部

体部外上方に直線的に
立ち上がり口縁端部を

方形状に収める。端面
は凹んでいる。

外面 :ロ クロナデ。

″ヽ
'〔

曲。
櫛橘波状文。
内面 :ロ クロナデ。
然釉。

自

自

粒
班

斑
色

色
黒

白
　
粒

外面 :オ リ
ーブ灰
内面 :灰白

焼成長好。
内外面共に
自然釉。

12 C‐5
須恵器 榔

璃
体部

肩部強く内方に屈曲す
る。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

長
色

英
　
粒

石
石
班

灰青
灰

面
面

外
内

焼成長野。
協耕靖り。

C-6
須慈器 榔

塘
体部

肩部強く内方に屈出す
る。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ。
接合痕有り。

黒れ

醜

長

色

青

　

青

明

　

明

画

　

面

外

灰

内

灰

焼成長好。

C-5
須恵器

重
螂
略

202 体部
肩部で内方に屈曲す
る。

知
線
航

ロクロナデ。自

ロクロナデ。

石英 雲

母 長石

外面 :オ リ
ーブ灰
内面 :灰白

焼成長好。
接合痕有り。

須恵器
壷

廊
珀

高台高
09 底部

体部外上方へ延びる。
貼り付け高台でハの字
に開き、断面を方形状
に収める。

画
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

白色斑粒 級
諏

痢
繭

焼成良好。
高台部を貼
り付けた後
ナ,ている。

CD-6 須恵器
壷

邸
И

高

フ

台

１

高
底部

体部若干内彎気味に外
上方に立ち上がる。貼
り付け高台でハの字に

開き、底面は左右に張
り出した断面台形状を
呈する。

外面 :ロ クロナデ。
内面 !ロ クロナデ。

長 石
灰
灰

画
面

外
内 焼成長好。

C‐ 5
須恵器 瑯

略
底部

体部外上方に直線的に
立ち上がる。

外面 :タ タキのちナ7~。

ユビオサエ。
内面 :ナデ。
接合痕有り。

石英 長
石 白色
斑粒 黒
色斑粒

背
　
青

暗
　
暗

面
　
面

外
灰
内
灰

焼成長好。

C-4 須恵器
箋

口縁～

顕部

1/9

Й 0 醸瑯

体部外上方へ内をしな
がら立ち上がり、日縁
部で外反し、端部を方
珍伏に収め、端面に沈
線 2条、端部下にも沈
線ユ条有り。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

白色斑粒
黒色斑

粒

灰
青

青
明

面
面

外
内
灰

焼成良好。
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齢孵
遺 構 出土地点 属 位 器 種 残存率

径

耐
日
ぐ

部
雉
ω

体
最
モ

径

，ｍ

底

ぐ

瑯
雌
径
鰤

高
，

高
存

働

器
残
く

他

登

ナ

の
法

Щ

そ

の
ぐ

部位 形  態 調  整
物

成

有含

組 色 調 備 考

P5よ り
東6m

オリープ

褐色層上
須恵器
発

口縁、螂
酪

日縁、螂

体部外上方へ内彎しな
がら立ち上がり、日縁
部で笹かに外反し、端
部を方形状に収め、端
面は平坦に仕上げる。

外面 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 結
晶片岩

灰
灰

面
面

外
内

焼成不良。
外面に赤班
有り。

20
P5よ り
東6m

オリー74B
色属の上

須恵器
養

期
ぬ

222 6ユ 顕部

体部内彎しながら立ち
上がり、口縁部で外反
する。

外面 :ナ デ。

タタキ 2条 /cm。

内面 :ナ デ。

結晶片岩

赤色班

粒

白
責

灰
浅

面
面

外
内
橙

焼成不良。

T-29 3層
須恵器
鉢

部

６

縁
れ 口縁部

口縁部若干内彎気味に
立ち上がる。口縁端部
を丸く収める。

外面 :ロ クロナデ。
内面 :ロ クロナデ。

石英 長

石

灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

22
No28

トレンチ
排土 翻

碗 醐勇
日縁

体部外上方へ直線的に
立ち上がり、回縁端部
を尖り気味に収める。

外面 :ロ クロナデのち
施絡。
鏑蓮弁文片切彫。
内面 :ロ クロナデのち
綸 。

緻 密

グ

オ

　

灰

の

釉

み

ブ

胎

能泉窯系。
焼成良好。
蓮弁14枚。

No19

トレンチ
排土 誡

碗
あυキ

紹 2

横30
厚さ05

口縁

外面 :ロ クロナデのち
施釉。
鏑蓬弁文片切彫。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

緻 密

釉 :グ レイ
みの黄
胎 :灰白

龍泉窯系。
焼成良好。

士師器
鉢

螂
Й

底 部 体部外上方に延びる。

外面 :ユ ピオサエ。
摩減のため調整不明。
内面 :ユ ビオサエ。
磨減のため調整不明。

石英 長

石

黄
　
白

浅
　
灰

面
　
面

外
橙
内

焼成良好。
手握ね土器。

下位礫層 朗駐
破 片 不 明

面
面

外
内

ハケ7条/11。

ナデ。
石英 長

石
翻
敵

画
面

外
内
責

焼成やや不
良。
外面に炭化
物付着。

No28
トレンテ

3層 駆端鍋
脚
第

長

や

お

蹄
‐３
磁

脚 部
外面 :ケ ズリのちユビ
ナデ。

石英 長
石 雲母
結晶片

岩

が‥
橙

面
責

外

い
焼成良好。

27 C-4 取沸
曰縁～

体部
1/16

272 回縁～

体部

口縁部者干内彎気味に
立ち上がる。日縁端部
を丸く収める。注目有
り。

デ

デ

ナ

ナ

画

面

外

内 石英
灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

28 C4
須恵質
丸瓦

不 明

納 8

横■ 3

厚さ20
不 明

面
面

外
内

ヘラナデ。
布目戻。

長

色黒

英

　

点

石

石

斑

灰
灰

面
面

外
内

焼成長好。
4、 5な ど
と同時に同
じ上で焼か
れたと思わ
オしる。

29 C-7 顧
瓦

不 明

紹
純
認厚

不 明

外面 :ケ ズ リのちチ

3条の線刻。
内面 :ユ ビオサエ。

石英 長
石 赤色
斑粒

外面 :灰
焼成長好。
飾り瓦の一

部。

帥
hFQ43

4層 綿
皿

齢
И

高台高
03 底部

体部外上方へゆるやか
に立ち上がる。削り出
し高台でハの字に開
き、断面を逆台珍伏に

収める。畳付のみ無
釉。

染付 (呉須)。

外面 :ロ クロナデのち
施釉。
内面 :ロ クロナデのち
施釉。

緻 密

透明釉
釉 :緑みの

自
胎 :灰 白

肥前系。
焼成良好。

川端奥郷遺跡 石器 。石製品観察表

包合層

告
辮

遺 構 出土地点 層 位 石 材 器 種 長 さ (∞ ) 幅 (cm) 厚さ (ca) 重量 (ビ )

その他の法置

(ed)
残存率 部  位 備 考

No28

トレンチ
8層 サメカイト 打製石鏃 石鏃未製品。

32
No28

トレンチ
拡張部

南
3層 チヌカイト 剥 片 25 全欠。
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Ⅵ ,H端馬越古墳群





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う川端馬越古墳群の発掘調査報告書である。

2 所在地 板野郡板野町川端字唐土谷3-28他

調査対象面積  4,400ぜ

試掘面積     220♂

本調査面積    200ポ

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成10年 2月 1日 ～平成10年 3月 31日 (試掘)

平成10年 4月 1日 ～平成10年 5月 31日 (本掘)

報告書作成期間 平成14年 4月 1日 ～平成15年 3月 31日

4 遺構番号、挿図番号、図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的 。歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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調査の経過

(1)調査の経過 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 3・ 12図 )

調査対象地は阿讃山脈南麓の標高57～87mの北東から南西方向へ緩やかに傾斜する尾根上に位置す

る。調査地点周辺は、谷口山古墳や阿王塚古墳等の古墳群が密集する地域として周知されていた。事前

の分布調査の際にも阿讃山脈から張り出す尾根上に古墳の存在する可能性が指摘されていた。したがっ

て分布調査で推定された遺跡の範囲の内、4,400『 を調査対象面積として試掘調査を実施した。試掘調

査は平成10年度に試掘の承諸可能な地区より順次、人力掘削によるトレンチ調査を計220♂実施した。

試掘の結果、調査対象地西側尾根裾部において古墳の石室と思われる石列や須恵器片などを検出したた

め、平成11年度に200♂の範囲を対象に本調査へ移行した。本調査は平成11年 5月 31日 に終了した。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北に

A・ BoC… 、東に 1。 2・ 3…の順に記号・番号をふり、その組み合わせで各グリッド名を表すこと

とした。遺構記号 。番号は検出時に順次決定した。

第 1図 グリッド配置図
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(3)調 査 日誌 抄

1999年 (試掘)

2月 1日 調査準備。

2月 5日 機材運搬。

2月 9日  調査地現況地形測量。

2月 16日  試掘 トレンチ設定。掘削開始。

3月 22日  図面整理。

3月 26日  図面整理。

1999年 (本掘)

4月 1日  調査準備。

4月 7日 調査区人力掘削開始①遺構検出作業。

4月 9日  遺構掘削開始。

4月 15日  図面作成開始①

5月 24日 埋め戻し作業。現場撤収。

2 調査成果

(1)基 本層序

トレンチ配置状況と土層堆積状況 (第 2・ 3・ 4図 )

調査に際し、現況の地形測量を実施 した。墳丘と思われる高まりを確認 した後、試掘 トレンチを設定

し、掘削作業を行った。 トレンチの設定については墳丘と思われる地点を中心に尾根筋に沿ってメイン

トレンチを設定 し、それに直交するようにサブ トレンチを設定 した。試掘は土層堆積状況、遺構 。遺物

の出土層位および遺跡の範囲の把握に努めた。試掘の結果、調査区西側尾根部において石室と思われる

石列を検出したため、200♂の範囲を対象に本調査へ移行 した。

土層堆積状況は各 トレンチとも類似 しており、基本層序は以下の通 りほぼ対応する。

1.…黒褐色 7.5YR2/2砂質土 (表土、腐植土。)

2.…明責褐色 10YR6/8粘性砂質土 (岩盤風化上、φ=3～ 5 cm程度の礫を含む。部分的に灰責褐色

10YR6/3粘上が混 じる。)

3。 …黄橙色 10YR7/8砂質土 (岩盤。地山。砂岩・泥岩礫層。)
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1.

2.

2ト レンチ

w            E

掲色   10YR4/4 ンル ト (腐植土)

黄橙色  10YR〃 8 礫混 じり粘土

(粘土は岩盤の泥岩の風化土。)

却
笹喜士ゴ

製却m

l.褐色 10YR4/6 シル ト (腐植土)

2.明黄掲色 10YR6/8 砂質粘土

(¢=2～ 3 cmの 風化砂岩礫含む。)

3.明責掲色 10YR6/6 礫混 じり粘土

(φ=2～ 3 cmの風化砂岩礫含む。)

38ト レンチ  EL=7060m

1.掲色 10YR4/6 シル ト (腐植土)

2.明責褐色 10YR7/6 粘土質シル ト

(φ=2～ 3 cmの 風化砂岩礫含む。)

一　Ｗ

L=6600m

1.褐色   10YR4/6 シルト (腐植土)

2.責橙色  10YR8/6 礫混じリシルト
3.明責掲色 10YR6/6 礫混じり粘土

(φ=2～ 3 cmの風化砂岩礫含む。)

第 4図 模式桂状土層図

(2)遺構 と遺物

出土遺構 (第 5。 9図 )

尾根筋より南東方向寄りの地点で、 2基の横穴式石室が検出された。共に削平を受け、残存状況は良

くないが、副葬品の一部と思われる若干の鉄器類等の遺物も検出された。遺物包含層からも須恵器片が

若千出上した。

SM1001(1号墳)(第 5～ 7図 )

石室礫床の一部が検出されたのみで、壁体および上部構造はほとんど失われていた。礫床の残存部は、

長軸1.50m、 短軸0.9mを測る。主軸方向は、N-15° ―Wで、南に開口する横穴式石室とみられる。

出土遺物 (第 8図 )

鉄器類力認2点出上した。鉄鏃の茎部の他、棺を留めていたと思われる鉄釘も見られる。

SM1002(2号墳)(第 9～ 13図 )

玄室部と羨道部の一部が残存する横穴式石室である。玄室部は、長軸2.50m、 短軸0,9mを測る。主

軸方向は、N-18° ―Wで南に開口する。礫床は2次床面を形成していた形跡がある。側壁部は基底部一

段目がほぼ残っており、左片袖式の平面形を示す。羨道部は右側側壁部の一段目が約1.Om残存する。

出土遺物 (第 14図 )

須恵器小片の他、鉄器類力認5点出土した。鉄鏃の茎部をはじめ、鈍等の工具と思われる鉄器片、棺を

留めていたと思われる鑑・鉄釘が出上しているが、全体が判明するものは少ない。

27ト レンチ
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第 6図 SM1001石 室平・断面および遺物出上分布状況 ドット図
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第12図 SM1002石 室基底部平面図
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1.にぶい責橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性ややあり。
しまりややあり。φ=l cmの礫を含む。)

2.に ぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (1.よ り粘性
あり。)

3.明黄褐色   10YR6/6砂 質土 (2.よ り粘性
あり。φ=1～ 3 cmの 風化礫を含む。)

第13図 SM1002石 組除去後平・土層断面図
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SX1001(第15図 )

浅い窪地状の遺構である。平面形はややいびつな楕円形状を呈する。浅い窪地状の自然地形に周辺の

土砂が堆積 したものと見られ、人為的な遺構の可能性は低い。

出土遺物

若干の須恵器小片が出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SX1002(第15図 )

SX1001と 切り合う遺構である。SX1001同様、浅い窪地状を呈し、いびつな精円形状を呈する。

出土遺物

若干の須恵器小片が出土したが、実測可能な遺物は無かった。

包含層出土遺物 (第 16図 )

須恵器の蓋等が出土している。いずれも小片のため、全容は不明であるが、 7世紀後半以降、 8・ 9

世紀頃のものと考えられる。

E三

=≡

モ≡三≡弄三≡≡三三≡≡雫≡E三三正三二畳:亘日聖里堅里里聖聖些HB 33

0                                  1ocm0       5cm

―

第16図 包含層出土遺物

(3)ま とめ

検出された2基の古墳は共に削平が著しいが、基底部の一部が遺存していた。詳細な時期決定は困難

であるが、 2基 とも主体部に横穴式石室をもつ古墳であったと思われ、築造年代は6世紀末～7世紀初

頭頃と考えられる。

2号墳石室床面上から若干の須恵器片が出上している。出土遺物から2基の石室は、 6世紀末に築か

れたものと考えられる。
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川端馬越古墳群

第 1表 出土遺構一覧表

SM

遺構名 グリッド
墓崚平面

形態

墓嫉VFr面

形態

墓壊長軸

(m)
墓壊 短軸

(m)
墓壊深度

(m) 柳的
石室短軸
(内法m) 韓的

主軸方向 備   考

SM1001 隅丸長方形
D字状 (浅

い台形状)

16 025 N-1『 ―W 横穴式石室墓。

SMllX12 N12 隅九長方形
D字状 (浅

い台形状)

0 25 20 N-1♂ ―ヽV
横穴式石室墓。

羨道部が右側側壁部一段目約 lmが残存。

第 2表 出土遺物観察表

SM1001(鉄器 。鉄製品)

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 器 種 長 さ (cm) 幅 (c ll) 厚 さ (cl) 重 量
その他の法量

(cl)
残 存 率 部 位 備 考

1 SI11001 表上下 鉄鏃 (柄 )
茎 部

木質付着。

木目縦方向。

Sヽ11001 表土下 鉄鏃 (柄 ) 4,0
木質付着。

木目縦方向。

3 sav1lool 表上下 釘 51
木質付着。

木目縦方向。

SMlCX11 2層 釘 33 1/2 頭 部

5 SM1001 2層 釘 23 10 31 1/3 頭 部

SM1001 2層 釘 17 1/3 頭 部

sav1lool
arA部
列石直下

釘 先端部
木質付着。
木目横方向。

8 SM1001 2層 釘 1/2 先端部
木質付着。
木目横方向。

9 SM1001 2層 釘
木質付着。
木目横方向。

SMllX11
基底部

列石直下
釘

木質付着。

木目維方向。

SM1001 2層 釘

SW11001 1層 下 釘 1/3 先端都
木質付着。

木目縦方向。

SM1001 2層 釘 1/3 先端部 ｏ
向

着

方

付

横

質

目

木

本

SM1002(鉄器・鉄製品)

簾孵
遺  構 出土地点 層 位 器  種 長さ (el l) 幅 (ca) 厚 さ (cE) 重量

その他の法量
(on)

残 存 率 部 位 備 考

15 SM1002 埋土 鉄鏃 06 3.2 1/3 木質付着。

SM1002 埋 土 鉄 鏃 17 茎部
木質付着。

木目横方向。

17 SM1002 埋土 鈍
本質付着。

木日横方向。

sav1loo2 埋 土 鈍
木質付着。
木目横方向。

Sヽ1llX12 表上下 鏃 9/10 木質付着。

SM1002 埋 土 鐘 05 4/5 身 木質付着。

SM1002 埋 土 釘 1/3 頭 部 木質付着。

22 説11002 埋 土 釘 05 16 頭 部

SMllll12 埋 土 釘 37 1/3 頭 部

Sh11002 埋 土 不明 19 14

飩 A1002 坦 土 釘
ｏ
向

着

方

付

横

質

目

木

木

Sヽ11002 埋 土 釘 1/2 先端部

SW11002 埋 土 釘 07 17
木質付着。

木目横方向。

28 SMllll12 埋 土 釘 先端都
木質付着。

木目縦方向。

Sh/11002 埋土 釘 07 1/3 先端部
木質付着。

本目綻方向。

sav1loo2 埋 土 釘 17 1/3 先端都
木質付着。

木目横方向。
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包含層 (鉄器・鉄製品)

報告書
掲載番号

遺 構 出土地点 層  位 器 種 長 さ (cal) 幅 (c ll) 厚さ (ol) 重 量
その他の法量

(cl)
残 存 率 部 位 備  考

T-3 4 包含層 鑑 1.7 1/3 身

T-3 5 包含層 釘 5」 1/2 頭 部

SM(土器 )

瑞
翻

遺 構 出土地点 層 位 器 種 残存率
径

ｍ
口
く

部
径

，

体
漱
価

径

＞∝

底

て

瑯
蹴
径
ω

高
ｊ

高
存

ｍ

器
残
で

その他
の法量
(ca )

部位 形  態 調   整
物

成

有含

組 色 調 備 考

埋 土
須恵器

杯 嘲珀
口縁部

体部外上方に直線的に
立ち上がり、日縁部で
僅かに外反し、端部を
丸く収める。

外画 :ナ デ。
内面 :ナ デ。

石英 長

石

灰
灰

画
面

外
内 焼成良好。

包含層 (土器 )

欝籍
遺 構 出土地点 層 位 器  種 残存率

径

，卿

日
モ

部
径
Ｊ

大

ｍ

体
最
で

径

ｊ∝

底

で

螂
蹴
径
ω

高
＞

高
存

働

器
残
く

他

量

，

の
法

枷

そ

の
く

都位 形  態 調  整
物

成

有含

組 色  調 備 考

2層 須恵器
蓋

日縁部
1/16

口縁部

痛平な器形で、緩やか
なカープで日縁に至
り、日縁端部を丸く収
める。

九
デ。

ナ

ナ

面

面

外

内 石英 黄
灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

NQ38
2層

須恵器
釜

部

Ｏ

縁
ん

190 口縁部

扁平な器形で、緩やか
なカープで口縁に至
り、日縁端部を九く収
める。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナガ。

石 英
灰

灰

画

面

外

内 焼成長好。

No 3

トレンチ

2層

腐植土直下
表土下

須恵器
蓋

鉢
Й

20 4 13
天丼部

口縁

扁平な器形で、緩やか
なカープで日縁に至
り、日縁端部を九く収
める。

外面 :ロ クロナデ。天
井部ケズリ。
内面 :ロ クロナデ。

石英
灰
灰

面
面

外
内 焼成良好。

34
lWQ 3

トレンチ
2層 須恵器

壺
回縁部
1/18

120 日縁部

口縁部外上方に立ち上
がり、日縁端部で外反
し、丸く収める。

面
面

外
内

ロクロナデ。
ロクロナデ。

石英

面
　
面

外
灰
内

暗青

灰 自

焼成長好。
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Ⅶ 桧はちまき山遺跡





例  言

1 本章は四国横断自動車道建設に伴う桧はちまき山遺跡の発掘調査報告書である。

2 所在地 鳴門市大麻町桧字西谷山17-1他

3 発掘調査期間及び報告書作成の実施期間は次の通りである。

発掘調査期間  平成■年9月 1日 ～平成二年11月 30日

平成12年 4月 1日 ～平成12年 12月 31日

報告書作成期間 平成14年 4月 1日 ～平成16年 3月 31日

調査対象面積 平成■年度 調査対象面積2,760♂ 試掘面積 400♂

平成12年度 本調査5,200ぜ

4 遺物番号・挿図番号 。図版番号は通し番号とした。遺物番号は本文・挿図・表・図版と一致する。

5 本遺跡の地理的・歴史的環境については、「Ⅱ 調査地点の立地と環境」を参照されたい。
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1 調査の経過

(1)調査の経過 (I― 第 1図およびⅡ―第 1・ 4。 13図 )

桧はちまき山遺跡は阿讃山脈南麓、鳴門市大麻町桧字西谷山17-1他の標高56～86mの 二股に分かれ

た尾根上に所在する。この地域は宮谷古墳 (前方後円墳)の所在する徳島市国府町の気廷山周辺と並び、

周辺一帯には多数の古墳群が密集する地域として周知され、以前から古墳群の存在が指摘されている地

域である。平成 3年度に、調査地点の南に隣接する民間住宅地開発事業に伴い、鳴門市教委が発掘調査

を実施し、弥生時代中期の集落を確認している。事前の分布調査において同時期の遺構の存在する可能

性が考えられた。平成11年度に四国横断自動車道建設に伴い、分布調査で推定された遺跡の範囲の内

2,760rを 調査対象面積として試掘調査を実施した。調査に際し、現況の地形測量を実施した。試掘 ト

レンチの設定に際しては、尾根筋に沿ってメイントレンチを設定し、それに直交するようにサブトレン
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チを設定した。また遺構・遺物の出土状況に応じ部分的にトレンチを拡張して遺構の広がりの把握に努

めた。試掘調査は平成11年 9月 1日 ～11月 30日 にかけて人力掘削によるトレンチを400ギ実施した。そ

の結果、ほぼ調査区全域にわたり弥生時代中期の土器・石器の出土がみられ、弥生時代の高地性集落で

あることが確認され、当初予定の調査対象面積より東側の斜面部にも遺構が広がることが明らかになっ

た。試掘調査の結果を受けて、協議を行い、平成12年度に5,200♂の範囲を対象に本調査を実施した。

本調査は平成12年 4月 1日 ～12年 12月 31日 の期間実施された。

(2)発掘調査の方法 (第 1図 )

調査を始めるにあたり、グリッドの配置に際しては、発掘統一基準にならい、第Ⅳ系国土座標を基準

とし、 5mメ ッシュを1グ リッドとして調査対象地を包み込む形で設定した。南西隅を基準として北

にA・ B・ C…、東に 1・ 2,3…の順に記号・番号をぶり、その組み合わせで各グリッド名を表すこ

ととした。遺構記号・番号は検出時に順次決定した。

(3)調 査 日誌 抄

1999年

9月 1日 事務所引越し。

9月 2日 事前準備。

9月 3日  図面作成。

9月 8日  トレンチ掘削開始。図面作成。

図面整理。

11月 26日  トレンチ掘削終了。埋め戻 し。

後片付け。

11月 30日 図面整理。引越し。

伐採終了。調査前写真撮影。地形平板

測量開始。

重機搬入。

重機掘削開始。

包含層掘肖1開始。

包含層掘削 (西側尾根 )。

重機掘削 (北側尾根 )。

遺構面精査、竪穴住居跡・段状遺構検

出 (西側尾根)。 包含層掘削 (北側尾

根)。

遺構検出状況写真撮影 (西側尾根 )。

重機掘削 (東側尾根)。

遺構配置図作成 (西側尾根 )。 段状遺

構検出 (北側尾根)。

遺構掘削 (西側尾根)。 遺構面精査。

竪穴住居跡検出 (北側尾根)。

包含層掘削 (東側尾根 )。

遺構検出状況写真撮影 (北側尾根)。

遺構配置図作成 (北側尾根)。

竪穴住居跡検出 (東側尾根 )。

遺構面精査、段状遺構検出 (東側尾

根)。

遺構検出状況写真撮影 (東側尾根)。

遺構掘削 (北側尾根 )。 遺構配置図作

成 (東側尾根)。

竪穴住居跡等遺構掘削 (東側尾根)。

航空写真撮影事前準備。航空写真撮

影。遺構完掘状況写真撮影。

調査現場作業終了。現場撤収。

7月 17日

7月 18日

7月 19日

8月 23日

8月 30日

8月 31日

9月 8日

9月 26日

9月 27日

9月 28日

10月 24日

11ゲ]11日

12月 31日

20004F

4月 1日

5月 16日

5月 17日

5月 30日

6月 1日

7月 4日

7月 7日
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2 調査成果

(1)遺跡の概要 (第 2図 )

桧はちまき山遺跡は四国横断自動車道建設に伴う埋蔵文化財発掘調査により存在が確認された。桧は

ちまき山遺跡は、鳴門市大麻町桧字西谷山の阿讃山脈南麓、標高56～86mの尾根上に位置し、北から

南への傾斜面と西から東への傾斜面に大きく分かれる。麓 (平地部)か らの比高差は約36～ 56mを 測

る。調査区からは竪穴住居跡11軒の他、段状遺構■基が出土した。出土遺物から弥生時代中期末～後期

初頭頃の高地性集落であることが確認された。また調査区南側の平野部では平成 3年度に鳴門市によっ

て発掘調査が実施され、弥生時代中期以降の竪穴住居群が確認されている。
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第 3図  トレンチ配置図
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(2)基本層序 (第 3。 4図 )

土層堆積状況はトレンチによって微差はあるが、基本的に1.腐植± 2.風化砂礫± 3.風化砂

礫土 (包含層・遺構面) 4.地 山 (岩盤)である。斜面部分は急峻な地形のため非常に早い速度で風

化砂礫土が堆積していた。基本層序は以下の通り調査区全域でほぼ対応する。

1.…黒褐色 7.5Y2/2 砂質土 (表土、腐植土。)

2.…黄褐色 10YR5/6 砂質土

3.…明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (岩盤・和泉層群の砂質泥岩風化礫を含む。遺物包含層。)

4.…にぶい責褐色 2.5Y6/4 砂質土 (岩盤・和泉層群の砂質泥岩風化層。)

(3)遺構 と遺物

阿讃山脈南麓の標高56～86mの尾根上に位置し、北から南への傾斜面と西から東への傾斜面に大き

く分かれる。麓 (平地部)か らの比高差は約36～ 56mを測る。調査の結果、弥生時代中期末～後期初

頭の高地性集落であることが確認された。主な遺構としては、北から南へ傾斜する西側尾根上からは6

軒の竪穴住居跡、段状遺構 4基が、西から東へ傾斜する東側の斜面部からは竪穴住居跡 5軒、段状遺構

7基が検出された。その他の遺構としては、性格不明遺構、土坑13基、柱穴36基が出上した。

遺物点数は、9,300点、28ゼ コンテナで55箱 の出土量であった。本遺跡における出土遺物の大半は包

含層および段状遺構から出土したものが大半を占める。急峻な傾斜地のためか、出土土器は、小片で摩

滅が激しく、調整の判別するものは少ないゆえ、器種等の認定に誤りがあった場合は御容赦されたい。

最終的に報告書に掲載したのは、土器94点 ・石器250点であった。

弥生時代

竪穴住居跡 (SB)(第 2図 )

本遺跡で出土した竪穴住居跡は、計■軒である。尾根頂部あるいは斜面地形コンタラインに沿うよう

に構築されている。主柱は6本が主体となるが、全容が分かるものは少ない。山頂部の平坦面には確認

されていない。住居内の遺物の出土量が少なく、各住居とも単一時期であることから、集落の存続期間

が短期であったことが確認される。当初、竪穴住居跡としたものは13軒であったが、その後の検討で、

竪穴住居跡とした中には平面プランが曖味なものもあり、必ずしも竪穴住居跡と断定し難いものがあっ

たのも否めない事実である。最終的に住居施設として評価し得るものは■軒であると結論付けた。時期

的には出土遺物等から弥生時代中期末～後期初頭頃と考えられる。

調査区の制限のため確認することはできなかったが、遺跡の位置する尾根の北側の東・西斜面上に竪

穴住居群が展開している可能性がある。
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L=63.50m⊥

セクションベル ト1

セクションベル ト2

セクションベル ト3

にぶい黄色 2.5Y6/4 砂質土
黄掲色   10YR5/6 砂質土
明黄褐色  10YR6/6 砂質上

_三_L=63.50m

明黄掲色   10YR6/6 砂質土
にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土

L=84.00m W E L=8400m

色褐
色

黄
掲

明
責色

色
掲

色
褐
黄

掲
黄
明

10YR4/6 砂質土
10YR5/6 砂質土
10YR6/6 砂質土

にぶい黄色 2.5YR6/4 砂質土
浅黄色   2.5Y7/4 砂質土

浅黄色   2.5Y7/4 砂質土

10YR6/8 砂質土 (遺物包含層)

10YR5/6 砂質土 (岩盤)

L=6410m上 S―
L=64,10m

(遺物包含層)

(遺物包含層)

4.に ぶい黄橙色
5.に ぶい黄橙色

10YR6/4 砂質土 (遺物包含層)

10YR〃4 砂質土 (遺物包含層)

第 4図  トレンチ土層断面図
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SB1001(1号竪穴住居跡)(第 5図 )

調査区北部、Q-16グ リッド、標高75,00m前後の南西向きの斜面上に位置する。南側部分は一部消失

してお り、断面形はL字状を呈する。平面プランは隅丸長方形状を呈する。残存状態は比較的良好で

ある。規模は現存長で長軸3.72m、 短軸2.22m、 最大深度は 9 cmを 測る。主柱穴は 6本 と思われ、中央

部には炉跡も確認された。周壁溝も部分的に検出されている。

出土遣物 (第 6図 )

出土遺物は少ない。弥生土器片もわずかに出土 したが、いずれも細片のため実測可能なものはなかっ

た。 1はサヌカイ トの楔形石器である。炉跡より出土 しているが、被熱はしていない。

第 6図  SB1001出 土遺物

SB1002(2号竪穴住居跡)(第 7・ 8図 )

調査区中央部、GoH-5,6グリッド、標高61.00m前後の南西向きの斜面上に位置する。直径5,Om

前後の円形であったと思われるが、西側部分は一部消失しており、半円形の平面プランをとどめる。規

模は現存長で長軸5,32m、 短軸3.46m、 最大深度は28cmを 測り、断面形はL字状を呈する。主柱穴は6

本と思われる。周壁溝は南側で不明瞭になっている。不明瞭ではあるが、西側で炉跡と思われる災化物

の拡がりが確認された。

出土遺物 (第 9図 )

弥生土器片もわずかに出土したが、いずれも細片のため実測可能なものはない。 2は床面直上より出

上したサヌカイトの石鏃である。 3は石核、 4は使用痕のある剥片、 5は剥片である。石材はいずれも

サヌカイトである。

筆ｏ
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ぬW ttW

EP‐ 10

L=6030m

EttN E‰

W&娃 w N▽ s旺

‰

帥 N▽

1.にぶい黄掲色 10YR5/3

一ヽ本を44!さ廿 鯵 式鐘

ＥＰ・９
韻

EP‐ 16

L=6030m

s   NttS

ED-1 EP-1～EP-16
1.にぶい黄褐色 10YR5/3   1.に ぶい責掲色 10YR5/3

ηこ志錨 協瘍Y老事ざ3あ  η戸】確よ芳戦身協瘍Yを婁ぎЬ
あ9   1P

2.にぶい黄褐色 10YR5/3
砂質土 (粘性 しまりややあ
り。少量の炭化物を含む。)

3.にぶい黄掲色 10YR5/4
砂質土 (粘性しまりややあり。)

4.明黄褐色 10YR6/6
砂質土 (粘性 しまりややあ
り。φ=l cm前 後の石礫を多
く合む。)

第 8図 SB1002-EK・ ED・ EP断面図

第 9図 SB1002出 土遺物

L=60.30m

N
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ED-2

C

L=6700m
C

/(ζ ラ
)ノ

EP‐10

ヤ

口E卜 4

E%W

EP… 12

縞

髄

‐ＥＰ
・
７

ヽ（い〕）ＥＰ・３　　ｍ

ヽ

a▽ b  d

Ｐ

ヽ

ハ

岡

》

ヽ

（ヽ〔］】）中
ぬ

Ｅ

ｏ
側
．』
Φ
“
コ

課1

EP‐12｀

SB1003

L=66.70m    EK‐
1

.00m

1 にぶい黄掲色  10YR6/4 砂質土 (し まりあり。 ψ-1～ 3cmの角礫少量含 む。)

2 に本い黄褐色 10YR5/4 秒 質土 (し まりあ り。φ―i～ 3cmの角礫少景含 む。)

3 にぶい黄褐色  10YRS/3 砂質土 (し まりややあ り。φ-1～3mの 角蝶 少量含 む。)

4 灰黄褐色   iOYRS/2 砂質土 (粕 性 ややあ り。 しまりややあ り。炭化物・ 土器

片含 む。φ=i～ 3cmの角礫 少量合 む。)

5.に ぶい黄橙色  iOYR6/4 砂質土 (じ まりややあ り。ψ―i～節 の角韓やや多 く含 む。)

」
〓
６７

一Ｄ

ED-1

S橿思忽§す
〒ざ°・70m

EP-3

1.に ぶい黄褐色 iOYR4/3 砂 質上 (粘 性 しま

りややあ り。炭化物含 む。)

2 明褐色  iOYR3/3 砂質土 (枯性 しま りやや

あ り。炭化物多 く含 む。)

3叱
撹
ヽ
む蝦身ぁ1批T5れ

砂賀土備性やや

EP-5         EP‐6

ED-l ED-2
1 灰黄褐色 10YR5/2砂 質

土 (粘性しまりややあり。)

EP-7

L=66.00m
S

EP-10

EP-4

sは N

EP-11

1

s%N   N

L=6650m
1 にぶい資褐色 10YR5/3 砂質土 (粘性 。しま りやや あ

り 。)

2 にぶい黄掲色  10YR5/3 砂 質上 (粘性 。しま りやや あ

り。少量の炭化物 ψ―i～ 2cmの石礫 を含 む。)

3.に ぶい黄褐色  10VR5/4 砂 質土 (粘性・ しま りやや な

し。少量の炭化物 φ=4cm前後の石礫 を含 む。)

4 灰黄掲色 iOVR5/2 砂質土 (粘性・ しまりややな し。)

5 灰黄褐色 iOYR6/2 砂質上 (粘性 。しま りやや な し。

少量の炭化物 を含 む。)

6 にぶい黄橙色  10YR6/4 砂 質土 (粘性・ しま りややな

し。φ=2 cm前 後の石礫 を含 む。)

7 にさい黄橙色 iOYR7/3 (岩 盤 。)

8に ぶ峨 権畠 1にR7/4砂 賀■

ォ悴卜

。しまりややあり♪

W▽

  W轟

第10図 SB1003平・断面図

E‰ w
‖

C

S▽

 s∽
N

EP…9

L=66.50m

E

EP-1

L=66.娃 w
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SB1003(3号竪穴住居跡)(第 10図 )

調査区北部、K-6・ 7グ リッド、標高67,00m前後の南東向きの斜面上に位置 し、半円形の平面プラ

ンをとどめる。直径5,Omの 円形であったと思われるが、南側約2/3が消失 してお り、全体は不明であ

る。周壁溝は検出されている。規模は現存長で直僻 .55m、 短軸3.52m、 最大深度は42cmを測る。断面

形はL字状を呈する。床面検出の柱穴は不安定であるが、主柱穴は8本 になると思われる。明瞭な炉

跡は確認されていない。

出土遺物 (第■図)

6は周壁溝より出土 した高杯の杯部である。 7・ 8は石鏃である。 9は楔形石器、10。 ■は剥片であ

る。 7～ 11はサヌカイトを石材とする。12は柱状片刃石斧で石材は片岩を用いる。

S

輔′
一

一畳

10cm

第11図 SB1003出 土遺物
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SB1004(4号竪穴住居跡)(第 12図 )

調査区北部、L-3・ 4グ リッド、標高63,00m前後の南西向きの斜面上に位置 し、半円形の平面プラ

ンをとどめる。直径5.Omの 円形であったと思われるが、南側約2/3が消失 してお り、全体は不明であ

る。周壁溝は検出されている。規模は現存長で直径2.77m、 短軸2.62m、 最大深度は69cmを 測る。断面

形はL字状を呈する。床面検出の柱穴は明瞭でなく、主柱穴は不明である。炉跡は不明である。

ml

1.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (し まりあり。)

2.にぶい責掲色 10YR6/4 砂質土 (し まりあり。

L=62 80m  φ=lcmの 角礫含む。)

D   3.に ぶい責掲色 10YR5/4 砂質土 (し まりやや
あり。粘性ややあり。φ=lcmの 角礫含む。)

4.明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (し まりあり。φ
=1～ 3cmの 角礫含む。)

5.明責褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性ややあり。
しまりややあり。土器片・炭化物を含む。)

6.にぶい責褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性ややあ
り。しまりややあり。炭化物を含む。)

7.にぶい責掲色 10YR4/3 (粘性ややあり。し
まりややあり。柱根 (炭化物)を 中央に合む。)

8.地山

EP‐3         EP-3

ｍ

鹿一Ｃ

ＥＤ．‐　　・４０ｍ一『驚初期靭

ＥＤ・２　‐山犠罐鰈

EP-l          EP-2
1

は鞍
N ttS

ED-1・ ED-2
1.明黄褐色 10YR6/6

砂質土 (粘性 。しま
りあり。少量の炭化
物を含む。)

EP-1
1.黒掲色 10YR2/2砂質

土 (粘 性ややあり。しま
りあり。多量の炭化物 を
含む。)

2.に ぶい黄橙色 10YR7/4
砂質土 (粘 性あり。しま
りややあり。)

0

10YR6/ 砂質土

(粘性 。しまりあり。少量の炭化物を
含む。)

1.黒掲色 10YR2/2 砂質土 (粘

性ややあり。しまりあり。多量
W    の炭化物を含む。)

掲色 7.5YR4/6砂 質土 (粘

性なし。しまりややなし。φ=
4cm前 後の礫を含む。)

にぶい責橙色 10YR7/4 砂質
土 (粘性あり。しまりややなし。)

EP-2
1.明黄掲色

第12図 SB1004平・断面図

E
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出土遺物 (第 13図 )

13は甕底部と思われる。14は高杯脚部である。摩滅が著しく調整は不明である。15～ 17・ 19は楔形石

器、18は石鏃である。いずれもサヌカイトを用いる。

Ⅷr 0                10cm

゛
0

第13図 SB1004出 土遺物

SB1005(5号竪穴住居跡)(第 14・ 15図 )

調査区北部、I・ J-2・ 3グ リッド、標高58.00m前後の南西向きの斜面上に位置し、長軸5。 62m、 短

軸3。 31mの 隅丸長方形の平面プランを呈する。西側が一部分消失しているが、比較的残存状態は良好

である。最大深度は27cmを 測る。床面検出の柱穴は5本確認されており、主柱穴は6本であると思われ

る。炉跡は確認されたが、周壁溝は検出されていない。

14

ん 16

５
‐７

八
Ｍ

Ⅶ

Ｖ

一
　

´は
ふ
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0
と _________―

― ―                               :

第1.4国 .SB1005平・断面図
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L=5740m

W

L=5740m

EP-6
L=5740m

N‰ S
EH-1

Ｅ

ＥＰ
・
５

２ ２
眸
勒
鞠
Ⅷ
Ⅷ

Ｗ

ＥＰ
・
４

　
２
祟
触
飲
嚇
Ⅷ

ＷＥＰ．‐２」静甥Ⅷ甥

Ｅ
wは

 Ettw

EP‐10

Ntts

1.に ぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (猫性・ しまり

ややあり。少量の炭化物を含む。)

2 褐色 10YR4/4砂 質上 (結 性 。しまりややあ

り。少量の炭化物を含む。)

3 黄掲色 iOVR5/6 シル ト (粘性 。しまりあり。)

ＥＰ・８
け

N罐

霰霰馨綴

S

EP-7 EP-9

Ntts

EP-11

Ntts

EH-1

1 黒褐色 iOYR3/2 砂質土 (粘性・

しまりややあり。炭化物を含む。)

2 黒 10YRI〃i 砂質土 (粘性・ し

まりややあり。きわめて多二の炭化

物を含む。)

3 にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘

性 。しまりあり。)

4 黄褐色 iOYR5/6 ンル ト (粘性・

しまりあり。)

1 にぷい黄褐色 10YR4/3砂 質土 (粘

性・ しまりややあり。少量の炭化物を含
む。)

2.黄掲色 10YRS/6 ンル ト (粘性・ しま

りあり。φ=0 5cm前後の少量の礫を含

む。)

EP-12

1 黒褐色 10YR3/2 砂質土 (粘性 。しまりやや

あり。多量の炭化物とφ=0 5cm前後の少量の

蝶を含む。)

2.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (粘性・しま

りあり。)

3 黄褐色 10YR5/6 ンル ト(粘性。しまりあり。)

0         1m

第15図 SB1005-EH・ EP断面図

出土遺物 (第 16図 )

20～23は壺と思われる。いずれも底部であり、器形の全容は不明である。24～ 29は甕で24は 口縁部、25～

29は底部である。いずれも小片のため詳細は不明である。30は石鏃、31・ 32は楔形石器、33は剥片であ

る。いずれもサヌカイトを石材とする。341ま 扁平片刃石斧である。石材は片岩を用いる。

SB1006(6号竪穴住居跡)(第 17。 18図 )

調査区北部、F～ H-3グ リッド、標高57.00m前後の南西向きの斜面上に位置 し、南側約1/2が消失 し

ている。規模は現存長で長軸6。 46m、 短軸2.56mの 隅九長方形の平面プランを呈する。最大深度は22cm

で、直径5。 Om前後の円形を呈していたものと思われる。床面検出の柱穴は4本確認されている。柱穴

間の判明するものはないが、竪穴住居跡の規模から類推すると主柱穴は6本であると思われる。炉跡と

思われる炭化物・焼上の拡が りを確認 した。周壁溝は検出されていない。

出土遺物 (第 19図 )

35は三の底部と思われる。床面直上より出上した。36は 台石である。砂岩の亜角礫を用いる。
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第16図 SB1005出土遺物
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SP1032

L=57.40m
D
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一Ｃ

40m

1.に ぶ い責橙色  10YR7/3 砂 質土 (粘性 少 し弱 い。 しま りあ り。φ=2～ 5

cmの礫 を少量合 む。)

2.明 黄掲色  10YR6/6 砂 質土 (粘性 少 し弱 い。 しま りあ り。焼土・ φ=2～
5cmの 礫 を少量合 む。)

3.に ぶ い責 橙 色  10YR6/3砂 質 土 (粘性 少 し弱 い。 しま りあ り。炭 化 物

を少 し合 む。)

4.明 責掲 色  10YRフ/6 砂 質土 (粘性 少 し弱 い。 しま りあ り。)

5.に ぶ い責 掲 色  10YR6/4 砂 質 土 (粘性 少 し弱 い。 しま りあ り。焼 上 。

炭化物・ φ=2～ 5cmの礫 を少量含 む。)

6.浅 黄橙色  10YR3/4 砂 質土 (粘性 少 し弱 い。 しま りあ り。ψ=2～ 4cmの

風化礫を少量含む。)

第17図 SB1006平 。断面図および SP1031～ 1033平面図

/EP‐

SP1033
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L=5760m

砂質土 (粘性 。しまり
ややあり。炭化物 を少量

合 む。)

2.明黄褐色 lllYR6/5 砂
質土 (粘性ややなし。 し
まりややなし。)

SP1032
1 にぶい黄掲色 10YR4/3 砂

買土 (粘性ややな し。 しまり

ややあり。炭化物少量含 む。)

2.褐色 10YR74 砂質土 (炭

化物 を少量含 む。)

3.明黄褐色 10YR6/6 砂質土

(粘性 。しまりややあり。)

EP-2           EP-3

SP1033

む。)

2,明黄掲色 10YR6/6 砂質土
(粘性ややなし。しまりやや

あり。)

EP-4 L=5760m

L=57.60m

L=56.60m

EH-1
1 明褐色 10YR3/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。少量の炭化

物 を含 む。)

2.黄褐色 10YR5/6 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

3.掲色 10YR76 砂質土 (粘性 。しまりややあり。多量の焼土・

炭化物 を含 む。)

4.にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。多量

の炭化物 を含 む。)

5.明責掲色 10YR6/6 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

6.明褐色 10YR3/3 砂質土 (粘性 。しまりややな し。多量の炭化

物 を含 む。)

7 黄褐色 10YR6/8砂 賀土 (粘性 。しま りやや あ り。φ=2cm前
後の標 を少量含 む。)

L=56 70m   EP‐ 1

EP-1
1.灰責掲 色 10YR7 2 砂 質土

(粘性ややあ り。 しま りややな

し。燒土 と多量の炭化物含 む。

φ=2cm程 度の少量の礫 を含 む。)

2.にぶい黄褐色 10VR4/3 砂質

土 (粘性ややあり。 しまりやや

な し。)

3 にぶ い赤褐 色 2 5YR5/4砂
質土 (粘性ややな し。 しまりや

やあり。赤色風化礫含 む。)

4.にぶい黄橙色 lllYR6/4 砂質

土 (粘性 。しまりややあり。)

5。 にぶい黄褐色 10YR73 砂質

土 (粘性ややあり。 しまりやや

な し。炭化物 を含 む。)

EP-2
1.に ぶい黄褐色 10YR4/3

砂質土 (粘性 。しまりややあ
り。炭化物 を含 む。)

2.黄掲色 10YR4/2 砂質土

(粘性 。しま りややあ
'J。

炭

化物 を含 む。)

3.にぶい黄褐色  10YR6/3
砂質土 (粘性ややあり。 しま
りあ り。φ=0 5cmの 礫 を少
量含 む。)

EP-4
1.に ぶい黄褐色 10YR4/3

砂 質 土 (φ =lcm前 後 の礫

を少量含 む。)

2.にぶい黄掲色  10YR5/4
砂 質 土 (,-lcm前 後 の礫
を少量含 む。)

lm

10cm

EP-3
1 にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

2.にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (粘性 。しまりややあ り。
少量の炭化物 を含 む。)

3.にぷい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘性ややあり。 しまりあ

り。少量の炭化物 を含 む。)

4.褐色 10YR4/4 砂質土 (粕性ややあり。 しまりややあ り。
少量の炭化物 を含 む。)

5.明黄褐色 10YR6/8 砂質土 (粘性ややあり。 しまりあり。)

6 明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性ややあり。 しまりあり。

少量の炭化物・風化礫 を含 む。)

7 明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粕性ややあり。 しまりあり。)

第18図 SB1006-EH・ EPおよび SP1031～ 1033断面図

10cm

第19図 SB1006出 土遺物
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SB1007(7号竪穴住居跡)(第20図 )

調査区北部、B・ C-6・ 7グ リッド、標高54.00m前後の南西向きの斜面上に位置する。南側約1/2が

消失しており、半円形の平面プランを呈し、断面形はL字状である。規模は現存長で長軸3.88m、 短軸

2.75m、 最大深度は42clllで 、直律 .Om前後の円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は3本確

認されているが、主柱穴は不明である。炉跡および周壁溝は検出されていない。

L=54.00m止 B L=5400m

1.にぶい黄橙色 10YR〃4 砂質土 (粘性 。しまりややなし。φ=4cm前後の礫を少量含む。)

2.灰黄掲色   10YR72 砂質土 (粘性 。しまりややなし。炭化物を多く合む。φ=4cm前後の礫を少量含む。)

3,に ぶい黄橙色 10YR5/3(岩盤。)

L=53.00m_
E L=5300m

1.にぶい掲色
2.黒掲色
3.にぶい黄褐色

土
土
土

質
質
質

砂
砂
砂榊Ш］

(粘性・ しまりややなし。焼土含む。φ=2cln前後の礫を少量含む。)

(粘性 。しまりややなし。きわめて多量の屍化物を含む。φ=3cm前後の礫を少量含む。)

(粘性 。しまりややなし。φ=2～ 4cm前後の礫を少量含む。)

第20図  SB1007平・断面図
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出土遺物 (第21図 )

砥石と台石が出土している。37。 381ま台石、39は砥石である。石材は砂岩を用いる。

第21図  SB1007出 土遺物
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1,掲色   10YR74
2.掲色   10YR4/4
3.明黄掲色 10YR6/6

砂質土 (粘性。しまりやや弱い。少長の炭化物を含む。)

忌雖離北こ癬璃 :擢8管湛紹骰計
の確t/」摯む♪

第22図 SB1008平・断面図

L=75.00m
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ED-la― b

L=75%w

ED‐ lc‐d

E&W

EP-3

Wは
E

EP-10

EP-4

2
SttN

L=7530m

EP-1

WはEは E

L=7510m
EP-7

ED-la― b
l.にぶい責褐色 10YR73 秒質

土 (赤色風化礫および炭化物を
ブロック状に合む。)

2.掲色 10YR4/4 砂質土 (粘性。

しまりややあり。)

S霞

巖艤霰巖
N    S轟

馨簸暮騒鬱
N 鮎

E

EP‐3

sttN

EP-9

VV     3
L=7510m

EP-11
N‰

E     s

EP-1～EP-12ED-lc―d
l.にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質

土 (粘性・ しまりややあり。少
量の炭化物を含む。)

2.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質
土 (粘性 。しまりややあり。)

1.にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。
少量の炭化物・φ=0.5cm前後の赤色風化礫を含む。)

2.に ぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。
炭化物を少量含む。)

3.にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

4.に ぶい責褐色 10YR5/4 砂質土 (φ =0.5cm前 後の礫 を少
量含む。)

5.に ぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

6.晴褐色 10YR3/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。炭化物
を多量に合む。大小の礫を少量含む。)

7.灰黄掲色 10YR4/2 砂質土 (粘性・ しまりややあり。大量
の炭化物を含む。)

第23図 SB1008-EDo EP断面図

SB1008(8号竪穴住居跡)(第22・ 23図 )

調査区中央部、SoT-15・ 16グ リッド、標高75.00m前後の南西向きの斜面上に位置する。コンタラ

インに沿うように検出され、段状を呈する。西側の大部分が消失しているものと思われ、全体は不明で

あるが、4.Om前後の円形を呈していたものと思われる。規模は現存長で長軸4.06m、 短軸3.58m、 最

大深度は18cmで 、隅九長方形を呈する。平面的には複数の遺構が切り合っているように見えるが、切り

合いを確認することはできなかった。床面にはピットが数基出上しているが、不整列であり、主柱穴は

不明である。炉跡は確認されていない。周壁溝は検出された。

出土遺物 (第24。 25図 )

40は 壺、41は 甕である。いずれも小片であり、詳細は不明である。42は削器、43・ 44は楔形石器、45

は石核で打面を転移しながら剥片を剥離している。46は太形蛤刃石斧で刃部の使用痕が顕著である。47

は敲石で表裏面に敲打痕が見られる。石材は42～ 45は サヌカイト、46は玄武岩、47は砂岩を使用してい

る。
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0                     10cm

第25図 SB1008出土遺物 2
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L=8270m上

1.灰黄掲色   10YR5/2
2.に ぶい黄褐色 10YR5/8
3.にぶい黄橙色 10YR6/4
4.明黄褐色   10YR6/6

D L=82,70m

砂質土 (粘性ややあり。しまりややあり。)

砂質土 (粘性 。しまり1よ りあり。)

砂質土 (φ =3～ 1 0cmの 風化礫を含む。)

砂質土 (φ =5 cmほ どの風化礫を含む。)

0

艶 算P羽

屈P引 7

OP羽

第26図  SB1009平・断面図
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SB1009(9号竪穴住居跡)(第 26。 27図 )

調査区北部、U・ V-12グ リッド、標高82.00m前後の南東向きの斜面上に位置する。西側部分は一部

消失しており、隅九の「コ」の字形の平面プランを呈する。残存状態は比較的良好である。規模は現存

長で長軸6.77m、 短軸1.86m、 最大深度は27cmを 測る。柱穴と思われるピットは3基検出され、主柱穴

は6本 と思われる。炉跡は検出されなかった。周壁溝は部分的に検出された。

ED-1 EP-l        EP-2        EP-3       EP-4        EP‐ 5        EP-6

L=82.40m
aけ b dⅧ

に
C N‰sw�

E

∈

N  S‰ N

L=82.40m

EP-13

L=82.40m

S        N

L言8240m

EP-21

NWゑ sE

EP-7 EP-8 EP‐ 10 EP-1l        EP-12

EP…13EP-16EP-14

‖

ｍＥＰ・２３聰一一鞠Ⅷ甥

Ｓ
Ｎ

ED-1
1.にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

EP-1″WEP-23

1.灰黄褐色   10YR5/2 砂質土 (し まりややあり。炭化物の小片 (1～2mm)わ
ずかに含む。)

2.に ぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (粘性 。しまりあり。しまり1よ り弱い。φ=
1～ 3cmの風化礫を含む。)

3.灰黄褐色   10YR4/2 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

4.褐色     10YR4/4 砂質土 (粘性 。しまり弱い。)

5.にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘性ややあり。)

6.にぶい黄褐色 10YR6/4 砂質土 (粘性やや弱い。しまりあり。)

SB1009-ED o EP断 面 図第27図

出土遺物 (第28図 )

弥生土器片・石器が出上 した。48は 高杯脚部である。

石器、51は剥片で打面を転移しながら剥離されている。

卜を使用 している。

小片であり、全体は不明である。49。 50は楔形

石核とも考えられる。石材は49～ 51はサヌカイ

SB1010(10号竪穴住居跡)(第29図 )

調査区南部、X-12グ リッド、標高84.00m前後の南向きの斜面上に位置し、半円形の平面プランを呈

する。南側約1/2が消失している。規模は現存長で長軸4.33m、 短軸1.52m、 最大深度は8 cmで 、直径4,0

m前後の円形を呈するものと思われる。床面検出の柱穴は2本確認されている。炉跡および周壁溝は

検出されていない。

L=32.40m

韻ゑ
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EP‐15
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S“N s∈N削

け
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S
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Ｓ
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EP‐17

NE  Sけ N  w

1
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51

第28図  SB1009出 土遺物

ぴ

B L=8410m

1.明褐色 10YR3/4 砂質土 (粘性・ しまりやや弱い。炭
化物を部分的に多量に含む。φ=lcm前後の赤色風化礫

A

L=84.10m A

EP‐ 1

L=84,00m一 i覇

そ感毯憲憲慧嫁憲馨轟§
E

再感暮罐誓
『
~=珪

手趣 脚 ぎ碓慌ぞを最こ:1物的
2.に ぶい黄褐色 10YR5/4砂質土 (し まりややあり。φ=5cm程

度の風化礫を含む。)

第29図  SB1010平・断面図
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出土遺物 (第30図 )

52は楔形石器で石材はサヌカイ トである。53は太形蛤刃石斧で石材に玄武岩を使用 している。弥生土

器細片なども出上したが、実測可能な遺物はなかった。

o                      5cm

ぬ

第30図 SB1010出土遺物
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14

ED‐2

EP‐

1.

2.

怪玲740m
F       3i

4.

5.

11ぶい黄褐色 10YR5/4砂質土 (鶏

性・ しまりややあり,炭化物・土器小
片をわずかに含む。)

灰黄掲色 10YR5/2 砂質土 (1よ り
粕性あり。 1よ り多めに炭イヒ物・土器
片を含む。)

灰黄褐色 10YR4/2 砂質土 (2よ り
粘性あり。2よ り多く炭イと物・土器片

蘇ま繁乙々為t緞輔豊立備
性弱い。しまりややあり。風化礫を合
む。)

にぷい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粕

性しまりや
―
やあ t,。 炭化物を少量含

む。)

ra

第31図  SB1011平・断面図
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SB1011(11号竪穴住居跡)(第31・ 32図 )

調査区南部、P・ Q-19・ 20グ リッド、遺構内埋土および床面からはサヌカイトの剥片 。砕片が多量に

検出され、また石鏃などの製品をはじめ、敲石・台石など、石器製作に関係する一連の遺物が出土して

いることから、住居というよりも石器製作工房的な施設であったと考えられる遺構である。標高67.00m

前後の南西向きの斜面上に位置する。西側約1/2が消失しており、半円形の平面プランを呈する。規模

は現存長で長軸5。 46m、 短軸3.54m、 最大深度は46cmで、直径5,Omの円形を呈するものと思われる。

床面検出の柱穴は4本確認されているが、主柱穴は不明である。炉跡および周壁溝も検出されている。

ED‐ 1 ED-2            ED-3           ED‐ 4

EH‐ 1

L=6670m
W

1 黒褐色 10YR2/2 砂質■ (絡性 しまりややあり。¢-1卸前後の炭イヒ物 を種多量
含 む。)

2 黒福色 10YA3/2 砂質■ (粘性 じまりややあり。多量の炭イヒ物 を含む。)

3.にぶい黄種色 iOYR 6/4 砂質上 (粘性 ややあり。 しまりあり。φ―0 5cm前
後の風化礫 を少二含 む。)

1 灰黄褐色 loYR5/2 砂質土 (粘性ややあり。 しまりあり。やや多 くの炭化物 を含 む。)

2 にぷい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘性やや弱い。 しまりあり。少量の炭イし物 を含む。)

3 にぶい黄構色 10YR6/4 砂質土 (粘性・ しまりややあり。少量の炭イヒ物 を含む。)

4 明黄掲色 iOYR6/6 砂質土 (粘性やや弱い。 しまりあり。)

S にぷい褐色 7 5YRS/3 砂質土 (粕性やや弱い。 しまりあり。少量の炭化物 を含 む。)

6 にぶい黄橙色 ,OYR6/4 砂質土 (猫性やや弱い。 しまりあり。φ-O Scm前 後の風イヒ礫 を少二含 む。)

EP-1

L=667娃
s

EP-8

L=66.哭

は

N

L=66.80m EP-15~覇

毛攘巌該顧

E

EP-3           EP‐ 4 EP‐6

EP-13

S露

∈霰鬱
N  w

N騒

暮慧慧
s主
い70m

EP-7
L=6670m

S∞ 匡

EP‐ 14

Nttsけ
Ⅷ

E

a露

顧綴

b

SttN

2  2
sは N

1

sは N

EP-2

EP-16

EP-5

EP-9

N      EP-10
EP-12

S最

轟霰霰
N L=6670m

E

W

S簸

感飯顧

N

EP…17L=6680m

Wに
E

EP-11
SttN

EP-1～ EP-6 EP-10 EP-1l EP-17
1 にぷい黄褐色 iOYR5/3 砂質土 (粘性やや弱い。しまりあり。少量の炭化物含む。)

2 にがい責橙色 ,OYR6/4 砂質土 (粘性やや弱い。しまりあり。φ-0 5cm前 後の風化礫を少量
含む。)

3.明黄褐色 10YR6/6 砂賓土 (粘性やや弱い。しまりあり。)

4.にぶい黄褐色 10VR4/3 砂質土 (し まりあり。少量の炭化物を含む。)

5 明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性やや弱い。しまりあり。)

EP-7  EP-8, EP-12 EP-13
1 にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質上 (描性・ しまりあり。少量の炭化物を含む。)

2 に本い責橙色 10YR6/4 秒質土 (粘性・ しまりあり。)

3 にぶい黄褐色 iOYR4/3 砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。少量の炭化物を含む。)

4 にぶい黄褐色 10YR5/3 砂寅土 (粘性ややあり。しまりあり。φ=輸前後の礫を少量含む。)

5 にぶい黄橙色 iOYR6/4 砂賓土 (粘性・ しまりあり。種少量の炭化物を含む。)

EP-9, EP-15 EP-16
1 にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。少量の炭化物を含む。)

2 黄掲色 2.5Y5/3 砂質土 (粘性・しまりやや弱い。)

3 灰責褐色 10YR4/2 砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。炭化物を少量含む。)

4 灰黄褐色 10YR5/2 砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。炭化物を少量含む。)

5.にぶい黄褐色 iOYR5/3 砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。)

6.にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (結性やや弱い。しまりあり。少量の炭化物を含む。)

フ にぶい黄橙色 ,OYR6/4 砂質土 (粘性やや弱い。しまりあり。φ=0 5cm前後の風化礫を少量合
む。)

i 灰責掲色 iOYR4/2 砂質土 (粘性 。しまりややあり。φ-lem前後の炭化物をやや多く含む。)

2 灰黄褐色 10YR4/2 砂質土 (猫性やや弱い。しまりややあり。やや多くの炭化物を含む。)

3.黄褐色 2 5YS/4 砂質土 (粘性弱い。しまりやや弱い。φ=4cm前後の風化蝶を多く含む。)

4 灰黄褐色 ,OYR4/2 砂質土 (粘性・ しまりややあり。やや多くの炭化物を含む。)

5 責掲色 2.5Y5/4 砂質土 (粘性やや弱い。しまりややあり。φ‐4cm前 後の風化礫を多く含む。)

第32図  SB101卜 EH・ EDo EP断面図
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出土遺物 (第33～ 37図 )

54～61は壺、62・ 63は甕と思われる。いずれも底部など小片が多いため、全体の判明するものは少な

い。石器類は他の遺構に比べ、多く出土している。その多くはチップなどの砕片であるため、実測可能

なものは36点 である。量的に多いのは石鏃、楔形石器である。64～ 77は石鏃、78は削器、79～86は楔形

石器、87～89は石錐、90は使用痕のある剥片、91～94は剥片である。石材はいずれもサヌカイトを用い

ている。95は太形蛤刃石斧で石材に玄武岩を使用している。96は扁平片刃石斧である。石材は片岩であ

る。97は敲石、98は台石、99は砥石で共に砂岩を用いる。

0                10Cm

第33図  SB1011出 土遺物 1
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第37図  SB1011出 土遺物 5

段状遺構 (SD)(第 2図 )

本遺跡から出土 した段状遺構 (SD)は東および西斜面上に形成されている。段状遺構は地形コンタ

ラインに沿って、斜面を大規模に「L」 字状にカットすることで平坦面を造 りだすものである。段状遺

構 という呼称は、歯構の造成過程において与えられた名称であり、形態的な呼称である。ゆえに機能的

部分について表現 したものではない。

弥生時代の高地性集落で出土する段状遺構は、その形状や規模、および付帯施設等について多くのバ

リエーションを持っており、段状遺構という一遺構の中でも様々な機能的差異を持つと考えられる。近

年においても様々な検討が成されているが、未だ機能的側面について不明な点が多いため、本遺跡につ

いても機能的な部分について極力言及はしていない。

本遺跡では計11基 の段状遺構が確認された。段状遺構内堆積土は地山土に酷似した風化砂礫土であ

り、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。平面の形態的には、全長5.Om前後

の細長い不定形な形状をしたものが多く、また柱穴・周壁溝などを伴うものは少ない。段状遺構とした

ものの中で、柱穴を伴うものは、竪穴住居跡になる可能性も残す。

SD1001(段状遺構 1)(第 38図 )

調査区南西部、G-2・ 3グ リッド、標高54m前後の斜面上の地形コンタラインに沿って構築される。

斜面を「L」 字状にカットし、立ち上がりは確認できない。平面形状は細長い楕円形状 (溝状)を呈す

る。また同一地形コンタラインに沿って、段状遺構に付帯すると思われる数基の柱穴が確認されている。

段状遺構内堆積土は地山土に酷似した風化砂礫土であり、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積した

ことが窺われる。

出土遺物

弥生土器細片などが出土したが、実測可能な遺物はなかった。

―- 232 -一



SD1001

1.にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土
ややなし。しまりややあり。)

2.にがい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粕性

ややな し。 しまりややあり。少量の炭化

物 を含 む。)

SD1001
L=5450m

Cは

韻ほ韻け奪
D    g

l 明黄褐色 10YR〃6 砂質土 (粘性やや

なし。 しまりややあり。)

2.明責褐色 10YR7/6 砂質土 (粕性やや

な し。 しまりややあり。φ-5卿 前後の

礫を少量含む。)

SD1001

SP1024

4  b L=5430m

1 にぶい黄橙色 10YR6/4 秒質土 (粕

性ややなし。 しまりややあり。)

2.明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性

ややなし。しまりややあり。φ=2cm
前後の礫を合む。)

SP1025

け

L=54.30m

l.明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性

ややなし。 しまりややあり。)

下 L=5430m ttI識さ脚珠策竣
の炭化物を含む。)

3.明黄掲色 10YR6/8 砂質土 (粘性
ややなし。しまりややあり。)

SP1026

f  L=54.30m

a

一
ｅ

離

1.にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土(粘

性ややなし。しまりややあり。)

2.明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (粘性
ややなし。しまりややあり。ψ=2cm
前後の礫を含む。)

SP1027

顧綴顧綴叔

石
~睡5410m 

砂贋土帥
性ややなし。しまりややあり。φ宇

4cm前 後の礫を少量含む。)

2.に パい黄橙色 10YR7/4砂 質土

(粘性ややなし。しまりややあり。

φ=4cm前 後の礫を少量含む。)

SP1028

E

~T~~     ~マ~~L=54.10m
l        J

1 にぶい黄橙色 10YR6/4砂 質土

(粘性ややなし。 しまりややあり。

φ幸1～2mの礫を少量含む。)

2.に ぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘

性ややなし。しまりややあり。炭化

物を含む。)

F L=5500m
1.に ぶ い黄 褐 色 10YR5/3砂 質 土

(粘性ややな し。しまりややあり。)

2.明黄掲色 10YR6/6 砂質土 (粘性

ややなし。しまりややあり。φ=2～
3cmの 風化礫を含む。)

G

SD1001

再下
睡5500m

1.に がい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘

性ややな し。 しまりややあ り。φ=
5om前後の風化礫 を含 む。)

第38図  SD1001お よび SP1024～ 1028平 。断面図
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SD1002

1.に ぶい黄橙色 10YR6/3 砂質土(し まりあり。)

2.にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土(し まりあり。)

3.にぶい黄構0 10YR6/4 砂質土(し まりあり。
ψ=lcmの 角礫わずかに含む。)

SP1030

a 

で

.30m

明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粕性ややなし。し
まりややあり。)

明責褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性 。しまりやや
なし。少量の炭化物・φ=5mmの礫を少量合む。)

第39図  SD1002・ SP1030平 。断面図
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SD1002(段状遺構 2)(第 39図 )

H・ I-4グ リッド、調査区南西部、標高59.00m前後の斜面上に構築され、SB1006の上を地形コンタラ

インに沿って延びる。平面形状は細長い楕円形状を呈する。斜面を「L」 字状にカットし、平坦面を造

りだす。柱穴 。周壁溝等の付帯施設は伴わない。段状遺構内堆積土は地山上に酷似 した風化砂礫上であ

り、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積 したことが窺われる。

出土遺物 (第40,41図 )

弥生土器小片、サヌカイ トチップなどが出上 したが、実測可能な遺物は 2点のみであつた。100は甕

口縁部である。101は サヌカイ トの石鏃で器長 5 cln程度の大形のものである。1021ま SD1002に 付随する

と思われる柱穴出土土器で奏体部である。

0                10cm

101

5cm

第40図  SD1002出土遺物

SD1003(段状遺構 3)(第 42図 )

J・ K-3,4グ リッド、調査区南西部、SB1004の 下を地形

コンタラインに沿って延びる。標高61.00m前後の地点の斜

面を「L」 字状にカットして造 りだし、平面形状は細長い不

整形な楕円形状を呈する。柱穴・周壁溝等の付帯施設は伴わ

ない。段状遺構内堆積土は地山上に酷似 した風化砂礫土であ

り、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積 したことが窺わ

れる。
0                10cm

第41図  SP1030出 土遺物

ｎ
ｌｌｌ
ｌｌｌ
ｌｌｌ
Ⅲ
円
Ｗ
Ｖ

一

-
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ｍ

□一Ｂ

1.

1.

2.

にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性弱
い。しまりあり。φ=1～ 5cmの礫を含む。)

L=6140m
D

にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性弱
い。しまりあり。炭化物含む。)

黄褐色 10YR5/8 砂質土 (粘性弱い。し
まりあり。φ=1～ 5cmの礫を含む。)

第42図 SD1003平・断面図
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出土遺物 (第43図 )

弥生土器片などが出上したが、いずれも

細片のため実測可能なものは少ない。103

はサヌカイト剥片で自然面を残す。

SD1004(段状遺構 4)(第44図 )

Q・ R-9グ リッド、調査区南西部、標高

78.00m前後の地点の東側斜面を「L」 字

状にカットして、平坦面を造りだす。平面

形は細長い精円形状を呈する。段状遺構内

堆積土は地山上に酷似した風化砂礫土であ

り、急唆な地形のため非常に早い速度で堆

積したことが窺われる。

出土遺物 (第45図 )

104・ 105は重である。104は 口縁端部外

面に円形浮文、105は 口縁端部内面に竹管

文が装飾される。106は楔形石器、107は大

形の剥片で自然面が残存する。石材はいず

れもサヌカイトである。

第43図 SD1003出土遺物

L=77.50m
A              B

1.にぶい黄授色 10YR6/3 秒質上 (粘

性やや弱い。しまりややあり。少量
炭化物・ψ=2cm前後の礫を含む。)

2.にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘

性やや弱い。しまりややあり。少量
炭化物・φ=0.5cm前後の礫を含む。)

3.に ぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粕

性・ しまりややあり。φ=lcm前 後
の礫を少量含む。)

L=7750m
C             D

1.にぶい責掲ζ 10YR5/3 砂質主 (粕

性やや弱い。しまりややあり。少量の

炭化物・φ=0.5cm前後の礫を合む。)

2.にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土(粕

性・ しまりややあり。φ=icm前後
の礫を少量含む。)

_一 P
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第44図  SD1004平・断面図
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10cm

A

0
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SD1004出土遺物第45図
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SD1005A― B、  C― D
l.掲色 10YR4/4 砂質上 (粘性 しまりややなし。

少量の炭化物を含む。)

上L=8α50m乞 壕ぼど言街多ぱ脇 瘍整鞘 を各愁3
3.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (粘性 しまりや

やあり。少量の炭化物を含む。)

4.黄掲色 10YR5/6 砂質土 (粘性 しまりややあり。

風化礫等の 5 cm前 後の礫を少量含む。)

5.にぶい黄橙色 10YR6/4 (岩盤)

EP‐ 1

L=7980m_¬尻
:§忘憲憲憲懲sE

――――L=79.80m

EP-1、 EP-2
1.にぶい黄掲色 10YR5/4

砂質土 (粘性ややあり。し

まりあり。少量の炭化物を

含む。)

2.責褐色 10YR5/6 砂質土

(粘性ややあり。しまりあり。)

EP-3
1.にぶい責橙色 10YR6/4

砂質土 (粘性 。しまりやや

弱い。)

2.に ぶい責橙色 10YR6/3
(岩盤)

第46図  SD1005平 。断面図
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SD1005(段状遺構 5)(第46図 )

U-13グ リッド、調査区中央部、標高80。 00m前後の地点の東側斜面を「L」 字状にカットして、平坦

面を造りだしている。平面形は隅九長方形状を呈する。残存状態は良くないが、柱穴が 2基確認されて

おり、竪穴住居跡の可能性を残す。段状遺構内堆積土は地山土に酷似した風化砂礫土であり、急峻な地

形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。

出土遺物 (第47図 )

108は石錐、1091ま剥片である。石材はサヌカイトである。■0は片岩の柱状片刃石斧である。基部に

弱い狭りがある。また刃部は使用によると思われる刃潰れがみられる。

⇔

○

―〔ξ三今〕一‖〔::3'
幽

□

第47図 SD1005出土遺物

SD1006(段状遺構 6)(第 48図 )

UoV-14グ リッド、調査区中央部、標高79。 00m前後の地点の東側斜面を地形コンタラインに沿って

「L」 字状にカットし、平坦面を造りだしている。立ち上がりは確認できない。平面形はやや細長い隅

九長方形状を呈する。13基の柱穴が出土しており、竪穴住居跡の可能性もある。段状遺構内堆積土は地

山上に酷似した風化砂礫土であり、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。

出土遺物

実測可能な遺物は出土していない。
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EP‐ 18

EPi3

EP-11

EP‐12D
/

′４〔）‐

ミ
】Ｐ

／《口）／

石ＰＥ

‐^
倒〉
‐略ＰＥ

７

＾

Ｖ

′

　

／

ザ△口》′
EP‐1

EP‐11

い 79.50m A

L=79,30m C

SD1006

にぶい黄掲色 10YR5/3砂質土
り。土器小片含む。)
にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土
り。φ=3cln程 の風化礫を含む。)

にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土
り。砂岩の風化礫―。)

B L=79.50m

D L=79.30m

(粘性 。しまりややあ

(粘性 。しまりややあ

(粘性 。しまりややあ

D

微

伽

′

′

錦

鞄
N

―

(C)一

EP‐10

EP‐ 1

L=78.80m

EP・7

2

強

N

EP-4 EP-5 EPお

ぼ
帥

1. にぶい黄褐色 10YR5/4砂 質土

(粕性ややあり。しまりあり。少量
の炭化物を合む。)

にぶい黄橙色 10YR6/4砂 質上

(粘性・ しまりややありよ)

明黄掲色 10YR6/6砂 賀土 (粘

性 。しまりややあり。)

にぶい黄褐色 10YR5/3砂 質土
(粘性 。しまりややあり。少量の炭

化物、大小の石礫を含む。)

第48図 SD1006平・断面図

SD1006

強
N翌叫

EP‐9

L=79.00m  2
SttN

EP-10
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A

SD1007

L=7800m A

1.にぶい責掲色 10YR4/3 砂質土 (粘性あり。しまりややあり。炭化物を少量含む。)

2.黒掲色 10YR3/1 砂質土 (粘性ややあり。しまり弱い。炭化物全面に含む。)

3.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

4,明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。)

5.に ぶい責橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性・しまりややあり。)

6.に ぶい黄橙色 10YR6/3 砂質土 (粘性。しまりややあり。)

7.に ぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (粘性。しまりやや弱い。φ=1～3cmの風化礫含む。)

0

第49図  SD1007平・断面図
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SD1007(段状遺構 7)(第 49・ 50図 )

V-14・ 15グ リッド、調査区中央部、標高77.00m前後の地点の東側斜面を地形コンタラインに沿って

「L」 字状にカットし、平坦面を造 りだしている。立ち上が りは確認できない。平面形は長方形状を呈

し、平坦面上には複数の上坑 。柱穴が出土 したが、切 り合い関係は不明瞭である。竪穴住居跡の可能性

を残す。段状遺構内堆積土は地山上に酷似 した風化砂礫上であり、急峻な地形のため非常に早い速度で

堆積 したことが窺われる。

L=7770m―
―

L=77.70m

S

1.掲灰色 10YR4/1 砂質土
(炭1ヒ物がうすく堆積。粘

性 しまりややあり。)

2.に ぶい黄橙色 10YR6/4
砂質土 (し まりややあり。
φ=1～ 3cmの 風 化礫 を含
む。)

L=7710m―

s     EP-4

1.にぶい黄褐色 10YR5/3
(粘性 。しまりややあり。)

2.に ぶい黄橙色 10YR 6/4
砂質土 (し まりややあり。
φ=1～ 3cmの 風化礫 を合
む。)

ＥＰ・２∈
ＥＰ・３▽
Ｓ

EP-1～9

1.にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘性 しまりややあり。)

2.に ぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性 しまりややあり。
φ=1～ 3cmの風化礫を含む。)

3.にぶい黄掲色 10YR5/4 砂質土 (粘性 しまりややあり。)   。

第50図 SD1007-EH・ EK・ EP平・断面図

出土遺物 (第51図 )

111は甕口縁部である。■2は壼底部と思われる。113は石鏃、114は剥片である。115は楔形石器であ

る。いずれも石材はサヌカイトを用いる。■6。 ■7は石庖丁で、結晶片岩の剥片を素材としている。■8

は柱状片刃石斧で石材は片岩を用いる。

EH‐ 1

ＥＰ・‐‰Ｓ

)-7EF  N
I与

感感感感憲息患懲稼慈

P…6 s

S

E   
くN悦峰

N

――――L=7710m
EP‐5

鯵は
N S‰

EP‐8

S

∝

N

Ｎ

ＥＰ・９Ｓ歳蝶磯Ⅷ鸞・
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第51図  SD1007出土遺物
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い 68.80m A B 隆6880m

L=68.80m上

1.にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (粕性ややあり。しまり
弱い。炭化物がうすく堆穣。)

2.黒褐色 10YR3/1 砂質土 (粕性ややあり。しまり弱い。
多量の炭化物を含む。)

3.褐色 10YR4/4 砂質土 (粘性 。しまりややあり。風化礫
含む。)

第52図 SD1008平・断面図
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SD1008(段状遺構 8)(第 52図 )

P・ Q-18グ リッド、調査区南東部、標高69,00m前後の地点の東側斜面を「L」 字状にカットして、

平坦面を造りだす。平面形は細長い楕円形状を呈する。柱穴等は出土していない。段状遺構内堆積土は

地山土に酷似した風化砂礫上であり、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。

出土遺物

実測可能な遺物は出上していない。

SD1009(段状遺構 9)(第 53図 )

Q・ R-18,19グ リッド、調査区南東部、標高67.00m前後の地点の東側斜面を「L」 字状にカットし

て、平坦面を造りだす。平面形は細長い楕円形状を呈する。柱穴等は出土していない。段状遺構内堆積

土は地山土に酷似した風化砂礫上であり、急峻な地形のため非常に早い速度で堆積したことが窺われる。

L=6740m上 B L=67.40m

L=67.40m C D L=6740m

1.

2.

3.

にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性 。しまり

ややあり。)

にぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (粘性 。しまり

ややあり。土器片含む。)

責褐色 10YR5/6 砂質土 (粘性・ しまりややあ

り。風化礫含む。)

第53図  SD1009ど平・ 断面図
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出土遺物 (第M図 )

重形土器と思われる土器片が出上 している。■9は壷顎部、120は底部である。121～ 124は石器である。

121・ 122は楔形石器、123は二次加工痕のある剥片である。石材はサヌカイトを用いる。124は砂岩の円

礫を使用 した敲石である。

河

ヽ

‐‐９

盆

出

Ｈ

出

円

ｖ

‐２‐

-OOO
_   ル 柁3

10cm

第54図  SD1009出土遺物

SD1010(段状遺構10)(第55図 )

P～ S-20・ 21グ リッド、調査区南東部に位置する本遺跡で最長の段状遺構である。標高63.00m前後

の地点の東側斜面を、地形コンタラインに沿って「L」 字状にカットし、平坦面を造 りだす。立ち上が

りは確認できない。平面形は不整形な細長い楕円形状を呈する。柱穴等は出土 していない。

| ′
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Ｉ

打

赳

Ｆ

Ｉ

上

Ｉ

Ｉ

F L=6500m

H L=6500m

1.にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (粕性やや
あり。しまりあり。少量の炭化物・φ=0,5～
lcmの少量の風化礫を含む。)

2.にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性やや
あり。しまりあり。φ=0.5～2cmの少量の風
化礫を含む。)

ど上_L=64.60m

L L=64,90m

掲色 10YR4/4 秒質土 (粘性やや弱い。しまりややあt,。 少量の炭化物・
φ=3cm前後の少量の風化礫を含む。)

にぶい責褐色 10YR4/3 砂質土 (粘性やや弱い。しまりややあり。多くの
炭化物・φ=3cm前後の少量の風化礫・土器片を合む。)
にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性やや弱い。しまりややあり。φ雲5cm

前後の風化礫を多く含むぉ)

0

第55図  SD1010平・断面図

L=66.00m

DL-6540m

1.にぶぃ責橙色 10YR6/4 砂質土 (粕性やや
あり。しまりあり。少量の炭化物・φ=0.5～
lcmの少量の風化礫を含む。)

2.にぶい黄掲色 10YR5/3 砂質土 (粘性やや
あり。しまりあり。1・ 3よ り多くの炭化物を

含む。ψ=0.5～ lcmの少量の風化韓を合むよ)

3.にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性やや
あり。しまりあり。少量の炭化物・φ=0.5～
5cmの少量の風化礫を含む。)

1.黒褐色 10YR3/2 砂質土 (粘性やや弱い。
しまり弱い。多量の炭化物・φ‐lcm前 後の
少量の風化礫を含む。)

2.にぶい黄色 2.5YR6/4砂質土 (粕性やや
弱い。しまりあり。φ=,～5cmの風化礫を多
く含む。)

業

く

M          _N L=65.00m

贔
°                       P L=6500m
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出土遺物 (第 56～58図 )

他の遺構に比べ、遺物の出土量は多い。125～ 146は弥生土器、147～ 159は石器である。125～ 141は壺

である。142・ 1431よ 甕、144・ 145は高杯である。146は董と思われる。147～ 150は石鏃、151は石錐であ

る。152・ 153は楔形石器、lM・ 155は使用痕のある剥片、156は剥片である。石器石材はいずれもサヌ

カイトである。157～ 1591よ砂岩の台石である。

157

第58図 SD1010出土遺物 3

SD1011(段状遺構11)(第59図 )

R～ T-19。 20グ リッド、調査区南東部に位置する。標高63.00m前後の地点の東側斜面を、地形コン

タラインに沿って「L」 字状にカットし、平坦面を造りだしている。立ち上がりは確認できない。平面

形は不整形な細長い楕円形状を呈する。柱穴等は出上していない。
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L襲3.50蘭 止
―
B止

■69.50m

醜輪イ1雄騒:だ
けありよ)

459図 .SD1011平・断面図
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出土遺物 (第60図 )

160は壼の底部と思われる。161・ 1621ま 石鏃、1631ま楔形石器、1641ま石錐、165は剥片である。石材は

サヌカイトを用いる。

金

165

164

o                5cm

0                10cm

163

第60図  SD1011出土遺物

SK1002(土坑 2)(第61図 )

調査区南西部、K・ L-8グ リッドに位置する楕円形の上坑である。

出土遺物

弥生上器の小片等が出上したが、実測可能な遺物は無かつた,。

SK1003(上坑 3)(第62図 )

調査区南西部、K-5グ リッドに位置する楕円形の土坑で

ある。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土したが、実測可能な遺物は無

かつた。

r――L=64.80m

1,にぶい糞掲色 10YR5/3砂 質■ (猫性弱い。 しまりあり,炭化物

を含む志)

21にぶい責禍色 10YR5/4 砂瑣 土 (鵜性弱い。 しまりあり。少量の

炭化物を含むぉφ=1-3cmの 軽を少量含む。)

0         1m

第62図 SK1003平 。断面図

イ

一――L-66.90m

1.にぶい糞樫色 iOYR6/4 ひ質■ (精性弱い。じまり
ありを)

2,にぶい費褐ヨ 1∝RS/4 秒質上 粘催弱ぃ.
(しまり患り。φ

封～鉤つ線を少千席
む♪
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SK1004(土坑 4)(第63図 )

調査区南西部、K・ L-6グ リッドに位置する楕円形の上坑であ

る。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土したが、実測可能な遺物は無かった。

SK1005(土坑 5)(第64図 )

調査区南西部、K-3グ リッドに位置するいびつな円形の上坑で

ある。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SK1006(土坑 6)(第65図 )

調査区南西部、I-2グ リッドに位置する精円形の土坑である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土したが、実測可能な遺物は無かった。

――――L=6410m

1.に ぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘性弱い。 しまりあ

り。φ‐1～4cmの 礫を含む。)

2.責掲色 10YR5/8 砂質土 (粘性やや弱い。 しまりあり。

ψ=1～ 3emの 礫を含む。)

3.にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性やや弱い。しま

りあり。) 0         1m

〒一―L=6060m

1.に ぶい責掲色 lllYR5/3砂質土 (粘性弱い。 しまりや

や弱い。ψ=1～4mの風化礫を合む。)

2.明黄掲色 10YR6/6砂 質土 (粕性弱い。しまりやや弱中 判
‖

2      協題

1.に ぶい黄掲色 10YR4/3 砂質土 (粘性。しまりややあり。)

2.明黄掲色 10YR6/6 砂賀土 (粘性 。しまりややあり。)

0         1m

第63図 SK1004平 図
・断面

イ

・

図

＼

　

一

面

平．断
＼

５００ＫＳ図４６第
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第65図  SK1006平・断面図



SK1007(上坑 7)(第66図 )

調査区南西部、H・ I-3グ リッドに位置する精円形の土

坑である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土 したが、実測可能な遺物は無

かった。

SK1008(土坑 8)(第 67図 )

調査区南西部、H-3グ リッドに位置する楕円形の上坑である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上 したが、実測可能な遺物は無かった。

SK1009(土坑 9)(第68図 )

調査区南西部、G・ H-4グ リッドに位置する楕円形の上坑である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上 したが、実測可能な遺物は無かった。

―
L=56.40m

1.に ぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (粘性・ しまりややあり。)

2.明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

0         1m

第66図  SK1007平 。断面図

一
L=56.00m

1.に ぶい黄褐色 lllYR5/3 砂質土 (粘性。しまりやや
あり。)

2 明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性。しまりややあり。)

0         1m

第67図 SK1008平 。断面図

オ

――――L=59.40m

にぶい費橙色 10YR6/3 砂質土 (し まりあり。)

にぶい黄橙色 10YR6/4 砂質土 (し まりあり。φ=1～
3cmの 角礫 を少量含む。)

0         1m

第68図  SK1009平・断面図
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SK1010(土坑10)(第69図 )

調査区南東部、O-24グ リッドに位置する楕円形の土坑で

ある。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土 したが、実測可能な遺物は無かっ

た。

SK1011(土坑11)(第70図 )

調査区中央部、S・ T-11グ リッドに位置する楕円形の上坑

である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土したが、実測可能な遺物は無かっ

た。

SK1012(土坑12)(第71図 )

調査区中央部、S-10グ リッドに位置する円形の上坑である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土したが、実測可能な遺物は無かった。

――――L=5930m

1 にぶぃ黄褐色 10YR5/4砂 質土 (粕性やや弱い。 しまりや
やあり。少量の炭化物・ψ=0.5～ l cmの 少量の風化礫 を含む。)

2.にぶい黄褐色 10YR5/3砂 質土 (粘性やや弱い。 しまりや
やあり。 1よ り多くの炭化物を含む。φ=0.5～ 5cmの少量の風
化礫を含む。)

3.に ぶい橙色 2 5YR6/4 砂質土 (粘性弱い。 しまりあり。φ=
5cm前 後の風化礫を多く含む。)

0         1m

第69図  SK1010平・断面図

i 灰黄掲色 10YR4/2砂 質土 (粘性 。しまりややあり。炭化
物を多量に含む。φ=2cm前 後の礫を少量含む。)

2 にぶい黄橙色 10YR6/3砂 質土 (粕性 。しまりあり。赤色
風化礫 。φ=5cm前 後の礫を少量含む。)

0         1m

第70図  SK1011平・断面図

イ

―くこ)一
――――              

―
L=7960m

1 掲色 ア.5YR73 砂質土 (粘性やや弱い。 しまり
ややあり。少量の炭化物 を含む。φtticm前後の赤
色風化礫・φ=4～ 5emの 角礫 を少量含む。)

2 褐色 7.5YR4/4 砂質土 (粘性 。しまりやや弱い。

φ=4～ 5cm程度の角礫を多く含む。)

lm
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第71図  SK1012平・断面図



SK1013(土坑13)(第72図 )

調査区南西部、」-3グ リッドに位置する楕円形の上坑である。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1006・ 1007(柱 穴 6・ 7)(第73図 )

I・ 」-6グ リッド、調査区西部に位置する円形のピットである。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上 したが、実測可能な遺物は無かった。

く

Ｅ

ｏ
∞

ω
ゆ
＝
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/σ sP10。 7

ｍ

蜘一Ｃ
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偽

舅

開

Ｒ

Ｒ

Ｒ

Ｙ

Ｙ

Ｙ

E

Elra

L=5880m

L=63 50m SP1007

SP1007

1.にぶい黄橙色 10YR6/4
砂質土 (粘 性弱い。しま
り少し弱い。炭化物少し

合む。)
2.にぶい黄褐色 10YR5/4

砂質土 (粘 性。しまり弱
い。φ=1～5cmの礫を含む。)

O SP1006

SP1006    L=6350m

蜘 6磯
1.にぶい黄掲色 10YR5/4

砂質土(粘性弱い。しまりあり。

炭化物含む。φ=1～ 4cmの礫を

合む。)

2.明黄褐色 10YR6/6 砂質土

(粕性少しあり。しまりあり。

φ=1～ 4cmの礫を含む。)

にぶい黄掲色
にぶい責掲色
にぶい責掲色

D

砂質土 (粘性ややあり。しまりややあり。)

砂質土 (粕性ややあり。しまりややあり。)

砂質土 (粘性ややあり。しまりあり。φ=1～ 3cm角 礫含む。)

9         1p

第72図 SK1013平・断面図

ー

%

0         1m

第73図  SP1006・ 1007平・断面図
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SP1008・ 1013・ 1014(柱穴 8・ 13。 14)(第74図 )

I-2,3グ リッド、調査区西部に位置する。SD1001の 北側に位置する円形のピットである。SP1008か

らは石器が出上 した。

L=5580m

SP1013

SP1014
L=5580m

SP1013

SP1008

1.にぶい黄褐色 10YR4/3 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

2.明黄掲色   10YR6/6 砂質土 (粘性 。しまりややあり。)

0         1m

第74図  SP1008。 1013・ 1014平・断面図

SP1008出 土遺物 (第75図 )

166・ 167は石鏃、168は楔形石器である。石材はサヌカイ トである。

_(0ささ_‖
々

ｎ

‐６６

o                     5cm

第75図  SP1008出 土遺物
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SP1009～1011(柱穴 9～ 11)(第76図 )

IoJ-3・ 4グリッド、調査区西部に位置する円形

のピットである。

出土遺物

―

く )―

SP1009

弥生土器の小片等が出上したが、実測可能な遺物

は無かった。

SP1012(柱穴12)(第77図 )

I-2グ リッド、調査区西部に位置する円形のピッ

トである。

第76図  SP1009～1011平 。断面図

出土遺物

弥生土器の小片等が出上したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1015～1020(桂 穴15～20)(第 78図 )

H・ I-2・ 3グ リッド、調査区西部に位置する円形のピットで

ある。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土したが、実測可能な遺物は無かった。
1.にぶい費橙色 10YR6/4 砂質土 (粘性ややなし。

しまりややあり。,=0.5cm前 後の礫を少量含む。)
2.明黄褐色 10YR6/6 砂質土 (粘性ややなし。しま

りややあり。φ=o.5～ 40mの礫を少量含む。)

0         1m

第77図 SP1012平・断面図

―盈
SP1011

/◎ζ円餌5

L=54.90m一 ――   sP1015

歯

＼
-0-

――――        
―

L=5660m

‐２錢

SP1017 -――L_54.9om

――――L=55.30m

CID孔
=h輸_SPl

SP1019 ＳＰ‐０‐９２戦塑筆弾藝

第78図  SP1015～ 1020平・断面図

｀

@ヽ

SP1020

SP1015～ 1020

1.にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (し まりややあり。,=5mm程 度の韓を少量含むと)

2.明黄褐0   10YR6/6 砂質土 (し まりややあり。φ=5mm程度の礫を少量含む。)

―- 259-―
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SP1021～ 1023(柱 穴21～ 23)(第 79図 )

G・ H-2,3グ リッド、調査区西部に位置

する円形のピットである。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上したが、実測可能

な遺物は無かつた。

SP1029(柱穴29)(第 80図 )

13グ リッド、調査区西部に位置する円形

のピットである。

L=55 10m sP1021

SP1021
1,にぶい責橙色 10YR6/4 砂質

土 (粘性ややなし。しまりやや

あり。)

実測可台ヒ 2. 隷ゝ ポrγ&,鷲託
り。φ=2 cm前 後の礫を含む。)

SP1023 L=5510m

‰
SP1022. 1023
1.明黄掲色 10YR6/6 砂質土

(粘性ややなし。しまりややあ

',。
)

2.明黄褐色 10YR6/6 砂質土

(粘性ややなし。しまりややあ

り。φ=5mm前後の礫を少量含む。)

0         1m

SP1023

出土遺物

弥生土器の小片等が出土 したが、

な遺物は無かつた。

SP1034・ 1035(柱 穴34・ 35)(第 81図 )

G-4グ リツド、調査区西部に位置する円形のピッ

出土遺物

弥生土器の小片等が出土 したが、実測可能な遺物は無

かった。

―くも一

SP1029~~為議繁:1~L=5790m
l.にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質土 (粘

性 。しまりややあり。少量の炭化物

を含む。)

2.明責掲色 10YR6/6 砂質土 (粘性・

しまりややあり。)

0         1m

第80図  SP1029平・断面図
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L=5800m――――  sP1034

1.にぶい責掲色 10YR5/3
砂質土 (粘性・ しまりや

やあり。炭化物少量含
む。)

2.明責掲色 10YR6/6秒
質土 (粘性 。しまりやや

あり。)

SP1035 -L=5800m

‖
SP1035
1.にぶい黄掲色 10YR5/3

砂質土 (粘性ややなし。
しまりややあり。φ=2
～4cmの 礫を少量含む。)

2,明責褐色 10YR6/6 砂

質土 (粘性 。しまりやや

あり。)

0         1m

―
~

―⊆)ゴ
Pl°22

―

⑤

―
  

―

SP1021

ＳＰ‐０２２
鮎

SP1021～ 1023平・断面図

‰

第79図

卜である。
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第81図  SP1034・ 1035平 。断面図



SP1036(桂穴36)(第 82図 )

F・ G-4グ リッド、調査区西部に位置する円形のピットである。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上 したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1037(柱穴37)(第 83図 )

F-3グ リッド、調査区西部に位置する円形のピットである。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土 したが、実測可能な遺物は無かった。

SP1038(柱穴38)(第 84図 )

L-4・ 5グリッド、調査区西部に位置する円形のピットである。

出土遺物

弥生土器の小片等が出土 したが、実測可能な遺物は無かった。

―
L=5870m

SP1036
1.に ぶい黄橙色 10YR6/4砂 質土

(粘性ややなし。しまりややあり。
炭化物を含む。)

2.明 黄 掲 色 10YR6/6砂 質 土 (粘

性 。しまりややあり。)

0         1m

第82図  SP1036平・断面図

一―――           ――――L=5590m

飴
SP1037
1.にぶい黄褐色 10YR5/4 砂質土 (粘

性ややなし。しまりややあり。炭化
物を含む。)

2.黄褐色 10YR5/6 砂質土 (粘性や
やなし。しまりややあり。)

9   耳P

第33図  SP1037平・断面図

―
L=5460m

SP1038
1.にぶい黄橙色 10YR〃4 砂質土 (粘

性 。しまりややなし。)

2.にぶい黄橙色 10YR6/4(岩 盤。)

0         1m

１
１

ゝ

―

Ｉ

Ｔ

Ｉ
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第84図  SP1038平・断面図



SP1039(柱穴39)(第85図 )

V-13グ リッド、調査区中央部に位置する長楕円形の浅い

ピットである。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上したが、実測可能な遺物は無かっ

た。

―~

一
L=8130m

SP1039
1.にぶい黄掲色

しまりあり。
2.にぶい黄橙色

しまりあり。)

第35図

10YR4/3 砂質土 (粘性ややあり。
少量の炭化物・焼土を含む。)

10YR6/4 砂質土 (粘性ややあり。

0         1m

SP1039平・断面図

SP1040・ 1041(柱穴40・ 41)(第 86図 )

Q・ R-9グ リッド、調査区中央部に位置する円形のピットであ

る。

出土遺物

弥生土器の小片等が出上 したが、実測可能な遺物は無かった。

_④O毛田田
SP1040

L=76.50m sP1040      SP1041 L=7650m

―

SP1040、  1041

1.にぶい黄褐色 10YR6/3 砂質土 (粘性 。し

まりやや弱い。少量の炭化物・φ=l cm前 後
の礫を含む。)

2.にぶい黄掲色 10YR5/4 秒質土 (粘性 。し

まりやや弱い。φ=1～ 4cmの礫を少量含む。)

第86図  SP1040。 1041平・断面図

包含眉出土遺物

遺構以外からも多くの弥生土器・石器が出上している。遺構内出土遺物と同様、土器類は小片あるい

は摩滅の著しいものがほとんどであり、全容の判明するものは少ない。遺構外で出上した遺物のうち、

実測可能なものについて包含層出土遺物としてここに掲載する。
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出土土器

弥生土器 (第87図 )

169～ 182は壷、183～ 191は甕、1921まバケッ形土器、193～ 198は高杯土器である。

その他の土器 (第88図 )

199は須恵器蓋である。2001よ 須恵器椀の底部と思われる。201は須恵器短顎壼、202・ 2031ま 須恵器壷

の底部と思われる。199～ 203は いずれも小片のため、詳細な時期決定は困難であるが、概ね10世紀末頃

と思われる。204は 九瓦で時期は不明である。

一
199

200

0                10cm

第88図 包含層出土遺物 2

出土石器 (第89～ 105図 )

剥片石器のほとんどがサヌカイトを石材とする。205～ 247は石鏃、248は石剣、249。 2501よ 石庖丁で

ある。249は サヌカイト、250は結晶片岩の剥片を素材とする。251～256は削器、257～ 297は楔形石器、

298～ 325は 剥片である。剥片の中には微細な剥離がみられるもの、自然面の残存するものがある。326・

327は 太形蛤刃石斧である。玄武岩を石材に用いる。328は柱状片刃石斧、329は扁平片刃石斧である。

石材は結晶片岩である。330は円柱状の泥岩礫の端部に刃部を作出した選状の磨製石斧である。331～339

は敲石である。335は斑レイ岩、336は片岩を用いる。他は砂岩の円礫を使用している。340～ 344は台石

である。いずれも砂岩の亜角礫を用いる。

202
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